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(57)【要約】
【課題】十分なオフセットキャンセル期間を確保して、
駆動トランジスタの特性バラツキを補償し、特性表示ム
ラのない画像表示を実現できるＥＬ表示装置を提供する
。
【解決手段】画素１６には、映像信号電圧Ｖｓｉｇを保
持するコンデンサ１９ｂが形成されている。スイッチト
ランジスタ１１ｃがオンすると、映像信号電圧Ｖｓｉｇ
により、駆動トランジスタ１１ａがオフセットキャンセ
ル動作を行うと共に、映像信号電圧Ｖｓｉｇがコンデン
サ１９ｂに書き込まれ、画素１６の選択期間が終了し、
スイッチトランジスタ１１ｃがオフした後、コンデンサ
１９ｂに保持された映像信号電圧Ｖｓｉｇにより、オフ
セットキャンセル動作が継続する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に複数配置された表示画面を有するＥＬ表示装
置であって、
　映像信号電圧を出力するソースドライバ回路と、
　前記表示画面の中の画素を選択するゲートドライバ回路と、
　前記映像信号電圧を保持する第１のコンデンサと、
　前記画素の前記ＥＬ素子に電流を供給する駆動トランジスタと、
　を有し、
　前記映像信号電圧を前記駆動トランジスタに印加して所定動作を行うと共に、前記第１
のコンデンサに前記映像信号電圧を書込み、
　前記第１のコンデンサに保持された前記映像信号電圧により、オフセットキャンセル動
作を行う、
　ことを特徴とするＥＬ表示装置。
【請求項２】
　ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に複数配置された表示画面を有するＥＬ表示装
置であって、
　映像信号電圧を出力するソースドライバ回路と、
　前記表示画面の中の画素を選択するゲートドライバ回路と、
　動作用信号電圧を保持する第１のコンデンサと、
　前記画素の前記ＥＬ素子に電流を供給する駆動トランジスタと、
　を有し、
　前記動作用信号電圧を、前記駆動トランジスタを介して前記画素に印加して所定動作を
行うと共に、前記第１のコンデンサに前記動作用信号電圧を書込み、
　前記動作用信号電圧の印加を停止した後、前記第１のコンデンサに書き込まれた前記動
作用信号電圧により、前記所定動作を継続する、
　ことを特徴とするＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記各画素にリセット電圧を印加する第１のスイッチトランジスタが形成され、
　前記第１のスイッチトランジスタはマルチゲート構造である、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項４】
　前記ＥＬ素子に流れる電流経路に、第２のスイッチトランジスタが形成され、
　前記第２のスイッチトランジスタをオン／オフ制御することにより、前記表示画面に帯
状の非表示領域を発生させ、
　前記非表示領域が１フレーム周期で前記表示画面を移動させる、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記各画素に前記映像信号電圧を印加する第３のスイッチトランジスタが形成され、
　前記第３のスイッチトランジスタのゲート端子と、前記第３のスイッチトランジスタの
ドレイン端子間に、第２のコンデンサが形成されている、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記ゲートドライバ回路、又は、前記ゲートドライバ回路の入力段にレベルシフト回路
が形成され、
　前記ソースドライバ回路から出力された信号が、前記レベルシフト回路でレベルシフト
して前記ゲートドライバ回路に入力される、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記ゲートドライバ回路は、Ｐチャンネルトランジスタ又はＮチャンネルトランジスタ
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で構成されている、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記ソースドライバ回路は、半導体ＩＣであり、
　前記ソースドライ回路は、前記表示画面が形成された基板に実装され、
　前記ソースドライバ回路と前記基板の間に遮光膜が形成されている、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項９】
　マトリックス状の同じ列に配置された複数の前記画素に対して、第１のソース信号線と
第２のソース信号線が形成され、
　前記第１のソース信号線によって第１の映像信号電圧が印加される前記画素と、前記第
２のソース信号線によって第２の映像信号電圧が印加される前記画素とが異なる、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　温度センサと、前記ＥＬ素子に印加する電圧を発生する電圧発生回路とを更に有し、
　前記温度センサの出力に基づいて前記電圧発生回路が前記電圧を可変する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　温度センサを更に有し、
　前記温度センサの出力に基づいて、前記表示画面で使用する最大表示階調を可変する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１２】
　前記温度センサが前記ソースドライバ回路に内蔵されている、
　ことを特徴とする請求項１０又は１１に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１３】
　前記ソースドライバ回路は、ソース信号線を選択する選択スイッチ回路が複数内蔵され
ている、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１４】
　外光の明るさを検出するホトセンサを更に有し、
　前記ホトセンサの出力に基づいて、前記表示画面の明るさを可変する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１５】
　前記画素に印加するリセット電圧の発生回路を更に有し、
　前記リセット電圧は、前記映像信号電圧に基づいて可変する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１６】
　前記画素が複数の色から構成され、前記画素の画素電極の面積が、色によって異なる、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１７】
　前記動作用信号電圧が、前記映像信号電圧であり、前記所定の動作がオフセットキャン
セル動作である、
　ことを特徴とする請求項２に記載のＥＬ表示装置。
【請求項１８】
　前記動作用信号電圧が、リセット信号電圧であり、前記所定の動作がリセット動作であ
る、
　ことを特徴とする請求項２に記載のＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、有機又は無機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子などを用いるＥＬ表示
パネル（表示装置）などの自発光表示パネル（表示装置）を用いた、ＥＬ表示装置（有機
発光表示装置）に関するものである。また、映像信号電圧（映像信号データ）Ｖｓｉｇを
画素に所定期間保持するコンデンサ（容量、付加コンデンサ）を有する表示パネル、表示
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電気光学変換物質として有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）材料あるいは無機ＥＬ
材料を用いたアクティブマトリクス型の画像表示装置は、画素に書き込まれる電流に応じ
て発光輝度が変化する。ＥＬ表示装置は、各画素に発光素子を有する自発光型である。Ｅ
Ｌ表示装置は、液晶表示パネルに比べて画像の視認性が高い、発光効率が高い、バックラ
イトが不要、応答速度が速い等の利点を有する。
【０００３】
　有機ＥＬ（ＰＬＥＤ、ＯＬＥＤ、ＯＥＬ）パネルは、アクティブマトリクス方式の開発
が盛んに行なわれている。この方式は、各画素回路内部の発光素子に流れる電流を、画素
回路内部に設けた能動素子（一般には薄膜トランジスタ、ＴＦＴ、ＦＥＴ、ＭＯＳトラン
ジスタ）によって制御するものである（特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２５５８５６公報
【特許文献２】特開２００３－２７１０９５公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　有機ＥＬ表示パネルは、低温あるいは高温ポリシリコンからなるトランジスタアレイを
用いてパネルを構成する。しかし、有機ＥＬ素子は、ポリシリコントランジスタアレイの
トランジスタ特性にバラツキがあると、表示ムラが発生する。
【０００６】
　ＥＬ素子１５に電流を供給する駆動トランジスタ１１ａに特性バラツキがあると、変換
される電流信号にもバラツキが発生する。通常、トランジスタ１１ａは５０％以上の特性
バラツキがある。そのために、駆動トランジスタの特性バラツキが表示ムラとして表示さ
れ、画像表示品位を低下させていた。
【０００７】
　そこで本発明は、十分なオフセットキャンセル期間を確保して、駆動トランジスタの特
性バラツキを補償し、特性表示ムラのない画像表示を実現できるＥＬ表示装置を提供する
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に複数配置された表示画面を有する
ＥＬ表示装置であって、映像信号電圧を出力するソースドライバ回路と、前記表示画面の
中の画素を選択するゲートドライバ回路と、前記映像信号電圧を保持する第１のコンデン
サと、前記画素の前記ＥＬ素子に電流を供給する駆動トランジスタと、を有し、前記映像
信号電圧を前記駆動トランジスタに印加して所定動作を行うと共に、前記第１のコンデン
サに前記映像信号電圧を書込み、前記第１のコンデンサに保持された前記映像信号電圧に
より、オフセットキャンセル動作を行う、ことを特徴とするＥＬ表示装置である。
【０００９】
　また、本発明は、ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に複数配置された表示画面を
有するＥＬ表示装置であって、映像信号電圧を出力するソースドライバ回路と、前記表示
画面の中の画素を選択するゲートドライバ回路と、信号電圧を保持する第１のコンデンサ
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と、前記画素の前記ＥＬ素子に電流を供給する駆動トランジスタと、を有し、前記信号電
圧を前記駆動トランジスタを介して前記画素に印加して所定動作を行うと共に、前記第１
のコンデンサに前記信号電圧を書込み、前記信号電圧の印加を停止した後、前記第１のコ
ンデンサに書き込まれた前記信号電圧により、前記所定動作を継続する、ことを特徴とす
るＥＬ表示装置である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、十分なオフセットキャンセル期間を確保できるので、良好に駆動トラ
ンジスタをオフセットキャンセルすることができる。したがって、駆動トランジスタの特
性バラツキを補償し、特性表示ムラのない画像表示を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図２】ＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３】ＥＬ表示装置の説明図である。
【図４】ＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図５】ＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図６】ＥＬ表示装置の説明図である。
【図７】ＥＬ表示装置を用いた機器の説明図である。
【図８】ＥＬ表示装置を用いた機器の説明図である。
【図９】ＥＬ表示装置を用いた機器の説明図である。
【図１０】ＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図１１】ＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図１２】ＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１３】ＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１４】ソース信号線から画素に映像信号を取り込む構成図である。
【図１５】図１４のゲートドライバ回路１２ａの動作を示した説明図である。
【図１６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１７】図１６のゲートドライバ回路１２の動作を示した図である。
【図１８】図１６のゲートドライバ回路１２の動作を示した図である。
【図１９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２０】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２２】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２３】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２４】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２５】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２６】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２７】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２９】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３０】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３２】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３３】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３４】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３５】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３６】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３７】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
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【図３９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４０】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４２】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４３】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４４】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４５】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４７】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図５０】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図５１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図５２】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５３】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図５４】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５５】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５７】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５８】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５９】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６０】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６１】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６２】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６３】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６４】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６５】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６６】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６７】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６８】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図６９】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図７０】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図７１】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図７２】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図７３】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図７４】本実施例のＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図７５】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図７６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図７７】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図７８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図７９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図８０】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８１】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８２】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８３】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８４】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図８５】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８７】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図８８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
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【図８９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図９０】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９１】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９２】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９３】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９４】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９５】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９７】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図９９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１００】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１０１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１０２】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１０３】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１０４】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１０５】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１０６】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１０７】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１０８】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１０９】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１１０】本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路の説明図である。
【図１１１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１１２】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１１３】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１１４】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１１５】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１１６】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１１７】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１１８】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１１９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１２０】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１２１】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１２２】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２３】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２４】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２５】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２６】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２７】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２８】本実施例のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２９】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１３０】本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施例のＥＬ表示装置は、各画素にオフセットキャンセル動作に使用する所定
電圧を保持するコンデンサ（オフセットキャンセルコンデンサ）を具備する。オフセット
キャンセルコンデンサは、画素が選択された時に、画素に印加された映像信号などの所定
電圧を保持する。駆動トランジスタ画素が非選択となった後も、オフセットキャンセルコ
ンデンサに保持された所定電圧を用いて、駆動トランジスタにオフセットキャンセル動作
を継続される。駆動トランジスタ
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　従来の画素構成では、画素が選択された時にオフセットキャンセル動作を実施していた
。したがって、オフセットキャンセル動作は画素行の選択期間以内に限られるため、十分
なオフセットキャンセル動作時間を確保できず、十分にオフセットキャンセルを実現する
ことができなかった。
【００１３】
　本実施例によれば、オフセットキャンセル動作を継続させるオフセットキャンセルコン
デンサを各画素に有しているため、画素が非選択状態であっても、オフセットキャンセル
動作を継続できる。したがって、駆動トランジスタ十分にオフセットキャンセル期間を確
保できるので、駆動トランジスタ駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキを補償し、特性
表示ムラのない画像表示を実現できる。
【実施例１】
【００１４】
　本発明の実施例１について説明する。
【００１５】
　なお、各図面のおいて説明に必要にない箇所、部分は省略している。したがって、各図
面で図示していなくとも、他の図面に図示した事項が適用あるいは組み合わせることがで
きる。また、各図面には拡大あるいは縮小した箇所、部分がある。また、実施例１～実施
例７は相互に組み合わせることができることは言うまでもない。
【００１６】
　図１は、実施例１のＥＬ表示装置の画素構成である。また、図３は、画素１６がマトリ
ックス状に配置された表示領域３１に、ゲートドライバ回路１２及びソースドライバＩＣ
１４が接続された構成図である。
【００１７】
　図３に示すように、ゲートドライバ回路１２には、クロック信号（ＣＬＫ）、スタート
信号（ＳＴ１、ＳＴ２）などは、アップダウン信号（ＵＰ）が印加される。クロック信号
（ＣＬＫ）は、水平同期信号（ＨＤ）に同期している。また、必要に応じて、ＥＬ表示装
置内に内蔵する発振モジュールでクロック信号（ＣＬＫ）を発生させる。スタート信号（
ＳＴ２）を制御することにより、Ｄｕｔｙ駆動を実現できる。
【００１８】
　クロック信号（ＣＬＫ）、スタート信号（ＳＴ１、ＳＴ２）、アップダウン信号（ＵＰ
）などゲートドライバ回路１２に印加する信号は、ソースドライバＩＣ１４で発生し、ア
レイ基板に形成したレベルシフタ回路でレベルシフトしてゲートドライバ回路１２に印加
される。ゲートドライバ回路１２で使用するクロック信号などは、ソースドライバＩＣ１
４から供給する。
【００１９】
　レベルシフトする電圧（例えば、ＶＧＨ、ＶＧＬ）は、ソースドライバＩＣ１４で発生
し、各信号（ＣＬＫ、ＵＤ，ＳＴなど）ソースドライバＩＣ１４内に内蔵されたレベルシ
フト回路でレベルシフトしてゲートドライバ回路１２に印加してもよい。
【００２０】
　レベルシフト回路は、ソースドライバＩＣ１４から出力されるロジックレベル電圧（例
えば、３Ｖ）をゲートドライバ回路１２で使用する電圧（例えば、ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧）
に変換するものである。レベルシフト回路は、ゲートドライバ回路１２内又はゲートドラ
イバ回路１２の入力段あるいはソースドライバＩＣ１４の出力段に形成又は配置される。
【００２１】
　クロック信号（ＣＬＫ）は、選択する画素行を順次移動させるための信号である。スタ
ートパルス信号（ＳＴ）は、選択する画素行を指定するための信号である。スタートパル
ス信号（ＳＴ）はクロック信号（ＣＬＫ）により、ゲートドライバ回路１２のシフトレジ
スタ回路内を移動する。アップダウン信号（ＵＤ）は、画面の上下反転切換信号である。
シフトレジスタ回路内のスタートパルス位置にしたがって、ゲート信号線１７が選択され
る（ゲート信号線１７にオン電圧（ＶＧＬ）が印加される）。
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【００２２】
　本発明の実施例１は、画素１６のトランジスタ１１をＰチャンネルトランジスタで形成
し、ゲートドライバ回路１２をＰチャンネルトランジスタで形成する。画素１６のトラン
ジスタ１１とゲートドライバ回路１２の両方をＰチャンネルトランジスタで形成すること
により、ＥＬ表示パネルの製造コストは低コストにできる。
【００２３】
　ソースドライバＩＣ１４としては、映像信号を電圧信号として出力するもの、映像信号
を電流信号として出力するものが例示される。本明細書では、説明を容易にするため、ソ
ースドライバＩＣ１４は、電圧信号を出力するものをして説明をする。また、図２、図１
１１は本実施例のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【００２４】
　本実施例の表示パネルは、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）色の画素がマトリックス状に
配置されている。また、ＲＧＢに加えて、Ｗ（白）色の画素を配置してもよい。白色発光
の画素を形成することにより、表示画像の高い輝度が実現できる。したがって、輝き感の
ある画像表示実現できる。特にＷ（白）画素を有するパネル構成は、図８４、図９９など
のｄｕｔｙ駆動方式、最大使用階調表示駆動方式と組み合わせることが好ましい。
【００２５】
　また、白色の画素を表示領域の全面に形成し、カラーフィルターで、ＲＧＢ画素をマト
リックス状に形成してもよい。
【００２６】
　Ｒ、Ｇ、Ｂの画素開口率（あるいは画素電極面積）は、異ならせてもよい。開口率を異
ならせることにより、各ＲＧＢのＥＬ素子１５に流れる電流密度を異ならせることができ
る。電流密度を異ならせることにより、ＲＧＢのＥＬ素子１５の劣化速度を同一にするこ
とができる。ＲＧＢの劣化速度を同一にすれば、長期間、ＥＬ表示装置を使用しても、Ｅ
Ｌ表示装置の表示画面のホワイトバランスずれが発生しない。
【００２７】

　また、隣接した画素行で、３原色の配置が異なるように配置することが好ましい。例え
ば、偶数行目が、左からＲ、Ｇ、Ｂの配置であれば、奇数行目はＢ、Ｇ、Ｒの配置とする
。このように配置することにより、少ない画素数でも、画像の斜め方向の解像度が改善さ
れる。また、画素をデルタ配置にしてもよい。　外光又は、ＥＬ表示パネルなどから放射
される光（ＥＬ素子１５から出射される光）が、ソースドライバＩＣ（ソースドライバ回
路）１４に照射されると、ホトコンダクタ現象（ホトコン）により誤動作を引き起こす。
この課題に対応するため、ソースドライバＩＣチップの下又は、ソースドライバ回路１４
の下層に遮光膜を形成する。つまり、ソースドライバＩＣとアレイ基板間に、遮光物を形
成または配置する。遮光膜は、パネル基板の表面に金属薄膜、有機材料あるいは無機材料
などからなる光吸収膜として形成する。好ましくは、遮光膜は、ＥＬ素子１５に電流を供
給するアノード配線、カソード配線を使用する（ソースドライバＩＣチップ下に形成する
）。遮光膜をアノード配線、カソード配線で形成すれば電流（電圧）供給配線と遮光膜と
を兼用することができる。したがって、遮光膜形成が容易であり、低コスト化できる。こ
の構成は、ソースドライバ回路１４がＩＣチップの場合に限定されるものではない。ソー
スドライバ回路１４が、低温ポリシリコン、高温ポリシリコンもしくは固相成長により形
成された半導体膜（ＣＧＳ）、アモルファスシリコン技術を用いた場合にも適用される。
つまり、このソースドライバ回路１４の裏面あるいは下層に遮光膜を形成する。
【００２８】
　以上のように、本実施例のＥＬ表示装置において、ソースドライバ回路１４は、半導体
ＩＣ（ＩＣ　ｃｈｉｐ）であり、前記ソースドライ回路１４は、前記表示画面が形成され
た基板に実装されており、前記ソースドライバ回路の下で、かつ前記基板上に、遮光膜が
形成されていることを１つの特徴とするものである。　ソースドライバＩＣ１４には、ゲ
ートドライバ回路１２で使用する電圧ＶＧＨ、ＶＧＬを発生させるチャージポンプ回路を
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構成しておくことが好ましい。電圧ＶＧＨは、トランジスタ１１をオフさせる電圧であり
、電圧ＶＧＬはトランジスタ１１をオンさせる電圧である。但し、このオン／オフ電圧は
、トランジスタ１１がＰチャンネルトランジスタの場合であり、トランジスタ１１がＮチ
ャンネルの場合は、電圧ＶＧＨは、トランジスタ１１をオンさせる電圧であり、電圧ＶＧ
Ｌはトランジスタ１１をオフさせる電圧となる。また、ＶＧＨ、ＶＧＬはゲートドライバ
回路１２の電源電圧である。
【００２９】
　図３において、ゲートドライバ回路１２ａは、ＶＧＨ１、ＶＧＬ１電圧を印加し、ゲー
トドライバ回路１２ａは、ＶＧＨ２、ＶＧＬ２電圧を印加する。スイッチトランジスタ１
１が、Ｐチャンネルトランジスタの場合は、ＶＧＬ１とＶＧＬ２を異ならせる。ＶＧＨ１
とＶＧＨ２とは、共通の電圧にする（ＶＧＨ１＝ＶＧＨ２）。スイッチトランジスタ１１
が、Ｎチャンネルトランジスタの場合は、ＶＧＨ１とＶＧＨ２を異ならせる。ＶＧＬ１と
ＶＧＬ２とは、共通の電圧にする（ＶＧＬ１＝ＶＧＬ２）。
【００３０】
　図１の画素構成であれば、スイッチトランジスタ１１ｄのオン電圧（ＶＧＬ）は、スイ
ッチトランジスタ１１ｃのオン電圧（ＶＧＬ）よりも高くする。もしくは、スイッチトラ
ンジスタ１１ｄのオフ電圧（ＶＧＨ）－オン電圧（ＶＧＬ）の電位差は、スイッチトラン
ジスタ１１ｃのオフ電圧（ＶＧＨ）－オン電圧（ＶＧＬ）の電位差よりも小さくする。ス
イッチトランジスタ１１ｄのオン抵抗を比較的高くし、ＥＬ素子１５の端子間（アノード
－カソード）電圧の変化を駆動トランジスタ１１ａにチャンネル間電圧に影響を与えない
ようにするためである。また、スイッチトランジスタ１１ｂのオフリーク電流の低減にも
効果がある。スイッチトランジスタ１１ｃは、十分にオンさせてオン抵抗を低下させるこ
とが望ましい。
【００３１】
　例えば、オフ電圧（ＶＧＨ１＝ＶＧＨ２）＝６．０（Ｖ）とすれば、スイッチトランジ
スタ１１ｃのオン電圧（ＶＧＬ１）＝－４．０（Ｖ）、スイッチトランジスタ１１ｄのオ
ン電圧（ＶＧＬ２）＝－２．０（Ｖ）に設定する。オフ電圧スイッチトランジスタ１１ｃ
のオフ電圧（ＶＧＨ１）＝６．０（Ｖ）、スイッチトランジスタ１１ｄのオフ電圧（ＶＧ
Ｈ２）＝５．５（Ｖ）とすれば、スイッチトランジスタ１１ｃのオフ電圧（ＶＧＨ１）－
オン電圧（ＶＧＬ１）＝－１０．０（Ｖ）、スイッチトランジスタ１１ｄのオフ電圧（Ｖ
ＧＨ２）－オン電圧（ＶＧＬ２）＝－８．０（Ｖ）に設定する。また、スイッチトランジ
スタ１１ｃのオフ電圧（ＶＧＨ１）－オン電圧（ＶＧＬ１）は、スイッチトランジスタ１
１ｄのオフ電圧（ＶＧＨ２）－オン電圧（ＶＧＬ２）よりも１Ｖ以上４Ｖ以下の電位差あ
るように設定する。以上の事項は本発明の他の実施例においても同様である。
【００３２】
　本実施例は、トランジスタ１１を基本的にはＰチャンネルとして説明するがこれに限定
するものではない。例えば、駆動トランジスタ１１ａをＰチャンネルトランジスタとし、
他のスイッチトランジスタはＮチャンネルトランジスタとしてもよい。スイッチトランジ
スタ１１のオフリーク電流が低減し、良好なコントラストを実現できる。
【００３３】
　例えば、図１１２に図示するように、駆動トランジスタ１１ａをＮチャンネルトランジ
スタで形成してもよい。また、スイッチトランジスタ１１ｃ、スイッチトランジスタ１１
ｂをＮチャンネルトランジスタで形成してもよい。　また、図１などにおいて、スイッチ
トランジスタ１１ｂ、１１ｆ、１１ｃはトランジスタの複数のチャンネルが直列に接続さ
れた構成（マルチゲート構造：ディアルゲート、トリプルゲートなど）にすることが好ま
しい。特に、映像信号電圧Ｖｓｉｇを画素１６に印加するスイッチトランジスタ１１ｃ、
リセット電圧Ｖｒｓｔを印加するスイッチトランジスタ１１ｆ、駆動トランジスタ１１ａ
のゲート端子と他の端子間を短絡状態にするスイッチトランジスタ１１ｂはマルチゲート
構成にすることが好ましい。また、スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｆ、１１ｃは、Ｎ
チャンネルトランジスタで構成することによりオフリーク電流が低減し、好ましい。
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【００３４】
　ここでｄｕｔｙ駆動（黒挿入駆動）について説明を行っておく。
【００３５】
　図１などの本発明の実施例において、トランジスタ１１ｅ、トランジスタ１１ｄの少な
くとも一方をオン／オフ制御することにより、図１２（ｂ）に図示するようなｄｕｔｙ駆
動を実現できる。図１２において、１２１はプログラム画素行（映像信号を書き込んでい
る画素行）であり、１２３は非表示領域（トランジスタ１１ｅとトランジスタ１１ｄのう
ち、少なくとも一方をオフさせることにより、非表示（ＥＬ素子１５に電流が流れていな
い、又は流れても小さい状態）とした画素行又は画素行の群）である。１２２は表示領域
（トランジスタ１１ｅとトランジスタ１１ｄの両方をオンさせ、ＥＬ素子１５に電流が供
給されている画素行又は画素行の群である。非表示領域１２３及び表示領域１２２はフレ
ーム周期又は水平同期信号に同期して、表示画面３１の上下方向に走査される。
【００３６】
　図１３（ａ）の表示では、１つの表示領域１２２が画面の上から下方向に移動する。フ
レームレートが低いと、表示領域１２２が移動するのが視覚的に認識される。特に、まぶ
たを閉じた時、あるいは顔を上下に移動させた時などに認識されやすくなる。
【００３７】
　この課題に対しては、図１２（ｂ）（ｃ）に図示するように、表示領域１２２を複数に
分割するとよい。分割された表示領域１２２は等しく（等分に）する必要はない。例えば
、表示領域を４つの領域に分割し、分割された表示領域１２２ａが面積１で、分割された
表示領域１２２ｂが面積２で、分割された表示領域１２２ｃが面積１で、分割された表示
領域１２２ｄが面積４でもよい。
【００３８】
　数フレーム（フィールド）での表示領域１２２の面積が平均して目標の大きさになるよ
うに制御してもよいことは言うまでもない。例えば、表示画面３１に占める表示領域１２
２の面積を１／１０にするとした時、１フレーム（フィールド）目は表示領域１２２の面
積を１／１０とし、２フレーム（フィールド）目は表示領域１２２の面積を１／２０とし
、３フレーム（フィールド）目は表示領域１２２の面積を１／２０とし、４フレーム（フ
ィールド）目は表示領域１２２の面積を１／５とし、以上の４フレーム（フィールド）で
所定の表示面積（表示輝度）の１／１０を得る駆動方法が例示される。
【００３９】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂのそれぞれが、数フレーム（フィールド）でＬの期間の平均が等しく
なるように駆動してもよい。しかし、前記数フレーム（フィールド）は４フレーム（フィ
ールド）以下にすることが好ましい。表示画像によってはフリッカが発生する場合がある
からである。
【００４０】
　なお、本実施例での１フレームあるいは１フィールドとは、画素１６の画像書き換え周
期又は表示画面３１が上から下まで（下から上まで）走査される周期と同義あるは類似の
意味と考えてもよい。
【００４１】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂで、数フレーム（フィールド）でＬの期間の平均を異ならせ、適度な
ホワイトバランスがとれるように駆動してもよい。この駆動方法は、ＲＧＢの発光効率が
異なるときに特に有効である。また、ＲＧＢで分割数Ｋ（表示領域１２２を複数に分割す
る数）を異ならせても良い。特にＧでは視覚的にめだつため、Ｇでは分割数をＲＢに対し
て多くすることが有効である。
【００４２】
　なお、以上の実施例では理解を容易にするために表示領域１２２の面積を分割するとし
て説明している。しかし、面積を分割するとは、期間（時間）を分割することである。し
たがって、図１ではトランジスタ１１ｄのオン期間を分割することになるから、面積を分
割することは、期間（時間）を分割することと同義あるいは類似である。
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【００４３】
　以上のように、表示領域１２２を複数に分割することにより画面のちらつきは減少する
。したがって、フリッカの発生はなく、良好な画像表示を実現できる。なお、分割はもっ
と細かくしてもよい。しかし、分割するほど動画表示性能は低下する。また、画像表示の
フレームレートを低減することができ、低消費電力化を実現できる。例えば、非点灯領域
１２３を一括にした場合は、フレームレート４５Ｈｚ以下になるとフリッカが発生する。
しかし、非点灯領域１２３を６分割以上とした場合は、２０Ｈｚ以下までフリッカが発生
しない。
【００４４】
　図１３（ａ）は図１３のように表示領域１２２が連続している場合の明るさ調整方式で
ある。図１３（ａ１）の表示画面３１の表示輝度が最も明るい。図１３（ａ２）の表示画
面３１の表示輝度が次に明るく、図１３（ａ３）の表示画面３１の表示輝度が最も暗い。
図１３（ａ１）から図１３（ａ３）への変化（あるいはその逆）は、先にも記載したよう
にゲートドライバ回路１２のシフトレジスタ回路６１などの制御により、容易に実現でき
る。この際、図１のＶｄｄ電圧（アノード電圧など）は変化させる必要がない。また、ソ
ースドライバ回路１４が出力するプログラム電流あるいはプログラム電圧の大きさも変化
させる必要がない。つまり、電源電圧を変化させず、また、映像信号を変化させずに表示
画面３１の輝度変化を実施できる。
【００４５】
　また、図１３（ａ１）から図１３（ａ３）への変化の際、画面のガンマ特性は全く変化
しない。したがって、表示画面３１の輝度によらず、表示画像のコントラスト、階調特性
が維持される。これは本実施例の効果のある特徴である。
【００４６】
　従来の画面の輝度調整では、表示画面３１の輝度が低い時は、階調性能が低下する。つ
まり、高輝度表示の時は６４階調表示を実現できても、低輝度表示の時は、半分以下の階
調数しか表示できない。これに比較して、本実施例の駆動方法では、画面の表示輝度に依
存せず、最高の６４階調表示を実現できる。
【００４７】
　図１３（ｂ）は、図１２で説明したように表示領域１２２が分散している場合の明るさ
調整方式である。図１３（ｂ１）の表示画面３１の表示輝度が最も明るい。図１３（ｂ２
）の表示画面３１の表示輝度が次に明るく、図１３（ｂ３）の表示画面３１の表示輝度が
最も暗い。図１３（ｂ１）から図１３（ｂ３）への変化（あるいはその逆）は、先にも記
載したようにゲートドライバ回路１２のシフトレジスタ回路６１などの制御により、容易
に実現できる。図１３（ｂ）のように表示領域１２２を分散させれば、低フレームレート
でもフリッカが発生しない。
【００４８】
　さらに、低フレームレートでも、フリッカが発生しないようにするには、図１３（ｃ）
のように表示領域１２２を細かく分散させればよい。しかし、動画の表示性能は低下する
。したがって、動画を表示するには、図１３（ａ）の駆動方法が適している。静止画を表
示し、低消費電力化を要望する時は、図１３（ｃ）の駆動方法が適している。図１３（ａ
）から図１３（ｃ）の駆動方法の切り替えも、シフトレジスタ６１の制御により容易に実
現できる。
【００４９】
　図１３は非表示領域１２３が等間隔で構成されているが、これに限定するものではない
。表示画面３１の１／２の面積が連続して表示領域１２２とし、残りの面積５０が図１３
（ｃ１）のように等間隔に表示領域１２２と非表示領域１２３が繰り返すように駆動して
もよいことは言うまでもない。
【００５０】
　また、図８３に図示した回路構成を用いて、ＥＬ表示装置に入力される映像信号を加算
あるいは重み付け処理を行うことが好ましい。図８３の回路構成を用いることにより、表
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示画面に流れる電流を求め、又は予測し、前記求めた電流などにより画像画面に黒帯状の
非点灯領域を発生させ、この黒帯状の非点灯領域の大きさを変化させる。又は、黒帯状の
非点灯領域の幅は一定にし、映像信号の振幅を変化させることにより、表示画面に流れる
電流の大きさが一定以上にならないように制御する。また、この制御により、電源回路か
ら表示画面に流れる電流を一定以下となるようにすることができ、ＥＬ表示装置の発熱を
抑制できる。また、図９８、図９９に図示して説明を行っているように、電源回路（電源
ＩＣ）が出力する電圧を可変することにより、ＥＬ表示装置の発熱を抑制できる。また、
本発明の画素構成を用いることにより、さらに良好な画像表示を実現できることは言うま
でもない。
【００５１】
　点灯率制御駆動（ｄｕｔｙ駆動）、ピーク電流抑制駆動、最大表示階調数制御駆動（図
１２、図１３、図８４、図９８、図９９、図１３０など）により、高画質化、電流抑制を
実現できる。なお、各スイッチトランジスタ１の動作に対応させて各ゲート信号線１７の
オン／オフ電圧を印加する制御タイミングを制御する。ゲートドライバ回路１２の制御は
図３のように、ソースドライバＩＣ１４からの信号をレベルシフト回路３２でレベルシフ
トさせて印加することにより実現する。
【００５２】
　本明細書において、点灯率に応じてｄｕｔｙ比などを変化させるとして説明する。しか
し、点灯率とは、一定の意味ではない。例えば、低点灯率とは、画面３１に流れる電流が
小さいことを意味しているが、画像を構成する低階調表示の画素が多いことも意味する。
つまり、画面３１を構成する映像は、暗い画素（低階調の画素）が多い。
【００５３】
　したがって、低点灯率とは、画面を構成する映像データのヒストグラム処理をした時、
低階調の映像データが多い状態と言い換えることができる。高点灯率とは、画面３１に流
れる電流が大きいことを意味しているが、画像を構成する高階調表示の画素が多いことも
意味する。つまり、画面３１を構成する映像は、明るい画素（高階調の画素）が多い。高
点灯率とは、画面を構成する映像データのヒストグラム処理をした時、高階調の映像デー
タが多い状態と言い換えることができる。つまり、点灯率に対応して制御するとは、画素
の階調分布状態あるいはヒストグラム分布に対応して制御することと同義あるいは類似の
状態を意味することがある。
【００５４】
　以上のことから、点灯率にもとづいて制御するとは、場合に応じて画像の階調分布状態
（低点灯率＝低階調表示の画素が多い。高点灯率＝高階調表示の画素が多い。）にもとづ
いて制御すると言い換えることができる。
【００５５】
　また、通常表示状態では、ｄｕｔｙ比１／１で駆動し、所定の高点灯率以上で段階的に
あるいはスムーズにｄｕｔｙ比を低下させるとは、低階調あるいは高階調の画素数が一定
の範囲以内の時に、ｄｕｔｙ比１／１で駆動し、高階調の画素数が一定の以上数となった
時に、段階的にあるいはスムーズにｄｕｔｙ比を低下させることと同一あるいは類似の動
作もしくは制御である。
【００５６】
　ｄｕｔｙ比制御は、点灯率が１／１０以上１／１の範囲で実施する。ｄｕｔｙ比１／１
で、白ラスター表示であれば、点灯率１００％である（最大の白ラスター表示時）。黒ラ
スターであれば、点灯率０％である（完全黒ラスター表示時）。
【００５７】
　点灯率とは、パネルのアノード又はカソードに流れる最大電流に対する割合でもある（
但し、ｄｕｔｙ比は１／１とする）。例えば、カソードに流れる最大電流を１００ｍＡと
すれば、ｄｕｔｙ比１／１において、３０ｍＡの電流が流れていれば点灯率は３０／１０
０＝３０％（０．３）である。
【００５８】
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　カソードに流れる最大電流を１００ｍＡとし、この時、映像データの総和の最大値とす
れば、点灯率５０％とは、カソード（アノード）に流れる電流は、最大電流の５０％であ
る。また、点灯率２０％とは、カソードに流れる電流は、最大電流の２０％である。今後
は、主として点灯率の用語を用いる。　点灯率は、パネルのアノード又はカソードに流れ
る最大電流に対する割合であるとしたが、パネルの全ＥＬ素子に流れる最大電流の割合と
も言い換えることができることは言うまでもない。
【００５９】
　本明細書では、点灯率と断り無く記載する時は、ｄｕｔｙ比１／１としている。もし、
ｄｕｔｙ比１／３で、２０ｍＡの電流が流れていれば、点灯率は（２０ｍＡ・３）／１０
０ｍＡ＝６０％（０．６）である。つまり、点灯率が１００％でも、ｄｕｔｙ比が１／２
であれば、アノード（カソード）端子に流れる電流は最大の電流値の１／２である。点灯
率５０％、アノード電流が２０ｍＡ、ｄｕｔｙ比１／１であれば、ｄｕｔｙ比１／２にな
れば、アノード電流は１０ｍＡとなる。アノード電流が１００ｍＡ、点灯率４０％、ｄｕ
ｔｙ比１／１であれば、アノード電流が２００ｍＡに変化したとすると、点灯率は８０％
に変化したことを意味する。
【００６０】
　以上のように、点灯率は、１画面を構成する映像データの大きさに対する割合、ＥＬ表
示パネルの消費電流（電力）あるいはその割合を示している。
【００６１】
　一例として点灯率（点灯率）は、映像データの和から求める（図８３）。つまり、映像
データから算出する。入力映像信号がＹ、Ｕ、Ｖの場合は、Ｙ（輝度）信号から求めても
良い。しかし、ＥＬ表示パネルの場合は、Ｒ、Ｇ、Ｂで発光効率が異なるため、Ｙ信号か
ら求めた値が消費電力にならない。したがって、Ｙ、Ｕ、Ｖ信号の場合も、一度Ｒ、Ｇ、
Ｂ信号に変換し、Ｒ、Ｇ、Ｂに応じて電流に換算する係数をかけて、消費電流（消費電力
）を求めることが好ましい。しかし、簡易的にＹ信号から消費電流を求めることは回路処
理が容易になることも考慮してもよい（図８２、図８３などを参照のこと）。なお、点灯
率は、カソード（アノード）に流れる電流を測定し、測定した電流から求めても良い。
【００６２】
　点灯率は、パネルに流れる電流で換算する。なぜなら、ＥＬ表示パネルでは青（Ｂ）の
発光効率が悪いため、Ｂが多い、海の表示などが表示されると、消費電力が一気に増加す
るからである。また、データ和とは単純な映像データの加算値ではなく、映像データを消
費電流に換算したものとしている。したがって、点灯率も最大電流に対する各画像の使用
電流から求められたものである。また、データ和は加算して求めることだけを意味するも
のではない。入力される映像データをＲＧＢで重み付けし、加算する方式が例示される。
また、画像の特徴を示すデータ抽出して、抽出したデータを処理して求めても良い。また
、入力された映像データをヒストグラム処理を行い、ヒストグラム処理の特定範囲（たと
えば、平均値を中心として１σの範囲）のデータを抽出してデータ和を求めても良い。つ
まり、データ和は処理を行ったデータの集合あるいは処理を行った結果である。
【００６３】
　また、入力される映像データは、ＥＬ表示装置に入力される映像データを意味するが、
ＥＬ表示装置の画素に入力される映像データを意味することもある。つまり、ソースドラ
イバＩＣ１４から出力された映像データである。
【００６４】
　点灯率にあわせてＥＬ表示装置で表示する階調数を変化させることが好ましい。例えば
、点灯率が５０％以上では、フル階調の１／２の範囲（１０２４階調の場合は、５１２階
調）で、画像を表示し、５０％以下では、フル階調の範囲で画像を表示する。この実施例
は、図９８、図９９、図１３０などを用いて説明を行っている。
【００６５】
　なお、点灯率とは、ｄｕｔｙ駆動などピーク電流を抑制しないノーマルの駆動方式にお
いて、最大階調での白ラスター表示を１００％とした割合である。したがって、黒ラスタ
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ー表示では点灯率は０％である。
【００６６】
　図８３は本実施例の駆動回路のブロック図である。以下、本実施例の駆動回路について
説明をする。図８３では、外部からＹ／ＵＶ映像信号と、コンポジット（ＣＯＭＰ）映像
信号が入力できるように構成されている。どちらに映像信号を入力するかは、スイッチ回
路８３１により選択される。
【００６７】
　スイッチ回路８３１で選択された映像信号は、デコーダ及びＡ／Ｄ回路によりデコード
及びＡＤ変換され、デジタルのＲＧＢ画像データに変換される。ＲＧＢ画像データは各８
ビットである。また、ＲＧＢ画像データはガンマ回路８３４でガンマ処理される。同時に
輝度（Ｙ）信号が求められる。ガンマ処理により、ＲＧＢ画像データは各１０ビットの画
像データに変換される。
【００６８】
　ガンマ処理後、画像データはＦＲＣ処理又は誤差拡散処理が処理回路８３５で行われる
。ＦＲＣ処理又は誤差拡散処理によりＲＧＢ画像データは６ビットに変換される。この画
像データはＡＩ処理回路８３６でＡＩ処理（最適化画像表示処理）データ、ｄｕｔｙ駆動
のための点灯率演算、最大表示階調数演算などが実施される。また、動画検出回路８３７
で動画検出が行われる。動画検出処理の結果に基づいて、図１３などで説明した、表示領
域１２２、非表示領域１２３の分割駆動が実施される。また、カラーマネージメント回路
８３８でカラーマネージメント処理が行われる。
【００６９】
　ＡＩ処理回路８３６、動画検出回路８３７、カラーマネージメント回路８３８の処理結
果は演算回路８３９に送られ、演算処理回路８３９でｄｕｔｙ比制御、基準電流制御デー
タに変換され、変換された結果が、ソースドライバ回路１４及びゲートドライバ回路１２
に制御データとして送出される。
【００７０】
　ｄｕｔｙ比制御データはゲートドライバ回路１２ｂに送られ、ｄｕｔｙ比制御が実施さ
れる。使用階調制御データはソースドライバＩＣ１４に送られ、使用階調数制御が実施さ
れる。一方、基準電流制御データはソースドライバ回路１４に送られ、基準電流制御が実
施される。ガンマ補正され、フレームレートコントロール（ＦＲＣ）又は誤差拡散処理さ
れた画像データもソースドライバ回路１４に送られる。
【００７１】
　ＥＬ表示パネルは、黒表示は、ＥＬ素子１５に流れる電流が０の状態である。したがっ
て、本実施例のｄｕｔｙ比駆動のように画面３１に非表示領域１２３を発生させても、黒
表示の輝度は０である。非表示領域１２３の面積を大きくすると白表示輝度は低下する。
しかし、黒表示の輝度が０であるから、コントラストは無限大である。したがって、ｄｕ
ｔｙ比駆動は、ＥＬ表示パネルに最適な駆動方法である。以上のことは、基準電流制御に
おいても同様である。基準電流の大きさを変化させても、黒表示の輝度は０である。基準
電流を大きくすると白表示輝度は増加する。したがって、基準電流制御においても良好な
画像表示を実現できる。
【００７２】
　ｄｕｔｙ比制御は、全階調範囲で階調数が保持される。また、全階調範囲でホワイトバ
ランスが維持される。また、ｄｕｔｙ比制御により画面３１の輝度変化は１０倍近く変化
させることができる。
【００７３】
　表示画面の輝度はｄｕｔｙ比あるいはｄｕｔｙ比の逆数と線形の関係になるから、表示
画面の明るさ制御も容易である。
【００７４】
　基準電流制御は、画面輝度３１を高くするときに、基準電流量を大きくするものである
。したがって、画面３１が高いときにしか、ＥＬ素子１５に流れる電流は大きくならない



(16) JP 2009-276744 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

。そのため、ＥＬ素子１５が劣化しにくい。
【００７５】
　本実施例では、基準電流制御とｄｕｔｙ比制御の両方を用いる。画面３１が白ラスター
表示に近い時には、基準電流は一定値に固定し、ｄｕｔｙ比のみを制御して表示輝度など
を変化させる。画面３１に黒ラスター表示に近い時は、ｄｕｔｙ比は一定値に固定し、基
準電流のみを制御させて表示輝度などを変化させる。
【００７６】
　なお、ｄｕｔｙ比の最大はｄｕｔｙ比１／１とし、最小はｄｕｔｙ比１／１６以内にす
ることが好ましい。さらに好ましくは、ｄｕｔｙ比１／１０以内にするとよい。フリッカ
の発生を抑制できるからである。基準電流の変化範囲は、４倍以内にすることが好ましい
。さらに好ましくは２．５倍以内にする。
【００７７】
　なお、データ和は消費電流で算定するか、輝度で算定するかはどちらでもよい。ここで
は説明を容易にするため、輝度（画像データ）の加算であるとして説明をする。一般的に
輝度（画像データ）の加算の方式が処理は容易であり、コントローラＩＣのハード規模も
小さくできる。また、ｄｕｔｙ比制御によるフリッカの発生もなく、ダイナミックレンジ
を広く取れることから好ましい。
【００７８】
　以上の事項は、図７８、図７９、図８４、図９８、図９９、図１０１、図１１１、図１
１２、図１３０などの実施例にも適用できることは言うまでもない。また、前記実施例と
組み合わせて実施できることも言うまでもない。
【００７９】
　図１において、画素１６は、２つのコンデンサ１９ａ、１９ｂと５つのスイッチトラン
ジスタ（１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ、１１ｅ、１１ｆ）と１つの駆動トランジスタ１１ａで
構成される。トランジスタ１１ｂは、トランジスタ１１ａをダイオード接続（Diode-conn
ected）させて、しきい値（閾値）電圧を補償するためのしきい値電圧補償用のスイッチ
トランジスタである。トランジスタ１１ｆは、保持用コンデンサ１９ａを初期化させるた
めに、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加するための初期化用のスイッチトランジスタである。
トランジスタ１１ｄは、ＥＬ素子１５の発光を制御するためのトランジスタである。
【００８０】
　スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｆはオフリークと小さくする必要があるため、ディ
アルゲート以上の複数ゲート構成（マルチゲート構造）にする。但し、スイッチトランジ
スタ１１ｂ、１１ｆのオフ特性が十分である場合は、シングルゲート構成であってもよい
。また、スイッチトランジスタ１１ｃもマルチゲート構造を採用することが好ましい。
【００８１】
　コンデンサ１９ａは、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子の電位を保持する保持用の
コンデンサ（以後、保持用コンデンサ１９ａと呼ぶ）である。基本的には、駆動トランジ
スタ１１ａの特性バラツキをオフセットキャンセルした電圧が保持される。
【００８２】
　スイッチトランジスタ１１ｃのゲート端子は、ゲート信号線１７ａに接続される。スイ
ッチトランジスタ１１ｃのソース端子は、ソース信号線１８に接続される。スイッチトラ
ンジスタ１１ｃは、ゲートドライバ回路１２ａからの選択信号によりオン／オフ制御され
る。
【００８３】
　駆動トランジスタ１１ａのソース端子は、スイッチトランジスタ１１ｃのドレイン端子
と接続される。しきい値電圧補償用のスイッチトランジスタ１１ｂのソース端子又はドレ
イン端子と、保持用コンデンサ１９ａの第１の端子が接続される。駆動トランジスタしき
い値電圧補償用のスイッチトランジスタ１１ｂがオン（クローズ）することにより、駆動
トランジスタ１１ａのゲート端子には、オフセットキャンセル電圧が保持される。
【００８４】
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　しきい値電圧補償用のスイッチトランジスタ１１ｂは、前記駆動トランジスタ１１ａの
ゲート端子とドレイン端子との間に接続され、ゲート信号線１７ｃに印加されるスキャン
信号に応答して駆動トランジスタ１１ａのゲート端子とドレイン端子間を短絡し、駆動ト
ランジスタ１１ａをダイオード接続状態にする。したがって、前記スキャン信号によって
駆動トランジスタ１１ａは、ダイオードのような状態になり、駆動トランジスタ１１ａの
ゲート端子に電圧Ｖｓｉｇ－Ｖｔｈ［Ｖ］が印加され、この電圧が、前記駆動トランジス
タ１１ａのゲート電圧となる。
【００８５】
　なお、電圧Ｖｓｉｇは、ソースドライバＩＣ１４がソース信号線１８に出力した映像信
号である。また、Ｖｔｈでは、駆動トランジスタ１１ａにしきい値電圧である。また、Ｖ
ｔｈは駆動トランジスタ１１ａのオフセットキャンセル電圧である。Ｖｔｈは、駆動トラ
ンジスタ１１ａの特性によって、個々にバラツキがある。
【００８６】
　初期化用のスイッチトランジスタ１１ｆは、リセット電圧ラインＶｒｓｔと保持用コン
デンサ１９ａの第１の端子との間に接続され、ゲート信号線１７ｄのスキャン信号に応答
して、リセット電圧Ｖｒｓｔが、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子および保持用コン
デンサ１１ａに印加される。したがって、保持用コンデンサ１９ａに充填された電荷は放
電さえる。また、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に所定電圧（初期化電圧Ｖｒｓｔ
）が印加される。
【００８７】
　なお、図１などの本実施例の画素構成では、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に直
流的にＶｒｓｔ電圧、Ｖｓｉｇ電圧を印加するように図示している。しかし、本実施例は
これに限定するものではなく、交流的にＶｒｓｔ電圧、Ｖｓｉｇ電圧を印加してもよい。
具体的には、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子にコンデンサを配置し、直流成分を遮
断して、Ｖｒｓｔ電圧、Ｖｓｉｇ電圧を、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加す
る構成を採用してもよい。
【００８８】
　また、図１などの本発明の実施例において、オフセットキャンセルコンデンサ１１ｂの
一方の端子をアノード電圧Ｖｄｄに接続するとしたが、これに限定するものではなく、所
定の一定電圧に保持されるように構成すればよいことは言うまでもない。一定電圧とは、
ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧などが例示される。したがって、スイッチトランジスタ１１ｅの
一方の端子をＶｄｄ電圧に接続（図１の接続と同一）し、オフセットキャンセルコンデン
サ１１ｂの一方の端子をＶＧＨ電圧などに接続してもよい（Ｖｄｄ電圧からＶＧＨ電圧に
変更）。
【００８９】
　スイッチトランジスタ１１ｅは、アノード電圧Ｖｄｄ配線またはＶｄｄ電極と駆動トラ
ンジスタ１１ａのソース端子との間に接続される。スイッチトランジスタは、スイッチト
ランジスタのゲート端子に接続されたゲート信号線１７ｂに印加されたオンオフ電圧によ
り制御される。スイッチトランジスタ１１ｅは、ＥＬ素子１５を発光させる時は、オンと
なり、アノード電圧Ｖｄｄを前記駆動トランジスタ１１ａのソース端子に印加する。
【００９０】
　スイッチトランジスタ１１ｄは、駆動トランジスタ１１ａのドレイン端子とＥＬ素子１
５のアノード端子間に接続（配置）され、スイッチトランジスタ１１ｄのゲート端子に接
続されたゲート信号線１７ｂに印加されたオンオフ信号（発光制御信号）により制御され
る。スイッチトランジスタ１１ｄは、発光制御信号に応答して前記駆動トランジスタ１１
ａで生成される前記駆動電流を前記ＥＬ素子１５に伝達する。つまり、スイッチトランジ
スタ１１ｄは、ＥＬ素子１５に流れる電流経路の電流をオンオフ制御する。
【００９１】
　保持用コンデンサ１９ａは、アノード電圧Ｖｄｄ配線（電極）と駆動トランジスタ１１
ａのゲート端子との間に接続され、アノード電圧Ｖｄｄと前記駆動トランジスタ１１ａの
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ゲート端子に印加される電圧Ｖｓｉｇ－Ｖｔｈ［Ｖ］に該当する電荷を１フレームの間は
保持する。
【００９２】
　なお、ゲート信号線１７に印加される電圧は、オフ電圧（ＶＧＨ）とオン電圧（ＶＧＬ
）であり、ＶＧＨ電圧の印加により、スイッチトランジスタ１１（１１ｂ、１１ｃ、１１
ｄ、１１ｅ、１１ｆ）がオフし、ＶＧＬ電圧の印加により、スイッチトランジスタ１１（
１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ、１１ｅ、１１ｆ）がオンする。但し、スイッチトランジスタが
、Ｐチャンネルトランジスタの場合である。
【００９３】
　図３に図示するように、ＶＧＬ電圧は、ゲートドライバ回路１２ａでは、ＶＧＬ１とし
、ゲートドライバ回路１２ｂでは、ＶＧＬ２としている。つまり、ゲートドライバ回路１
２ａと１２ｂでは、オン電圧を異ならせている。
【００９４】
　したがって、ゲート信号線１７ａ、ゲート信号線１７ｃに印加されるオン電圧はＶＧＬ
１であり、ゲート信号線１７ｂ、ゲート信号線１７ｄに印加されるオン電圧はＶＧＬ２で
ある。また、｜ＶＧＬ１｜＞｜ＶＧＬ２｜なる関係となるように設定されている。なお、
ゲート信号線１７ａに印加されるＶＧＨとゲート信号線１７ｄに印加されるＶＧＨとは一
致させてもよい。つまり、ゲートドライバ回路１２ａのオフ電圧ＶＧＨ１とゲートドライ
バ回路１２ｂのＶＧＨ２は同一にしてもよい。
【００９５】
　なお、本発明の実施例において、駆動トランジスタ１１ａはＰチャンネルトランジスタ
たがこれに限定するものでなく、Ｎチャンネルトランジスタであってもよい。この場合は
、オン電圧がＶＧＨとなり、オフ電圧がＶＧＬとなる。
【００９６】
　また、駆動トランジスタ１１ａのソース端子はアノード電圧Ｖｄｄと接続されていると
して説明するが、これに限定するものではない。例えば、カソード電圧Ｖｓｓあるいはグ
ランド電圧ＧＮＤに接続されていてもよい。また、コンデンサ１８は、トランジスタ１１
のゲート絶縁膜容量によるコンデンサで代用してもよい。
【００９７】
　ゲートドライバ回路１２ａには、ゲート信号線１７ａを選択するスタートパルスＳＴ１
、ゲート信号線１７ｃを選択するスタートパルスＳＴ２、スタートパルスを順次シフトす
るクロック信号（ＣＬＫ）が印加される。ＵＤは、ゲートドライバ回路１２ａ内のスター
トパルスの上下シフトレジスタ方向を切り替える信号である。
【００９８】
　ゲートドライバ回路１２ｂには、ゲート信号線１７ｂを選択するスタートパルスＳＴ３
、ゲート信号線１７ｄを選択するスタートパルスＳＴ４、スタートパルスを順次シフトす
るクロック信号（ＣＬＫ）が印加される。
【００９９】
　なお、必要に応じて、ゲートドライバ回路１２には、イネーブル制御端子を付加するこ
とが好ましい。ゲートドライバ回路１２内には、シフトレジスタ回路が形成されており、
スタートパルスをクロック信号（ＣＬＫ）に同期して順次シフトさせ、選択するゲート信
号線１７位置を変化させる。
【０１００】
　図２は、ゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄに印加される駆動電圧、ソース
信号線１８の映像信号電圧、ＥＬ素子１５の発光状態を示す。
【０１０１】
　また、図２は、各動作でのスイッチトランジスタの動作状態（オン／オフ状態）、電流
あるいは電圧の印加状態を示す。
【０１０２】
　なお、図２では、説明を容易にするため、オフ電圧をＶＧＨとし、オン電圧をＶＧＬと
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する。また、ソース信号線１８に印加される電圧Ｖｓｉｇの範囲は、グランド電圧（ＧＮ
Ｄ）＝０Ｖとし、アノード電圧Ｖｄｄ以下としている。具体的には、映像信号電圧Ｖｓｉ
ｇは、０．２Ｖ～５．０Ｖの範囲である。
【０１０３】
　なお、１Ｈとは１水平走査期間である。また、図２は模式的なものであり、１Ｈを数Ｈ
と置き換えてもよく、１Ｈは１Ｈより短い期間と置き換えてもよい。
【０１０４】
　図１１１は図１の画素の動作を説明するための説明図である。図１１１において、説明
を容易にするため各スイッチトランジスタはスイッチとして図示している。
【０１０５】
　ＶＧＨ電圧は、アノードＶｄｄ電圧よりも０．５Ｖ以上３．０Ｖ以下の高い電圧に設定
される。例えば、アノード電圧Ｖｄｄが５Ｖであれば、ＶＧＨ電圧は、５．５Ｖ以上８Ｖ
以下の電圧値に設定される。
【０１０６】
　画素１６には、１ｔからａｔの期間に、ゲート信号線１７ｄにオン電圧が印加される。
図１１１（ａ）が対応する。オン電圧（ＶＧＬ）の印加により、トランジスタ１１ｆがオ
ンし、リセット電圧Ｖｒｓｔが駆動トランジスタ１１ａのゲート端子にリセット電圧Ｖｒ
ｓｔが印加される（ａ点）。
【０１０７】
　リセット電圧Ｖｒｓｔの印加により、駆動トランジスタ１１ａは、リセット状態になる
。リセット状態とは、駆動トランジスタ１１ａを初期化された状態、駆動トランジスタ１
１ａのゲート端子に所定電圧（初期化電圧）が印加された状態、駆動トランジスタ１１ａ
が所定状態にされた状態などである。
【０１０８】
　なお、リセット電圧Ｖｒｓｔは、ＧＮＤ電圧以下－５（Ｖ）以上の電圧に設定すべきで
ある。例えば、リセット電圧Ｖｒｓｔは、－２．５Ｖに設定する。リセット電圧Ｖｒｓｔ
は、ＶＧＬ１電圧以上で、ＧＮＤ電圧以下の値に設定することが好ましい。さらに好まし
くは、映像信号電圧Ｖｓｉｇの最低電圧－１．０Ｖ以下、スイッチトランジスタ１１ｃの
オン電圧（ＶＧＬ）＋１．０以上の値に設定することが好ましい。
【０１０９】
　また、リセット電圧Ｖｒｓｔは、映像信号電圧Ｖｓｉｇに対応して変化させてもよい。
例えば、映像信号の階調番号に対応させてリセット電圧Ｖｒｓｔを変化させる。また、リ
セット電圧Ｖｒｓｔは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の映像信号電圧で変化させてもよ
い。ＲＧＢで映像信号の振幅が異なるからである。この場合は、階調番号に対応せず、各
ＲＧＢで固定のリセット電圧Ｖｒｓｔを設定してもよい。また、リセット電圧Ｖｒｓｔは
、表示画面で消費される電流に対応させて変化させてもよい。表示する画像の輝度に対応
させて、リセット電圧Ｖｒｓｔを変化させてもよい。
【０１１０】
　ゲート信号線１７ｃは、リセット電圧Ｖｒｓｔの印加後（ａｔ）、オン電圧が印加され
る。オン電圧（ＶＧＬ）を印加する期間は、１Ｈ以上としているが、これに限定するもの
ではなく、１Ｈ以下の期間であってもよい。少なくともゲート信号線１７ｃにオン電圧（
ＶＧＬ）を印加する期間は、ゲート信号線１７ａにオン電圧（ＶＧＬ）を印加する期間よ
りも長くする。または、オーバーラップさせる。なお、リセット電圧Ｖｒｓｔの印加時間
は、２μｓｅｃ以上の時間を確保することが好ましい。
【０１１１】
　ゲート信号線１７ａオン電圧（ＶＧＬ）を印加することにより、スイッチトランジスタ
１１ｃがオンし、ソース信号線１８に印加したＶｓｉｇがオフセットキャンセル用コンデ
ンサ１９ａ印加される。ａ点に印加されて映像信号Ｖｓｉｇは、スイッチトランジスタ１
１ｂがオンしている期間保持される。
【０１１２】
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　なお、図２に図示するゲート信号線１７ａの斜線部は、オン電圧（ＶＧＬ）を印加して
もオフ電圧（ＶＧＨ）を印加してもよい。
【０１１３】
　スイッチトランジスタ１１ｃがオンすることにより、映像信号電圧Ｖｓｉｇがオフセッ
トキャンセルコンデンサ１１ｂに印加され、オフセットキャンセルコンデンサ１１ｂに映
像信号電圧Ｖｓｉｇが充電される。
【０１１４】
　ゲート信号線１７ａにオン電圧（ＶＧＬ）が印加されることにより、映像信号電圧Ｖｓ
ｉｇを画素に印加するスイッチトランジスタ１１ｃがオンする（図２の１ｔ～２ｔあるい
は、ａｔ～２ｔ）。この状態を図１１１（ｂ）に図示する。図１１１（ｂ）では、スイッ
チトランジスタ１１ｄ、１１ｅ、１１ｆはオフ状態（オープン状態）である。また、スイ
ッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂはオン状態（クローズ状態）である。
【０１１５】
　スイッチトランジスタ１１ｂがオンすることにより、ソース信号線１８から、駆動トラ
ンジスタ１１ａ及びトランジスタ１１ｂのチャンネル間に電流経路が発生し、オフセット
キャンセル電流Ｉｃ１が流れる。
【０１１６】
　電流Ｉｃ１は最初、比較的大きな電流が流れ、オフセットキャンセル動作が終局に近づ
くにしたがって、小さくなる。基本的には、オフセットキャンセルが完了するとＩｃ１＝
０となる。オフセットキャンセルが動作により、キャンセル電圧がコンデンサ１１ａに保
持される。
【０１１７】
　映像信号電圧Ｖｓｉｇの印加により、駆動トランジスタ１１ａは、映像信号電圧Ｖｓｉ
ｇが印加された状態で、駆動トランジスタ１１ａのチャンネルに電流が流れないように、
ゲート端子であるｂ点の電位を変化させる（オフセットキャンセル動作）。変化後の電圧
が、保持用コンデンサ１９ａに保持される。この動作により、駆動トランジスタ１１ａは
、オフセットキャンセル状態に近い状態までオフセットキャンセルされる。オフセットキ
ャンセル用コンデンサ１９ｂには、映像信号電圧Ｖｓｉｇが充電される。
【０１１８】
　図２の１ｔ～２ｔ期間で完全なオフセットキャンセルが実施できることが理想である。
しかし、高精細の表示パネルでは、１画素行を選択する時間が短く、十分なオフセットキ
ャンセル動作を実現できない。オフセットキャンセルが十分でないと、駆動トランジスタ
１１ａの特性バラツキが残り、階調表示により画面３１に輝度ムラが発生する。
【０１１９】
　本実施例はこの課題を解決することを１つの目的としている。
【０１２０】
　図２の２ｔ～３ｔは、オフセットキャンセル動作の継続期間である。図２では、２ｔ～
３ｔの期間が対応する。また、図１１１（ｃ）が対応する。
【０１２１】
　図１１１（ｃ）では、スイッチトランジスタ１１ｅ、１１ｄ、１１ｆ、１１ｃがオフ状
態（オープン状態）であり、スイッチトランジスタ１１ｂがオン状態（クローズ状態）で
ある。この場合は、オフセットキャンセル電流Ｉｃ２が流れる。オフセットキャンセル電
流Ｉｃ２は、オフセットキャンセルの終局状態での電流であるから非常に小さい。したが
って、オフセットキャンセルコンデンサ１９ｂの容量は小さくても良い。
【０１２２】
　なお、図２の実施例では、オフセットキャンセル動作を継続する期間を２ｔ～３ｔ期間
としているが、本実施例はこれに限定するものではない。オフセットキャンセルを継続す
る期間は、それぞれのパネルに対応させて可変あるいは設定する。本実施例は、オフセッ
トキャンセル期間を少なくとも１Ｈ（１画素行選択期間）以上の期間を行うものである。
オフセットキャンセル期間は、２０μ秒以上設定することが好ましい。
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【０１２３】
　図２において、１ｔ～２ｔの期間に映像信号電圧Ｖｓｉｇが画素１６に保持される。そ
れ以降の期間は、スイッチトランジスタ１１ｃがオフ状態であるため、ソース信号線１８
に印加された映像信号電圧Ｖｓｉｇが変化しても、該当画素１６に映像信号電圧Ｖｓｉｇ
が書き込まれることはない。
【０１２４】
　以上のオフセットキャンセルの動作後、ゲート信号線１７ｂにオン電圧が印加され、ス
イッチトランジスタ１１ｅがオンし、アノードＶｄｄ電圧が駆動トランジスタ１１ａのソ
ース端子に供給される（図１１１（ｄ）の状態）。また、スイッチトランジスタ１１ｄが
オンし、駆動トランジスタ１１ａからＥＬ素子１５の駆動用電流がＥＬ素子１５に供給さ
れる。ＥＬ素子１５は、印加された電流により発光する。
【０１２５】
　図２では、期間３ｔ～４ｔの期間にゲート信号線１７ｂにオン電圧（ＶＧＬ）を印加し
て、スイッチトランジスタ１１ｂをオンさせてＥＬ素子１５に発光電流を供給する。また
、期間４ｔ～５ｔでは、ゲート信号線１７ｂにオフ電圧（ＶＧＨ）を印加し、スイッチト
ランジスタ１１ｄをオフし、ＥＬ素子１５を非発光状態にする。このようにゲート信号線
１７ｂにオン／オフ電圧を印加し、流れる電流を制御することにより、図７８、図７９、
図８４の駆動方法を実現する。
【０１２６】
　以上のようにゲート信号線１７ｂには、オン電圧又はオフ電圧が印加され、オン／オフ
電圧に同期してＥＬ素子１５に電流が供給される。このオン／オフ電圧の印加状態に同期
してＥＬ素子は発光又は消灯する。
【０１２７】
　ＥＬ素子１５が発光又は消灯している動作時（電圧プログラム時以外の期間、３ｔ～の
期間）では、トランジスタ１１ｂはオープン状態である。この時、トランジスタ１１ａの
ソース端子は、ＥＬ素子１５が発光しているときは、アノード電圧Ｖｄｄ（トランジスタ
１１ｅのチャンネル電圧降下は無視する）が印加されている。ＥＬ素子１５が消灯時は、
トランジスタ１１ｅ及びトランジスタ１１ｄをオープン状態にされる。このＥＬ素子１５
が消灯時は、駆動トランジスタ１１ａのソース端子は、オフセットキャンセル用コンデン
サ１９ａにより、アノード電位Ｖｄｄに保持されている。したがって、トランジスタ１１
ａの電位安定度がよい。もちろん、ＥＬ素子１５の点灯及び消灯は、トランジスタ１１ｄ
をｄｕｔｙ制御（トランジスタ１１ｄなどをオン／オフさせて、表示画面３１に帯状の非
表示領域を発生し、非表示領域を表示画面３１の上下方向に、フレーム周期あるいはフィ
ールド周期に同期して画像表示させる）してもよい。
【０１２８】
　図８９は、図１１１（ｂ）（ｃ）の状態を更に詳しく記載したものである。図１１１（
ｂ）は、図８９（ａ）が対応し、図１１１（ｃ）は、図８９（ｂ）が対応する。
【０１２９】
　図８９（ａ）では出力アンプ８９１から出力された映像信号電圧Ｖｓｉｇがスイッチト
ランジスタ１１ｃを介してオフセットキャンセルコンデンサ１９ｂに一方の端子に印加さ
れ、同時に、駆動トランジスタ１１ａのチャンネルにオフセットキャンセル電流Ｉｃ１が
流れる。
【０１３０】
　画素１６の選択期間の経過後、図８９（ｂ）の状態となり、スイッチトランジスタ１１
ｃがオープン状態となる。図８９（ｂ）の状態では、オフセットキャンセルコンデンサ１
９ｂに保持された映像信号電圧Ｖｓｉｇが電流の供給元となり、継続してオフセットキャ
ンセル電流Ｉｃ２が流れる。図８９（ｂ）でオフセットキャンセル電流Ｉｃ２がほぼ０と
なり、オフセットキャンセル動作が完了する。したがって、理想的なオフセットキャンセ
ル動作を実現できる。
【０１３１】
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　出力アンプ８９１の駆動能力（電流出力能力）は、複数の段階で変更できるように構成
する。出力アンプ８９１はソースドライバＩＣ１４の出力段に形成される。出力アンプ８
９１の駆動能力は、コマンドで変更できるように構成される。
【０１３２】
　図８８は、駆動トランジスタ１１ａのチャンネルに流れる電流（チャンネル電流Ｉｃと
呼ぶ）を図示したものである。図８８では、理想的にオフセットキャンセルされた状態で
の駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧をＶｃとしている。不十分なオフセットキャ
ンセル電圧はＶｂとし、オフセットキャンセル動作の開始電圧は、リセット電圧Ｖｒｓｔ
としている。図８８に図示するように、ａｔ～２ｔの期間において、最初は大きなキャン
セル電流Ｉｃ１（開始電流はＩａとしている）が流れ、キャンセル電流Ｉｃ１は急激に現
状する。２ｔでは、キャンセル電流Ｉｃ１＝Ｉｂとしている。このＩｂの時はまだ、電流
が流れる状態あるから、オフセットキャンセルは不十分な状態である。
【０１３３】
　その後（２ｔ～３ｔ：図８９（ｂ））も、オフセットキャンセル状態は継続し、オフセ
ットキャンセル電流Ｉｃ２は減少し、ｔ３でオフセットキャンセル電流Ｉｃ２は０状態と
なる。
【０１３４】
　ここで、保持用コンデンサ１９ａの容量をＣｓ（ｐＦ）とし、オフセットキャンセルコ
ンデンサ１９ｂの容量をＣｏ（ｐＦ）とすると、図８５の関係がある。
【０１３５】
　図８５において、横軸は、オフセットキャンセルコンデンサ１９ｂの容量Ｃｏ（ｐＦ）
と保持用コンデンサ１９ａの容量Ｃｓ（ｐＦ）との比率（Ｃｏ／Ｃｓ）を示している。縦
軸は、理想的なオフセットキャンセル状態からのずれを示している。ずれとは、理想的な
駆動トランジスタ１９ａのゲート端子電圧に対する電圧差を比率で示したものである。例
えば、完全にオフセットキャンセル状態に到達した駆動トランジスタ１１ａのゲート端子
電圧を１．０Ｖとしたとき、誤差（乖離量）１０％とは、１．０（Ｖ）・（１－０．１）
＝０．９（Ｖ）である。誤差２％とは、１．０（Ｖ）・（１－０．０２）＝０．９８（Ｖ
）である。Ｃｏ／Ｃｓが０．５より小さい範囲では、目標値からの誤差が２％以上と大き
い。そのため、オフセットキャンセル状態は悪い。また、Ｃｏ／Ｃｓの値が小さくなるほ
ど、急激に目標値からの誤差が大きくなる。
【０１３６】
　Ｃｏ／Ｃｓが０．５以上の範囲では、目標値からの誤差が２％以下と小さい。また、Ｃ
ｏの値を大きくしても、目標値からのずれ量の低減割合は小さい。Ｃｏの値を大きくする
ことはオフセットキャンセルコンデンサの容量を大きくする必要がある。コンデンサの容
量を大きくするとは、画素の構成上、困難である場合が多い（高精細パネルでは画素には
大きなコンデンサは形成できない）。一方で、保持用コンデンサ１９ａは少なくとも１フ
レーム期間（又は１フィールド期間、なお、本明細書では１フレーム期間と１フィールド
期間とは同義として取り扱う）の間、電荷を保持しておく必要がある。そのため、比較的
大きな容量でかつ一定以上の容量が必要である。
【０１３７】
　以上ことから、Ｃｏ／Ｃｓは、０．２５以上となるようにする。つまり、Ｃｏ：Ｃｓ＝
１：４以上となるように、Ｃｏ容量を形成する。また、Ｃｓのサイズ又はＣｏに対するＣ
ｓの比率の観点から、Ｃｏ／Ｃｓ＝１．０以下とすることが好ましい。つまり、Ｃｏ：Ｃ
ｓ＝１：１以下となるように、Ｃｏ容量を形成する。
【０１３８】
　図１０は、図１の変形例である。オフセットキャンセル用コンデンサ１９ａの一端子は
、ゲート信号線１７ａに接続されている。ゲート信号線１７ａには、オン電圧（ＶＧＬ）
又はオフ電圧（ＶＧＨ）が印加されるが、映像信号電圧を画素１６に書き込んだ後（電圧
プログラム時以降）以外の期間は、オフ電圧（ＶＧＨ）が印加されている。したがって、
オフセットキャンセル用コンデンサ１９ａは一定の電荷を保持して安定である。他の構成
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は図１で説明したのと同様であるので説明を省略する。
【０１３９】
　なお、図１０において、オフセットキャンセル用コンデンサ１９ａの一端子は、ゲート
信号線１７ｂと接続するとしたが、これに限定するものではない。例えば、図１１に図示
するように、ゲート信号線１７ｄと接続してもよい。図１１の構成では、ゲート信号線１
７ｄには、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加するときだけ、オン電圧（ＶＧＬ）が印加される
。しかし、他の期間には、オフ電圧（ＶＧＨ）が印加される。オフ電圧（ＶＧＨ）が印加
される。したがって、オフセットキャンセル用コンデンサ１９ａは一定の電荷を保持して
安定状態を維持される。
【０１４０】
　図１１は、図１の変形例である。オフセットキャンセル用コンデンサ１９ａの一端子は
、ゲート信号線１７ｂに接続されている。ゲート信号線１７ｂには、オン電圧（ＶＧＬ）
又はオフ電圧（ＶＧＨ）が印加される。しかし、映像信号電圧を画素１６に書込み時（電
圧プログラム時）の期間は、オフ電圧（ＶＧＨ）が印加される。したがって、オフセット
キャンセル用コンデンサ１９ａは一定の電荷を保持して安定状態を維持されている。
【０１４１】
　ＥＬ表示装置のゲートドライバ回路１２について説明する。
【０１４２】
　図３に示すように、表示画面３１の左端にゲートドライバ回路１２ａを設け、右端にゲ
ートドライバ回路１２ｂを設けている。なお、ゲートドライバ回路１２は、表示パネルの
空き領域に形成すればよい。
【０１４３】
　ゲートドライバ回路１２ａは、ゲート信号線１７ａを制御し、ゲートドライバ回路１２
ｂはゲート信号線１７ｂを制御する。ゲートドライバ回路１２ａ、１２ｂには、ゲート信
号線１７のオン電圧（ＶＧＬ）と、ゲート信号線１７のオフ電圧（ＶＧＨ）が供給されて
いる。オフ電圧（ＶＧＨ）は、アノード電圧Ｖｄｄ以上又は近傍の電圧である。オン電圧
（ＶＧＬ）は、カソード電圧Ｖｓｓ又はグランド電圧（ＧＮＤ）近傍の電圧である。なお
、近傍の電圧とは、３Ｖの範囲の電圧である。
【０１４４】
　本実施例では、トランジスタ３１のオフ電圧をＶＧＨとし、オン電圧をＶＧＬとして説
明するがこれに限定するものではない。オン電圧（ＶＧＬ）とオフ電圧（ＶＧＨ）の極性
は、駆動トランジスタ３１ａのチャンネルの種類（Ｐチャンネル又はＮチャンネル）に対
応して設定する。また、図３１に示すように、ゲートドライバ回路１２の電圧の１つ又は
複数をＧＮＤ電圧としてもよい。図３１では、ゲートドライバ回路１２ｂは、ＶＧＨ電圧
と、ＶＧＬ＝ＧＮＤ電圧で動作しており、ゲートドライバ回路１２ａは、ＶＧＨ電圧とＶ
ＧＬ１電圧で動作している。
【０１４５】
　本実施例では、駆動トランジスタ３１ａはＰチャンネルトランジスタとしている。この
場合は、オン電圧をＶＧＬとし、オフ電圧をＶＧＨとする。駆動トランジスタ３１ａがＮ
チャンネルトランジスタの場合は、オン電圧をＶＧＨとし、オフ電圧をＶＧＬとする。な
お、図２に適合するように、ＶＧＨ１、ＶＧＨ２、ＶＧＬ１、ＶＧＬ２を内蔵させてもよ
い。ＥＬ表示装置を駆動する電源（回路）ＩＣからのＯＮ１コマンドで、ソースドライバ
回路１４のアナログ電圧ＡＶｄｄとゲートドライバ回路１２の電圧ＶＧＨ１、ＶＧＨ２、
ＶＧＬ１、ＶＧＬ２を同時に起動し、ＯＮ２でアノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ
を起動させる。
【０１４６】
　図４は、図１の変形例である。図１と図４の差異は、コンデンサ１１ｃが追加形成され
た点である。コンデンサ１１ｃは、ゲート信号線１７ａに印加された電圧の変化（ＶＧＬ
→ＶＧＨ）により、突き抜け電圧が発生しより良好な黒表示（高コントラスト表示）を実
現することを１つの目的とする。ＶＧＬ→ＶＧＨの動作とは、画素１６に映像信号を書き
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込み保持させる動作である。つまり、スイッチトランジスタ１１ｃの制御動作である。
【０１４７】
　前記コンデンサ１９ｃは、第１の電極が現在ゲート信号線１７ａ及びトランジスタ１１
ｃのゲート端子に接続され、第２の電極が前記保持用コンデンサ１９ａ及び駆動トランジ
スタ１１ａのゲート端子に共通接続されている。
【０１４８】
　なお、駆動トランジスタ１１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、ゲート信号線１
７ａに印加する電圧（映像信号を画素に書き込み、保持させる動作時に使用する電圧）を
ＶＧＬ→ＶＧＨとなるように画素１６を構成する。
【０１４９】
　ゲート信号線に印加するオフ電圧をＶＧＨ、オン電圧をＶＧＬとすると、ゲート信号線
１７ａに印加する電圧を、ＶＧＬからＶＧＨに変化させると、駆動トランジスタ１１ａの
ゲート電圧は、前記保持用コンデンサ１９ａと補助コンデンサ１９ｃのカップリングによ
る補正電圧だけ上昇するようになる。したがって、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子
の電圧が、アノードＶｄｄ電圧側にシフトし、良好な黒表示を実現できる。
【０１５０】
　図５は、図１又は図４の変形例である。図５の構成も本実施例のＥＬ表示装置に用いる
ことができる。図５において、画素１６は、２つのコンデンサ１９ａ、１９ｂと５つのス
イッチトランジスタ（１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ、１１ｅ、１１ｆ）と１つの駆動トランジ
スタ１１ａで構成される。トランジスタ１１ｂは、トランジスタ１１ａをダイオード接続
（Diode-connected）させて、しきい値電圧を補償するためのしきい値電圧補償用のスイ
ッチトランジスタである。トランジスタ１１ｆは、保持用コンデンサ１９ａを初期化させ
るためリセット電圧Ｖｒｓｔを印加するための初期化用のスイッチトランジスタである。
そして、トランジスタ１１ｄは、ＥＬ素子１５の発光を制御するためのトランジスタであ
る。
【０１５１】
　スイッチトランジスタ１１ｃは、ゲート信号線１７ａにゲート端子が接続され、ソース
信号線１８にソース端子が接続され、ゲートドライバ回路１２ａからの選択信号によりオ
ン／オフ制御される。
【０１５２】
　ゲート信号線１７ａからゲート信号線１７ａ１とゲート信号線１７ａ２が分岐されてお
り、ゲート信号線１７ａ１には、インバータ回路５１が配置されている。したがって、ゲ
ート信号線１７ａ１とゲート信号線１７ａ２には、ＶＧＨとＶＧＬが反転して電圧が印加
される。
【０１５３】
　また、ソース信号線１８ａとソース信号線１８ｂを有しており、上下方向に隣接した画
素１６（１６ａ、１６ｂ）は異なるソース信号線１８に接続されている。図５の実施例で
は、画素１６ｂはソース信号線１８ｂに接続されており、画素１６ａはソース信号線１８
ａと接続されている。
【０１５４】
　図６は、図５の画素構成において、ゲート信号線１７及びソース信号線１８との接続状
態を示している。図５、図６のように構成することにより、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加
するためのスイッチトランジスタ１１ｆを制御するゲート信号線と、映像信号を印加する
ためのスイッチトランジスタ１１ｃを制御するゲート信号線とを共通にすることができる
。そのため、ゲート信号線１７数を削減でき、画素１６の開口率を向上できる。
【０１５５】
　また、複数画素行を同時にオフセットキャンセル状態にすることができ、良好なオフセ
ットキャンセルを実現できる。
【０１５６】
　図８６は図１のオフセットキャンセルコンデンサ１９ｂを有する構成にコンデンサ１１
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ｃを付加した構成である。図８６において、コンデンサ１９ｃは、スイッチトランジスタ
１１ｃのゲート端子（ゲート信号線１７ａ）とコンデンサ１９ｂの一端子（スイッチトラ
ンジスタ１１ｃのドレイン端子）に接続されている。
【０１５７】
　コンデンサ１９ｃはゲート信号線１７ａの変動により、端子電位が変化する。ゲート信
号線１７ａは、画素１６が選択されたときには、オン電圧（ＶＧＬ）が印加され、選択さ
れないときにはオフ電圧（ＶＧＨ）が印加される。つまり、画素１６が選択状態から非選
択状態に変化するとコンデンサ１９ｃのａ１電圧は、ＶＧＬ→ＶＧＨに変化する。したが
って、ａ１電圧の電圧変化は、ａ２電圧の変化に影響する。ａ２電圧は、ａ１電圧の変化
をコンデンサ１９ｃとコンデンサ１９ｃで分圧されたものとなる。一方で、ａ点（ａ２電
圧）は、画素が選択されたときは、映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加されている。ａ２電圧が
ＶＧＬ→ＶＧＨに変化すると、（ＶＧＨ－ＶＧＬ）電圧が分圧されて、映像信号電圧Ｖｓ
ｉｇに重畳される。したがって、ａ点の電位は、映像信号電圧Ｖｓｉｇよりも高くなる。
【０１５８】
　ａ２点の電位を映像信号電圧Ｖｓｉｇよりも高くすることは、図１１１（ｃ）のオフセ
ットキャンセル動作を良好な状態にすることができる。通常、オフセットキャンセルコン
デンサ１９ｂの容量は小さい。したがって、オフセットキャンセル電流Ｉｃ２が大きいと
、オフセットキャンセルコンデンサ１９ｂの端子電位が急速に低下してしまい、オフセッ
トキャンセル動作の継続能力が低下する。
【０１５９】
　図８６の構成では、映像信号電圧Ｖｓｉｇよりも高い電圧をａ点に保持できるので、オ
フセットキャンセル電圧を高めに設定でき、良好なオフセットキャンセル動作を実現でき
る。
【０１６０】
　図８６の構成において、オフセットキャンセルコンデンサ１９ｂの動作、機能、効果な
どは図１で説明したので省略する。
【０１６１】
　図８７は図１の変更例である。図８７において画素１６ａのスイッチトランジスタ１１
ｃをオン／オフさせるゲート信号線１７ｄ１は、次段の画素１６ｂのスイッチトランジス
タ１１ｆをオン／オフさせるゲート信号線１７ｄ１と共通に結線されている。
【０１６２】
　したがって、ゲート信号線１７ｄ１にオン電圧を印加すると、リセット電圧Ｖｒｓｔを
印加するスイッチトランジスタ１１ｆがオンして、画素１６ｂの駆動トランジスタ１１ａ
にリセット電圧Ｖｒｓｔを印加する。同時に、前段の画素１６ａのスイッチトランジスタ
１１ｃがオンして映像信号電圧Ｖｓｉｇを画素１６ａに書込み、オフセットキャンセル動
作を開始する。なお、画素１６ａは１Ｈ後には、図１１１（ｃ）動作となる。
【０１６３】
　つまり、ゲート信号線１７ｄを順次選択することにより、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加
する動作と、その他の画素行（基本的には前段の画素行）に映像信号電圧Ｖｓｉｇを印加
する動作とを同時に実現できる。したがって、ゲートドライバ回路１２の構成を簡略化で
き、狭額縁のＥＬ表示装置を実現できる。
【０１６４】
　図８７では、各画素行のゲート信号線１７ｄは、前段の画素行のゲート信号線１７ｄと
接続されているとしたが、これに限定するものではない。例えば、ゲート信号線１７ｄは
、複数以上の前又は後の画素行と接続させてもよい。
【０１６５】
　図８７の構成において、複数の画素行のゲート信号線１７ｄが共通に接続され、ゲート
信号線１７ｄが接続された画素行が前段又は後段の画素行と共通に接続されている点以外
の構成あるいは動作は、図１などで説明を行っているので説明を省略する。以上の事項は
、本明細書の他の実施例にも適用されることは言うまでもない。
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【０１６６】
　図９０は本発明の他の実施例である。図１との差異は、スイッチトランジスタ１１ｄ、
スイッチトランジスタ１１ｆがない点である。他の構成は図１と同様である。以上のよう
に本実施例の技術的思想は多種多様な画素構成に対しても適用される。
【０１６７】
　図９１は、図９０の実施例に対して、コンデンサ１９ｂの接続位置を異ならせている。
図９１では、コンデンサ１９ｂの一端子は、スイッチトランジスタ１１ｃのドレイン端子
と接続され、他の端子は、ゲート信号線１７ａと接続されている。ゲート信号線１７ａの
電位は、画素１６が選択されている時以外は、オフ電圧（ＶＧＨ）が印加されている。し
たがって、画素１６の選択時以外は、安定した電位に保持されているので、良好に映像信
号電圧Ｖｓｉｇを保持することができる。他の構成あるいは動作は、図１、図９０と同様
であるので説明を省略する。
【０１６８】
　図１などの構成では、コンデンサ１９ｂの一方の端子は、アノード電圧Ｖｄｄに接続し
た。しかし、本実施例はこれに限定するものではない。所定期間の間に安定した電位に保
持できるものであれば、どんな電位でもよい。図９２の実施例は、コンデンサ１９ｂの一
方の端子をカソード電圧Ｖｓｓとなるように接続をしている。他の構成あるいは動作は、
図１、図９０と同様であるので説明を省略する。
【０１６９】
　図９３の構成は、図１の構成に加えて、スイッチトランジスタ１１ｇを付加した構成で
ある。スイッチトランジスタ１１ｇのゲート端子はゲート信号線１７ｇに接続されている
。したがって、ゲート信号線１７ｃにオン電圧（ＶＧＬ）を印加することにより、ＥＬ素
子１５のアノード端子に、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加することができる。他の構成ある
いは動作は、図１、図９０と同様であるので説明を省略する。
【０１７０】
　図９４の構成は、図９３に対してコンデンサ１９ｂの接続位置を変化させたものである
。コンデンサ１９ｂの一方の端子は、スイッチトランジスタ１１ｃのドレイン端子と接続
され、他の端子は、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子と接続される。駆動トランジス
タ１１ａのゲート端子もオフセット電圧あるいは映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加され、１フ
レーム期間の間、電位が維持される。したがって、コンデンサ１９ｂの保持電圧として用
いることができる。他の構成あるいは動作は、図１、図９０と同様であるので説明を省略
する。
【０１７１】
　なお、以上の事項は、本明細書の他の実施例、他の構成に適用される。また、他の実施
例、他の構成と組み合わせることができる。
【実施例２】
【０１７２】
　本発明の実施例２について説明する。
【０１７３】
　図１１４は、実施例２のおけるＥＬ表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【０１７４】
　本実施例は、ＥＬ素子１５がマトリックス状に配置された表示画面３１とこれを駆動す
る駆動回路とからなる。すなわち、図１１４に示すように、ＥＬ表示装置は、表示画面３
１とこれを駆動するソースドライバ回路（ＩＣ）１８と、ゲート端子ゲートドライバ回路
１２、１２ｃとからなる。
【０１７５】
　図１１４のゲートドライバ回路１２は、図１１３のゲートドライバ回路１２ａ、１２ｂ
が組み合わせたものである。
【０１７６】
　表示画面３１は、行状のゲート信号線１７と、列状のソース信号線１８と、両者が交差
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する部分に配された行列状の画素１６と、各画素１６の各列に対応して形成されたアノー
ド電源配線１１３１を備えている。つまり、アノード電源配線１１３１は画素列に平行に
形成されている。また、キャンセル電圧Ｖｒを供給するキャンセル電圧配線１１３２も画
素列に平行に形成されている。すなわち、ソース信号線１８に平行に形成されている。
【０１７７】
　図１１３は、図１１４に示したＥＬ表示装置に含まれる画素１６の具体的な構成及び結
線関係を示す回路図である。
【０１７８】
　図１１３に示すように、画素１６は、ＥＬ素子１５などで代表されるＥＬ素子１５と、
スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｃ、１１ｅと、駆動トランジスタ１１ａと、コンデン
サ１９ａとを含む。
【０１７９】
　スイッチトランジスタ１１ｂは、そのゲート端子ｄがゲート信号線１７ａに接続され、
ドレイン端子ｄがソース信号線１８に接続され、ソース端子が駆動トランジスタ１１ａの
ゲート端子ｇに接続されている。
【０１８０】
　駆動トランジスタ１１ａは、そのドレイン端子ｄがアノード電源配線１１３１に接続さ
れ、ソース端子ｓがＥＬ素子１５のアノード端子に接続されている。
【０１８１】
　ＥＬ素子１５のカソードは、接地電極（ＧＮＤ）又はカソード電極（電圧）Ｖｓｓに接
続している。なお、この接地電極又はカソード電極（電圧）Ｖｓｓは全ての画素１６に対
して共通に配線されている。
【０１８２】
　コンデンサ１９ａは、駆動トランジスタ１１ａのソース端子ｓとゲート端子ｇの間に接
続されている。
【０１８３】
　係る構成において、スイッチトランジスタ１１ｂは、ゲート信号線１７から供給された
制御信号に応じて導通し、ソース信号線１８から供給された信号電位をサンプリングして
コンデンサ１９ａに保持する。
【０１８４】
　駆動トランジスタ１１ａは、スイッチトランジスタ１１ｅがオンすることにより、アノ
ード電源配線１１３１から電流の供給を受け、コンデンサ１９ａに保持された信号電位に
応じて駆動電流をＥＬ素子１５に流す。
【０１８５】
　ゲートドライバ回路１２について説明する。ゲートドライバ回路１２ａは、各ゲート信
号線１７ａに順次制御信号（オン電圧又はオフ電圧）を供給して画素１６を行単位で線順
次走査する。
【０１８６】
　ゲートドライバ回路１２ｂは、線順次操作（画素行を順番に選択する動作）に同期して
、駆動トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄにキャンセル電圧Ｖｒを印加するトランジス
タ１１ｃを制御する。すなわち、ゲートドライバ回路１２ｂは、ゲート信号線１７ｂにオ
フ電圧又はオフ電圧を順次印加する。
【０１８７】
　ゲートドライバ回路１２ｃは、この線順次走査に合わせて、駆動トランジスタ１１ａの
ドレイン端子ｄにアノード電圧Ｖｄｄ（もしくはカソード電圧Ｖｓｓ）を印加するトラン
ジスタ１１ｅを制御する。すなわち、ゲートドライバ回路１２ｃは、ゲート信号線１７ｃ
にオフ電圧又はオフ電圧を順次印加する。
【０１８８】
　なお、ゲートドライバ回路１２ａ、１２ｂ、１２ｃは３つのドライバから構成されるも
のに限定されるものではなく、図１１４に示すように、１２ａ、１２ｃで１つのゲートド
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ライバ回路１２に構成してもよい。
【０１８９】
　また、各ゲートドライバ回路１２がゲート信号線１７に出力する電圧（オフ電圧又はオ
フ電圧）は異なる値とすることが好ましい。図１１４の実施例では、ゲートドライバ回路
１２とゲートドライバ回路１２ｃのオン電圧（ＶＧＨ）は同一であるが、オフ電圧（ＶＧ
Ｌ）は、ゲートドライバ回路１２は、ＶＧＬ１とし、ゲートドライバ回路１２ｃは、ＶＧ
Ｌ２として異なっている。すなわち、｜ＶＧＬ１｜＜｜ＶＧＬ２｜となるようにしている
。なお、ＶＧＬ１、ＶＧＬ２は負電圧であるため、絶対値の記号｜｜で表示している。Ｖ
ｒ＜Ｖｄｄなる関係があり、駆動トランジスタ１１ａに十分にＶｒ電圧を印加できるよう
に構成している。
【０１９０】
　ゲートドライバ回路１２には、ゲート信号線１７ａを選択するスタートパルスＳＴ１、
ゲート信号線１７ｂを選択するスタートパルスＳＴ２、スタートパルスを順次シフトする
クロック信号（ＣＬＫ）が印加される。ＵＤは、ゲートドライバ回路１２内のスタートパ
ルスの上下シフトレジスタ方向を切り替える信号である。また、図１１５のように構成し
てもよい。
【０１９１】
　ゲートドライバ回路１２ｃには、ゲート信号線１７ｃを選択するスタートパルスＳＴ３
、スタートパルスを順次シフトするクロック信号（ＣＬＫ）が印加される。
【０１９２】
　なお、必要に応じて、ゲートドライバ回路１２には、イネーブル制御端子を付加するこ
とが好ましい。ゲートドライバ回路１２内には、シフトレジスタ回路が形成されており、
スタートパルスをクロック信号（ＣＬＫ）に同期して順次シフトさせ、選択するゲート信
号線１７の位置を変化させる。
【０１９３】
　駆動トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄに印加する、第１電位（キャンセル電圧）と
アノード電圧Ｖｄｄの切り替えは、スイッチトランジスタ１１ｃとスイッチトランジスタ
１１ｅで実現する。スイッチトランジスタ１１ｃとスイッチトランジスタ１１ｅとは、排
他的動作する。
【０１９４】
　したがって、スイッチトランジスタ１１ｃがオンしているときは、スイッチトランジス
タ１１ｅはオフに制御され、スイッチトランジスタ１１ｃがオフしているときは、スイッ
チトランジスタ１１ｅはオンに制御される。
【０１９５】
　スイッチトランジスタ１１ｃは、順次操作され、スイッチトランジスタ１１ｅは、ＥＬ
素子１５に電流を供給する時を主にオン状態とされる。
【０１９６】
　また、スイッチトランジスタ１１ｅをオン／オフ制御することにより、図７８、図７９
、図８４、図９８で説明するｄｕｔｙ駆動を実現することができる。また、図９９で説明
の駆動方式とも組み合わせることができる。
【０１９７】
　以上の事項は、図１などの実施例と同様である。なお、図１などで説明した実施例１の
記載事項は、実施例２、実施例３にも適用できることは言うまでもない。本明細書に記載
した実施例は相互に組み合わせることができる。
【０１９８】
　ＥＬ素子１５の点灯及び消灯は、スイッチトランジスタ１１ｅをｄｕｔｙ駆動する。こ
のｄｕｔｙ駆動は、表示画面３１に非表示領域１２３を発生（又は、表示領域１２２を発
生）させて、ＥＬ素子１５に流れる電流を抑制するために行う。スイッチトランジスタ１
１ｅ、スイッチトランジスタ１１ｄなどをオン／オフさせて、表示画面３１に帯状の非表
示領域１２３を発生し、この非表示領域１２３を画面３１の上下方向に、フレーム周期（
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フィールド周期）に同期して画像表示させる。
【０１９９】
　ソース信号線１８に信号電圧を供給するソースドライバ回路１８は、スイッチトランジ
スタ１１ｂが導通した後で、ソース信号線１８に基準電位Ｖ０を供給している間に、駆動
トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄに印加する電圧を第１電位（キャンセル電圧）と第
２電位（アノード電圧Ｖｄｄ）との間で切換え、駆動トランジスタ１１ａのしきい値電圧
Ｖｔｈに相当する電圧をコンデンサ１９ａに保持しておく。
【０２００】
　以上に記載してしきい値電圧補正機能により、各画素１６の駆動トランジスタ１１ａの
特性バラツキの影響をキャンセルすることができる。
【０２０１】
　図１１３に示した画素１６は、上記したしきい値電圧補正機能に加え、移動度補正機能
を備えている。
【０２０２】
　ソースドライバ回路１８は、スイッチトランジスタ１１ｂが導通した後、第１のタイミ
ングでソース信号線１８を基準電位Ｖ０から信号電位に切り換える。また、スイッチトラ
ンジスタ１１ｃ及び１１ｅを制御し、第１のタイミングの後、第２のタイミングでゲート
信号線１７ａに対するオン電圧を解除してスイッチトランジスタ１１ｂを非導通状態とす
る。第１及び第２のタイミングの間の期間を適切に設定することで、コンデンサ１９ａに
信号電位を保持する際、駆動トランジスタ１１ａの移動度μに対する補正を信号電位に加
える。
【０２０３】
　この場合、ゲートドライバ回路は、ソースドライバ回路１８が供給する映像信号とゲー
トドライバ回路１２ｂ、１２ｃが供給する制御信号との相対的な位相差を調整して、第１
及び第２のタイミングの間の期間（移動度補正期間）を最適化することができる。
【０２０４】
　また、ソースドライバ回路１８は、基準電位から信号電位に切り換える映像信号の立ち
上がりに傾斜をつけて、第１及び第２のタイミングの間の移動度補正期間を信号電位に自
動的に追従させることもできる。
【０２０５】
　図１１３に示した画素１６はさらにブートストラップ機能も備えている。ゲートドライ
バ回路１２ｂ及び１２ｃは、コンデンサ１９ａに信号電位が保持された段階でゲート信号
線１７ｂにオフ電圧を印加し、ゲート信号線１７ｃにオン電圧を印加することにより、駆
動トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄの電位をＶｒからＶｄｄ電圧に変化させる。また
、スイッチトランジスタ１１ｂを非導通状態にして駆動トランジスタ１１ａのゲート端子
ｇをソース信号線１８から電気的に切り離す。この動作により、駆動トランジスタ１１ａ
のソース電位Ｖｓの変動にゲート電位Ｖｇが連動しゲート端子ｇとソース端子ｓ間の電圧
Ｖｇｓを一定に維持することができる。
【０２０６】
　図１１５は、図１１３に示した画素１６の動作説明に供するタイミングチャートである
。時間軸を共通にして、ゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃの電位変化、ソース信号線
１８の電位変化、ＥＬ素子１５の発光状態と模式的に示している。
【０２０７】
　このタイミングチャートは、画素１６の動作の変化に合わせて期間をＢ～Ｇのように便
宜的に区切ってある。
【０２０８】
　発光期間ＢではＥＬ素子１５が発光状態にある。この後、線順次走査の新しいフィール
ドに入って、最初の期間Ｃで、スイッチトランジスタ１１ｂがオンし、駆動トランジスタ
１１ａのゲート電位Ｖｇが初期化される。
【０２０９】
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　次に、期間Ｄに進み、スイッチトランジスタ１１ｃがオンして駆動トランジスタ１１ａ
のドレイン端子ｄにキャンセル電圧Ｖｒが印加され、駆動トランジスタ１１ａのソース電
位Ｖｓも初期化される。このように駆動トランジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇ及びソース
電位Ｖｓを初期化することで、しきい値電圧補正動作の準備が完了する。Ｖｒ電圧は、Ｅ
Ｌ素子１５がオンせず（電流が流れない）、駆動トランジスタ１１ａがオフとなる電圧で
ある。
【０２１０】
　次に、しきい値補正期間Ｅで実際にしきい値電圧補正動作が行われ、駆動トランジスタ
１１ａのゲート端子ｇとドレイン端子ｄとの間にしきい値電圧Ｖｔｈに相当する電圧が保
持される。実際には、Ｖｔｈに相当する電圧が、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子ｇ
とドレイン端子ｄとの間に接続されたコンデンサ１９ａに書き込まれることになる。
【０２１１】
　次に、サンプリング期間／移動度補正期間Ｆに進み、映像信号の信号電位ＶｉｎがＶｔ
ｈに足し込まれる形でコンデンサ１９ａに書き込まれると共に、移動度補正用の電圧ΔＶ
がコンデンサ１９ａに保持された電圧から差し引かれる。
【０２１２】
　次に、発光期間Ｇに進み、信号電圧Ｖｉｎに応じた輝度でＥＬ素子１５が発光する。そ
のときに信号電圧Ｖｉｎはしきい値電圧Ｖｔｈに相当する電圧と移動度補正用の電圧ΔＶ
とによって調整されているため、ＥＬ素子１５の発光輝度は駆動トランジスタ１１ａのし
きい値電圧Ｖｔｈや移動度μのばらつきの影響を受けることがない。
【０２１３】
　なお、発光期間Ｇの最初でブートストラップ動作が行われ、駆動トランジスタ１１ａの
ゲート－ソース間電圧Ｖｇｓ＝Ｖｉｎ＋Ｖｔｈ－ΔＶを一定に維持したまま、駆動トラン
ジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇ及びソース電位Ｖｓが上昇する。
【０２１４】
　図１１６～図１２１を参照して、図１１３に示した画素１６の動作を詳細に説明する。
なお、図１１６～図１２１の図番は、図１１５に示したタイミングチャートの各期間Ｂ～
Ｇにそれぞれ対応している。また、理解を容易にするため、図１１６～図１２１は、説明
の都合上、ＥＬ素子１５の容量成分をコンデンサ１９ｂとして図示してある。　図１１６
に示すように、発光期間Ｂでは、スイッチトランジスタ１１ｅがオンし、スイッチトラン
ジスタ１１ｃがオフに制御されることにより、駆動トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄ
の電位がアノード電圧Ｖｄｄにあり、駆動トランジスタ１１ａが駆動電流ＩｄｓをＥＬ素
子１５に供給している。
【０２１５】
　図示する様に、駆動電流Ｉｄｓはアノード電圧Ｖｄｄから駆動トランジスタ１１ａを介
してＥＬ素子１５を通り、共通接地電極（ＧＮＤなど）又はカソード電極（電圧）Ｖｓｓ
に流れ込んでいる。
【０２１６】
　次に、期間Ｃに入ると、図１１７に示すように、ゲート信号線１７ａの電位がアノード
電圧Ｖｄｄ側（オン電圧が印加される）に変化することでスイッチトランジスタ１１ｂが
オン状態となり、駆動トランジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇはソース信号線１８の基準電
位Ｖ０に初期化（リセット）される。
【０２１７】
　次に、期間Ｄに進むと、図１１８に示すように、駆動トランジスタ１１ａのドレイン端
子ｄの電位がアノード電圧Ｖｄｄからソース信号線１８の基準電位Ｖ０より十分低いキャ
ンセル電圧Ｖｒに変化する。
【０２１８】
　これにより駆動トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓがソース信号線１８の基準電位Ｖ
０より十分低いキャンセル電圧Ｖｒに初期化（リセット又はキャンセル）される。
【０２１９】
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　具体的には、駆動トランジスタ１１ａのゲート－ソース間電圧Ｖｇｓ（ゲート電位Ｖｇ
とソース電位Ｖｓの差）が駆動トランジスタ１１ａのしきい値電圧Ｖｔｈより大きくなる
ように、駆動トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄに低キャンセル電圧Ｖｒを設定する。
【０２２０】
　次に、しきい値補正期間Ｅに進むと、図１１９に示すように、駆動トランジスタ１１ａ
のドレイン端子ｄの電位が低キャンセル電圧Ｖｒからアノード電圧Ｖｄｄに変化し、駆動
トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓが上昇を開始する。
【０２２１】
　やがて、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子－ソース端子間電圧Ｖｇｓがしきい値電
圧Ｖｔｈとなったところで電流はカットオフする（流れなくなる）。このようにして駆動
トランジスタ１１ａのしきい値電圧Ｖｔｈに相当する電圧がコンデンサ１９ａに書き込ま
れる。これがしきい値電圧補正動作である。このとき電流が専らコンデンサ１９ａ側に流
れ、ＥＬ素子１５側には流れないようにするため、ＥＬ素子１５がカットオフとなるよう
に共通接地電極又はカソード電極（電圧）Ｖｓｓの電位を設定しておく。
【０２２２】
　次に、サンプリング期間／移動度補正期間Ｆに進むと、図１２０に示すように、第１の
タイミングでソース信号線１８の電位が基準電位Ｖ０から信号電位Ｖｉｎに変化し、駆動
トランジスタ１１ａのゲート電位ＶｇはＶｉｎとなる。
【０２２３】
　このときＥＬ素子１５は始めカットオフ状態（ハイインピーダンス状態）にあるため駆
動トランジスタ１１ａのドレイン電流ＩｄｓはＥＬ素子１５のコンデンサ１９（寄生容量
）１９ｂに流れ込む。
【０２２４】
　これによりＥＬ素子１５のコンデンサ１９（寄生容量）１９ｂは充電を開始する。よっ
て駆動トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓは上昇を開始し、第２のタイミングで駆動ト
ランジスタ１１ａのゲート－ソース間電圧ＶｇｓはＶｉｎ＋Ｖｔｈ－ΔＶとなる。このよ
うにして信号電位Ｖｉｎのサンプリングと補正量ΔＶの調整が行われる。Ｖｉｎが高いほ
どＩｄｓは大きくなり、ΔＶの絶対値も大きくなる。したがって発光輝度レベルに応じた
移動度補正が行える。またＶｉｎを一定とした場合、駆動トランジスタ１１ａの移動度μ
が大きいほどΔＶの絶対値も大きくなる。換言すると移動度μが大きいほど負帰還量ΔＶ
が大きくなるので、画素１６毎の移動度μのばらつきを取り除くことが可能である。
【０２２５】
　最後に、発光期間Ｇになると、図１２１に示すように、ゲート信号線１７が低電位側に
変化し、スイッチトランジスタ１１ｂはオフ状態となる。これにより駆動トランジスタ１
１ａのゲート端子ｇはソース信号線１８から切り離される。同時にドレイン電流Ｉｄｓが
ＥＬ素子１５を流れ始める。これによりＥＬ素子１５のアノード電位は駆動電流Ｉｄｓに
応じて上昇する。
【０２２６】
　ＥＬ素子１５のアノード電位の上昇は、すなわち駆動トランジスタ１１ａのソース電位
Ｖｓの上昇に他ならない。駆動トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓが上昇すると、コン
デンサ１９ａのブートストラップ動作により、駆動トランジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇ
も連動して上昇する。ゲート電位Ｖｇの上昇量はソース電位Ｖｓの上昇量に等しくなる。
故に、発光期間中駆動トランジスタ１１ａのゲート－ソース間電圧ＶｇｓはＶｉｎ＋Ｖｔ
ｈ－ΔＶで一定に保持される。
【０２２７】
　図１２２は、図１１３の変更例である。
【０２２８】
　ＥＬ素子１５のアノード端子と駆動トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄ間に、第４の
スイッチトランジスタ１１ｄを形成している。スイッチトランジスタ１１ｄは、ゲート信
号線１７ｄに接続され、また、ゲート信号線１７ｄは、ゲートドライバ回路１２ｄからオ
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ン／オフ電圧が印加される。
【０２２９】
　図１２０などでは、駆動トランジスタ１１ａのモビリティバラツキを補正できることを
説明した。つまり、図１２０は、スイッチトランジスタ１１ａを、短期間、スイッチトラ
ンジスタ１１ｅをオンした方法である。
【０２３０】
　短時間とは、０．０５μ秒以上５μ秒以下の時間である。前記短時間は、画素に印加す
る映像信号電圧Ｖｓｉｇに対応させて変化させることが好ましい。また、点灯率に対応さ
せて変化させることが好ましい。この変化は、線形、非線形に対応させることを含むほか
、ステップ状（例えば、点灯率５０％以上では、短時間とは０．１μ秒、点灯率５０％未
満では、２μ秒）に対応させてもよい。
【０２３１】
　図１１５に図示するように、点灯率に相関させて、ｄｕｔｙ比を制御あるいは変化させ
てことが好ましい。ピーク電流を抑制し、消費電力を平均化することができるからである
。点灯率が高いときは、ｄｕｔｙ比を低下（小さく）する。したがって、ピーク電流を抑
制できる。また、最大使用階調数制御を実施する。以上の事項は、図７８、図７９、図８
３、図８４、図９８、図９９、図１３０などを用いて説明を行っている。
【０２３２】
　１水平走査期間（１Ｈ）に対するオン時間比率（％）（以下、オン比率と呼ぶ）は、図
１２０の期間である。オン時間とは、スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｅのオン時間（
クローズ時間）を意味する。１Ｈが、２０μ秒とすれば、１０％とは、２μ秒となる。
【０２３３】
　オン比率が長いほど、駆動トランジスタ１１ａのモビリティの補正効果が高くなる。し
かし、コンデンサ１９の電荷が放電され、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電位が高
く（アノード電圧側）の変化し、ＥＬ素子１５に流れる電流が変化してしまう。
【０２３４】
　オフセットキャンセル駆動では、黒の階調（低階調）は、オフセットキャンセルされ、
駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキは目立ちにくい。しかし、白の階調（高階調）で
は、オフセットキャンセル点から離れているため、駆動トランジスタ１１ａの特性ばらつ
きが目立ちやすい。この駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキはモビリティによるもの
である。
【０２３５】
　点灯率が低い場合は、低階調表示の画素が多い。点灯率が高い場合は、高階調表示の画
素が多い。したがって、オン比率は、図１１５の下図の点線で示すように実施することが
好ましい。つまり、低点灯率では、オン比率は０とし、高点灯率になるにしたがって、オ
ン比率を大きくする。
【０２３６】
　しかし、点灯率が低い時は、低階調表示の画素が多いというのは、統計的なものであり
、実際と異なることがある。また、点灯率が高い場合は、高調表示の画素が多いというの
も統計的なものである。実際には表示パターン、映像信号の種類により異なる。したがっ
て、表示パターン、入力される映像信号の種類（ＰＣ映像、ＡＶ映像など）などにより、
オン比率を可変できるように構成しておくことが好ましい。
【０２３７】
　図１１３、図１２３に図示するように、その他、ゲート信号線１７ａとトランジスタ１
１ａのゲート（Ｇ）端子間に積極的にコンデンサＣｘを形成し、突き抜け電圧を増加させ
る構成も有効である。このコンデンサＣｘの容量は正規のコンデンサ１９ａの容量の１／
１０以上１／２以下にすることが好ましい。さらには１／８以上１／３以下とすることが
好ましい。
【０２３８】
　突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘの容量（容量をＣｂ（ｐＦ）とする）は、電荷保
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持用のコンデンサ１９ａの容量（容量とＣａ（ｐＦ）とする）と、トランジスタ１１ａの
白ピーク電流時（画像表示で表示最大輝度の白ラスター時）のゲート（Ｇ）端子電圧Ｖｗ
（Ｖ）を黒表示での電流を流す（基本的には電流は０である。つまり、画像表示で黒表示
としている時）時のゲート（Ｇ）端子電圧Ｖｂ（Ｖ）が関連する。これらの関係は、
　Ｃａ／（２００Ｃｂ）　≦　｜Ｖｗ－Ｖｂ｜　≦　Ｃａ／（８Ｃｂ）
　の条件を満足させることが好ましい。なお、｜Ｖｗ－Ｖｂ｜とは、駆動トランジスタの
白表示時の端子電圧（Ｖ）と黒表示時の端子電圧（Ｖ）との差の絶対値である（つまり、
変化する電圧幅）。
【０２３９】
　さらに好ましくは、
　Ｃａ／（１００Ｃｂ）　≦　｜Ｖｗ－Ｖｂ｜　≦　Ｃａ／（１０Ｃｂ）
　の条件を満足させることが好ましい。
【０２４０】
　トランジスタ１１ｂはＰチャンネルにし、このＰチャンネルは少なくともダブルゲート
以上にする。このましくは、トリプルゲート以上にする。さらに好ましくは、４ゲート以
上にする。そして、トランジスタ１１ｂのソース－ゲート（ＳＤもしくはゲート－ドレイ
ン（ＧＤ））容量（トランジスタがオンしているときの容量）の１倍以上１０倍以下のコ
ンデンサを並列に形成又は配置することが好ましい。
【０２４１】
　なお、以上の事項は、図１１３、図１２３の画素構成だけでなく、他の画素構成でも有
効である。スイッチトランジスタ１１ｂがオフするときに、駆動トランジスタ１１ａに電
流が流れないようにシフトするように、コンデンサＣｘを配置する。なお、スイッチング
トランジスタ１１ｂのＮチャンネルはダプルゲート以上とする。リーク対策のためである
。
【０２４２】
　図１１３では、駆動トランジスタ１１ａは、Ｎチャンネルトランジスタであり、映像信
号を画素に印加するスイッチトランジスタ１１ｂもＮチャンネルトランジスタである。ス
イッチトランジスタ１１ｂを制御するゲート信号線１７ａは、画素１６の選択時は、高い
電圧（ＶＧＨ）が印加され、非選択となる場合は、低い電圧（ＶＧＬ）が印加される。
【０２４３】
　画素１６が選択状態から非選択状態になる時は、ゲート信号線１７ａに電気的に接続さ
れたコンデンサＣｘの一端子はＶＧＨ電圧からＶＧＬ電圧に変化する。コンデンサＣｘは
ＶＧＨ電圧からＶＧＬ電圧への変化をつき抜け電圧として他のコンデンサＣｘ端子（駆動
トランジスタ１１ａのゲート端子に接続されている）伝達する。したがって、ＶＧＨから
ＶＧＬ電圧の変化に比例した電圧が、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加され、
駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧を低下させる。したがって、駆動トランジスタ
１１ａは電流を流しにくい方向に動作する。この動作により、より黒表示レベルが改善さ
れ、良好なコントラストを実現できる。
【０２４４】
　同様に、図１２３では、駆動トランジスタ１１ａは、Ｐチャンネルトランジスタであり
、映像信号を画素に印加するスイッチトランジスタ１１ｂもＰチャンネルトランジスタで
ある。つまり、駆動トランジスタ１１ａとスイッチトランジスタ１１ｂとは同極性のチャ
ンネルトランジスタで構成されている。スイッチトランジスタ１１ｂを制御するゲート信
号線１７ａは、画素１６の選択時は、低い電圧（ＶＧＬ）が印加され、非選択となる場合
は、高い電圧（ＶＧＨ）が印加される。
【０２４５】
　したがって、画素１６が選択状態から非選択状態になる時は、ゲート信号線１７ａに電
気的に接続されたコンデンサＣｘの一端子はＶＧＬ電圧からＶＧＨ電圧に変化する。コン
デンサＣｘはＶＧＬ電圧からＶＧＨ電圧への変化をつき抜け電圧として他のコンデンサＣ
ｘ端子（駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に接続されている）伝達する。そのため、
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ＶＧＬからＶＧＨ電圧の変化に比例した電圧が、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に
印加され、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧を高い電圧の方向にシフトさせる。
したがって、駆動トランジスタ１１ａは電流を流しにくい方向に動作する。この動作によ
り、より黒表示レベルが改善され、良好なコントラストを実現できる。
【０２４６】
　また、突き抜け電圧用のコンデンサＣｘは、画素が変調するＲ、Ｇ、Ｂで大きさ（容量
）を変化させることが好ましい。Ｒ、Ｇ、Ｂの各ＥＬ素子１５の駆動電流が異なるためで
ある。また、ＥＬ素子１５のカットオフ電圧が異なるためである。そのため、ＥＬ素子１
５の駆動トランジスタ１１ａのゲート（Ｇ）端子にプログラムする電圧（電流）が異なる
からである。例えば、Ｒの画素のコンデンサＣｘＲを０．０２ｐＦとした場合、他の色（
Ｇ、Ｂの画素）のコンデンサＣｘＧ、ＣｘＢを０．０２５ｐＦとする。また、Ｒの画素の
コンデンサＣｘＲを０．０２ｐＦとした場合、Ｇの画素のコンデンサＣｘＧと０．０３ｐ
Ｆとし、Ｂの画素のコンデンサＣｘＢを０．０２５ｐＦとするなどである。このように、
Ｒ、Ｇ、Ｂの画素ごとにコンデンサＣｘの容量を変化させることのよりオフセットの駆動
電流をＲＧＢごとに調整することができる。したがって、各ＲＧＢの黒表示レベルを最適
値にすることができる。
【０２４７】
　以上の事項は、図１などの実施例１、実施例３などの画素構成にも適用される。本明細
書に記載した実施例は相互に組み合わせることができる。
【０２４８】
　以上は、突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘの容量を変化させるとしたが、突き抜け
電圧は、保持用のコンデンサ１９ａと突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘとの容量の相
対的なものである。したがって、コンデンサＣｘをＲ、Ｇ、Ｂの画素で変化することに限
定するものではない。つまり、保持用コンデンサ１９ａの容量を変化させてもよい。
【０２４９】
　例えば、Ｒの画素のコンデンサ１１ａＲを１．０ｐＦとした場合、Ｇの画素のコンデン
サ１１ａＧと１．２ｐＦとし、Ｂの画素のコンデンサ１１ａＢを０．９ｐＦとするなどで
ある。この時、突き抜け用コンデンサＣｘの容量は、Ｒ、Ｇ、Ｂで共通の値とする。した
がって、本実施例は、保持用のコンデンサ１９ａと突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘ
との容量比を、Ｒ、Ｇ、Ｂの画素のうち、少なくとも１つを他と異ならせたものである。
なお、保持用のコンデンサ１９ａの容量と突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘとの容量
との両方をＲ、Ｇ、Ｂ画素で変化させてもよい。
【０２５０】
　また、画面３１の左右で突き抜け電圧用のコンデンサＣｘの容量を変化させてもよい。
【０２５１】
　以上の事項は、図１などの実施例１、実施例３～７などの画素構成、表示パネル（表示
装置）あるいは駆動方法にも適用される。本明細書に記載した実施例は相互に組み合わせ
ることができる。
【０２５２】
　ゲートドライバ回路１２に近い位置にある画素１６は信号供給側に配置されているので
、ゲート信号の立ち上がりが速い（スルーレートが高いからである）ため、突き抜け電圧
が大きくなる。ゲート信号線１７端に配置（形成）されている画素は、信号波形が鈍って
いる（ゲート信号線１７には容量があるためである）。ゲート信号の立ち上がりが遅い（
スルーレートが遅い）ため、突き抜け電圧が小さくなるためである。したがって、ゲート
ドライバ回路１２との接続側に近い画素１６の突き抜け電圧用コンデンサＣｘを小さくす
る。また、ゲート信号線１７端はコンデンサＣｘを大きくする。例えば、画面の左右でコ
ンデンサの容量は１０％程度変化させる。
【０２５３】
　同様に、画面３１の上下で突き抜け電圧用のコンデンサＣｘの容量を変化させてもよい
。画面３１には、コンデンサＣａと映像信号の書込みタイミングの問題から、輝度傾斜が
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発生するからである。コンデンサＣｘの値をまた、ソース信号線１８に沿って変化させる
。例えば、画面の上下でコンデンサＣｘの容量は１０％程度変化させる。
【０２５４】
　発生する突き抜け電圧は、保持用コンデンサ１９ａと突き抜け電圧発生用のコンデンサ
Ｃｘの容量比で決定される。したがって、画面の左右で突き抜け電圧発生用のコンデンサ
Ｃｘの大きさを変化させるとしたが、これに限定するものではない。突き抜け電圧発生用
のコンデンサＣｘは画面の左右で一定にし、電荷保持用のコンデンサ１９ａの容量を画面
の左右で変化させてもよい。また、突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘと、電荷保持用
のコンデンサ１９ａ容量の両方を画面の左右で変化させてもよいことは言うまでもない。
以上の事項は、画面３１の上下方向に関しても同様である。
【０２５５】
　図１の構成あるいは方式は、映像信号電圧Ｖｓｉｇを画素に形成されたオフセットキャ
ンセルコンデンサ１９ｂに保持するものであった。オフセットキャンセルコンデンサ１９
ｂに映像信号電圧Ｖｓｉｇを保持することにより、画素１６の選択後もオフセットキャン
セル動作を継続し、良好なオフセットキャンセルを実現できる。
【０２５６】
　図９５は、図１１３、図１２３などで説明した本実施例の画素構成あるいはＥＬ表示装
置にコンデンサ１９ｂを付加した構成である。コンデンサ１９ｂは、映像信号電圧Ｖｓｉ
ｇを保持するものではなく、キャンセル電圧Ｖｒを保持する。
【０２５７】
　図１１８に図示するように、キャンセル電圧Ｖｒを短時間の間、駆動トランジスタ１１
ａのソース端子（もしくはドレイン端子）に印加する。しかし、短時間のため、十分にキ
ャンセル動作を実施できない場合がある。
【０２５８】
　図９５のように、キャンセル電圧Ｖｒを保持するコンデンサ１９ｂを画素１６に形成す
れば、スイッチトランジスタ１１ｃをオフした後も、コンデンサ１９ｂに保持したキャン
セル電圧Ｖｒを用いて、キャンセル動作を継続できる。したがって、キャンセル動作を複
数水平走査期間に渡り、実施することができる。
【０２５９】
　以上のように、本実施例は、所定の種類の電圧（映像信号電圧Ｖｓｉｇ、キャンセル電
圧Ｖｒなど）を画素１６に印加し、前記所定の種類の電圧の印加が完了後も、所定の種類
の電圧をコンデンサ１９ｂに保持し、保持した電圧により所定動作（オフセットキャンセ
ル動作、キャンセル動作など）を継続するものである。また、所定動作の継続できる構造
又は構成である。
【０２６０】
　なお、本発明の実施例において、所定の種類の電圧（映像信号電圧Ｖｓｉｇ、キャンセ
ル電圧Ｖｒなど）を保持するコンデンサ１９ｂを画素１６に形成するとしたが、これに限
定するものではない。例えば、ダイオードを画素に形成し、ダイオードの接合容量に前記
所定の種類の電圧を保持してもよい。また、画素にトランジスタ素子を形成し、トランジ
スタの寄生容量（ゲート容量など）に前記所定の種類の電圧を保持してもよい。
【０２６１】
　また、所定の種類の電圧（映像信号電圧Ｖｓｉｇ、キャンセル電圧Ｖｒなど）を保持す
るコンデンサ１９ｂを画素１６に形成するとしたが、これに限定するものではない。例え
ば、図１２４～図１２６に図示するように、複数の画素１６を共通（画素行、画素列）に
して、１つのコンデンサ１９ｂを配置してもよい。
【０２６２】
　図１２４は、１画素行に１つのコンデンサ１９ｂを形成し、コンデンサ１９ｂにキャン
セル電圧Ｖｒを保持させる構成である。図１２５は、１画素行に１つのコンデンサ１９ｂ
を形成し、コンデンサ１９ｂに映像信号電圧Ｖｓｉｇを保持させる構成である。映像信号
電圧Ｖｓｉｇが画素行あるいは画素列に共通の信号である場合に有効である。図１２６は
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、１画素行に１つのコンデンサ１９ｂを形成し、コンデンサ１９ｂにリセット電圧Ｖｒｓ
ｔを保持させる構成である。
【０２６３】
　また、図１２４～図１２６の構成において、各画素にリセット電圧Ｖｒｓｔあるいは、
キャンセル電圧Ｖｒを印加するスイッチトランジスタ（１１ｃあるいは１１ｆ）を配置し
ているが、これに限定するものではない。例えば、ＲＧＢの画素を１組として、スイッチ
トランジスタ（１１ｃあるいは１１ｆ）を配置してもよい。また、画素行あるいは画素列
ことに、スイッチトランジスタ（１１ｃあるいは１１ｆ）を配置してもよい。
【０２６４】
　アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓなどの電圧を発生させる電源回路（電源ＩＣ
）を外部に配置する場合は、この電源回路（電源ＩＣ）をオン／オフ制御させるオン／オ
フ信号をソースドライバＩＣ１４から発生（指示）させることが好ましい。アノード電圧
Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓは、ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧の印加（供給）後に、パネル３４に
印加（供給）する。
【０２６５】
　以上の事項は、本明細書の他の実施例にも適用されることは言うまでもない。
【０２６６】
　図１２７に図示するように、キャンセル電圧Ｖｒを印加する配線及びスイッチトランジ
スタ１１ｃを複数の画素（例えば、ＲＧＢの画素を１組として）に１つ形成又は設けても
よい。また、コンデンサ１９ｂは、ＲＧＢで異ならせても良い。ＲＧＢでコンデンサ１９
ｂの容量を異ならせることにより、オフセットキャンセル動作、リセット動作、キャンセ
ル動作などが、ＲＧＢの特性にあわせて最適に設定できるからである。
【０２６７】
　図１２８に図示するように、キャンセル電圧Ｖｒを印加する配線及びスイッチトランジ
スタ１１ｃ、コンデンサ１９ｂを複数の画素（例えば、ＲＧＢの画素を１組として）に１
つ形成又は設けてもよい。画素構成が簡略化され、画素１６の開口率を向上できる。以上
の事項は、本明細書の他の実施例にも適用されることは言うまでもない。
【０２６８】
　コンデンサ１９ｂの容量は、表示画面３１の部分で異ならせてもよい。例えば、画面の
左右と中央部で、コンデンサ１９ｂの容量を異ならせる。画面の部分にあわせて、オフセ
ットキャンセル動作、リセット動作、キャンセル動作などが、最適に設定できるからであ
る。以上の事項は、保持用のコンデンサ１９ａにも適用できる。画面の部分にあわせて、
映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込み、オフセットキャンセル動作などが、最適に設定できるか
らである。
【０２６９】
　以上の事項は、本明細書の他の実施例においても適用されることは言うまでもない。ま
た、他の実施例と組み合わせることができることは言うまでない。したがって、他の実施
例において、図面の作図、説明を容易にするために、複数の構成、実施の組み合わせは省
略している。　以上の事項は、図１、図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図
３１、図３３、図３５、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図
５９、図８６、図９０、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３
、図１２４～図１２８などのＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは
言うまでもない。
【０２７０】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
、図１１１、図１１２、図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示し
たあるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言う
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までもない。
【実施例３】
【０２７１】
　本発明の実施例３について説明する。なお、今までに説明した構成、方式は、以下に説
明する構成あるいは方式に、適用あるいは組み合わせることができることは言うまでもな
い。
【０２７２】
　図１４は、本実施例におけるＥＬ表示パネルの１列分の回路を示したものである。ここ
でソース信号線１８は切り替え手段１４１を介して、１列に対して２本のソース信号線１
８ａと１８ｂが存在し、偶数行と奇数行の画素で接続されるソース信号線が異なる構成と
なっていることが特徴である（図６なども参照のこと）。
【０２７３】
　各画素１６の構成は、例えば、図１、図４、図１０、図２５、図２９、図４２、図４６
、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図８７、図９０、図９１、図９２
、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２２、図１２４～図１２８などの回路で構成
されている。つまり、以下の実施例は、本明細書の他の実施例に適用することができる。
また、相互に組み合わせることができる。
【０２７４】
　ゲートドライバ回路１２ａは、シフトレジスタ構成となっており、クロックごとにパル
スが１段ずつシフトされる。ゲート信号線１７に対する接続を、図１４のように行うこと
で、図１５に示すような信号波形を実現することができる。
【０２７５】
　シフトクロックの周期を１水平走査期間（１Ｈ）に設定し、１水平走査期間のみパルス
が出力されるようなスタートパルスが入力される。これで各行１水平走査期間ずつずれた
タイミングで１水平走査期間の間パルスが発生する回路が実現できる。
【０２７６】
　シフトレジスタの各段出力を図１４のようにゲート信号線１７に取り込み、切り替え手
段１４１を図１５に示すように動作させることで、始めの１水平走査期間（１Ｈ）では、
１行目の画素１６ａの駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧をＶｒｓｔ電源により、初期
化する。同時にソース信号線から所定の階調に対応する１行目の画素に対応する信号電圧
が切り替え手段１４１を介してソース信号線１８ｂに充電される。ソース信号線１８ａに
は充電されない。切り替え手段１４１でソースドライバ出力から切り離されている。
【０２７７】
　次の１水平走査期間においては切り替え手段１４１を動作させ、ソース信号線１８ａを
充電するようにする。このときソース信号線１８ｂは、ソースドライバ出力から切り離さ
れているために、ソース信号線の浮遊容量１４２ｂにより１行目の画素に対応する信号電
圧が充電されたままである。そこで、ゲート信号線１７ａ及びゲート信号線１７ｃを走査
し、画素１６ａのトランジスタ１１ｃ、１１ｂを導通状態とし、画素の駆動トランジスタ
１１ａに階調信号の書き込みと、特性バラツキのキャンセル動作を実施する。同時に２行
目の画素に対応して、画素１６ｂに対応する階調信号電圧がソース信号線１８ａに充電さ
れ、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子がＶｒｓｔ電源により初期化される。
【０２７８】
　浮遊容量１４２は、ゲート信号線１７とソース信号線１８の交差部に生じる容量、ソー
ス信号線１８と画素電極との結合容量などで構成される。図１４などにおいて、コンデン
サ１４２は浮遊容量として説明するがこれに限定されるものではない。ソース信号線１８
を一方の電極としてコンデンサを形成してもよい。
【０２７９】
　ソース信号線１８ａとソース信号線１８ｂを水平走査期間ごとに切り替えて利用するこ
とで、ソース信号線に印加させる階調信号が２水平走査期間保持されるため、画素回路１
６に信号を書き込む時間を長くすることができるようになる。
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【０２８０】
　図１などの画素回路の構成では、駆動トランジスタ１１ａに階調信号を書き込みながら
、特性バラツキをキャンセルする動作を行う。特性バラツキをキャンセルする動作は、ト
ランジスタ１１ｆ、１１ｄ、１１ｅがオフでトランジスタ１１ｂがオン状態のときに行わ
れ、駆動トランジスタ１１ａのドレイン電流が０になるように、駆動トランジスタ１１ａ
のゲート電位が変化することで、特性バラツキのキャンセルを行っている。
【０２８１】
　駆動トランジスタ１１ａのゲート電位を変化させているのは、ドレイン電流による電荷
であり、最終状態が０もしくは限りなく小さい電流（ピコアンペアオーダー）であること
から、ゲート電位を支えている保持用コンデンサ１９ａの電荷の充放電に時間がかかる。
そのため、キャンセル動作には時間がかかることがわかる。
【０２８２】
　１水平走査期間（１Ｈ）が長い場合には、１水平走査期間内にキャンセル動作を完了さ
せることができる。しかし、垂直ライン数が多く、１水平走査期間が４０μ秒よりも短い
場合には、キャンセル動作が最後まで行われず、特性補償が不完全となり、その結果、特
性ばらつきに応じたムラが発生する問題がある。
【０２８３】
　そこで、キャンセル時間を１水平走査期間以上に拡大する方法として、図１６に示すよ
うにゲートドライバ回路１２ａを更に２本のゲートドライバ回路１２ａ１、ゲートドライ
バ回路１２ａ２で構成する。駆動トランジスタ１１ａの初期化を、対応する映像信号が入
力される１水平走査期間前にあらかじめ実施する。また、ソース信号線１８ａもしくは１
８ｂに映像信号が入力される水平走査期間から駆動トランジスタ１１ａに階調電圧の書き
込み及び特性キャンセル動作を行うようにする。切り替え部１４１の動作により、２水平
走査期間の間映像信号が保持されるため、階調電圧の書き込み及び特性キャンセル動作を
２水平走査期間中実施することが可能となる。
【０２８４】
　これを実現するために、図１７に示すように、シフトレジスタ１２ａ２のスタートパル
ス１７２ｂを入力する。各行のトランジスタ１７ａ及び１７ｃが２水平走査期間オンされ
る。オンされるタイミングはソース信号線１８及び１８ａ、１８ｂの映像信号に同期して
実施される。映像信号が偶数行と奇数行で２つのソース信号線１８ａ及び１８ｃに振り分
けられることで周波数が半分となり、書き込み時間を２倍にすることができる。
【０２８５】
　なお、イネーブル信号１７３については、パルス伝播の際の波形なまりによる複数の行
の画素で同時選択されることを防止するための信号であり、同時選択が起きない場合や、
同時選択でも問題なく動作する場合には、不要である。イネーブル信号１７３がなくても
本実施例を実施することができる。例えば図２１のように、特性キャンセルを行うための
信号を生成するゲートドライバ回路１２ａ２のイネーブル信号を削除した場合の入力波形
及び動作を示す。
【０２８６】
　図１７の波形によれば、２水平走査期間の間、駆動トランジスタ１１ａの特性補正動作
が可能であるが、あらかじめ映像信号が入力される１水平走査期間前に駆動トランジスタ
１１ａを初期化するための動作が必要であり、１水平走査期間前にあらかじめ動作させる
ことが必要である。したがって、先頭行が検知できない場合には、あらかじめ初期化がで
きなくなる恐れがある。
【０２８７】
　そこで、図１８に示すように、初期化動作を、１行目の映像信号入力時と同時に実施す
る信号パターンを発明した。初期化動作時には、特性補正動作ができないため、２水平走
査期間（２Ｈ）の間で、初期化後特性補正動作を行う。
【０２８８】
　図１８の構成では、２水平走査期間のうちの始めの水平走査期間の前半に初期化動作を
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行い、残りの半分と次の水平走査期間で画素への信号書き込みと特性補償動作を実施する
。ゲートドライバがシフトレジスタ構成である場合には、水平走査期間とシフトクロック
が一致する場合には、イネーブル信号でパルス幅をカットする方法により、水平走査期間
の前半と後半で異なるスイッチの動作を実現する。
【０２８９】
　ゲート信号線１７ｄがローレベルの時が、駆動トランジスタ１１ａの初期化期間となり
、ゲート信号線１７ａ及び１７ｃがローレベルのときに、駆動トランジスタ１１ａの特性
キャンセルと、画素に階調を書き込む期間となる。
【０２９０】
　１７ａ及び１７ｃのローレベル期間が１水平走査期間より長く設定できるため、水平走
査期間が３０μ秒であっても、従来比１．５倍の期間が取れることから４５μ秒のキャン
セル期間がとれ、駆動トランジスタの特性ばらつきを補正することが可能となる。初期化
動作自体は、２～１０μ秒程度で完了するため、最大２水平走査期間から２～１０μ秒を
引いた時間までキャンセル期間を拡大することができる。
【０２９１】
　ゲートドライバ回路１２ａのシフトレジスタが１系統でかつキャンセル期間を１水平走
査期間以上に拡大する方法を図１９及び図２０に示す。
【０２９２】
　例えば、２水平走査期間の間キャンセルする場合には、２水平走査期間ゲート信号線１
７ａ及び１７ｃが導通状態にある必要がある。そこでゲートドライバ回路１２ａのスター
トパルスを２水平走査期間の長さだけ入力する。これにより、キャンセル及び階調書き込
み時間を２水平走査期間に設定できる。同様に初期化を実施するためのゲート信号線１７
ｄ用のパルスを生成する必要がある。
【０２９３】
　また、図１、図２５に示すような画素回路構成であることから、ゲート信号線１７ｄと
駆動トランジスタ１１ａ、スイッチトランジスタ１１ｃを同時に導通状態としてはならな
いため（異なる電圧がショートする）、初期化用のパルスは、同一行の画素に対するキャ
ンセル及び階調書き込み用のパルスと重ならないようにする必要がある。
【０２９４】
　具体的には、２水平走査期間前のパルスを初期化用のパルスとして利用すればよい。図
１９に示すように、シフトレジスタに対して、ゲート信号線１７ｄと共通の出力をキャン
セル及び階調信号書き込み用ゲート信号線を用いる場合には、２行分後段（つまり２水平
走査期間後）の信号を利用すると、同一画素１６ａに対して、図２０に示すように、２０
１、２０２の２水平走査期間で初期化を実施する。また、２０３、２０４の２水平走査期
間で駆動トランジスタ１１ａの特性キャンセル及び階調信号書き込みを実施している。１
６ｂ、１６ｃの画素においても同様に１水平走査期間ずつ遅れたタイミングで実施してい
る。
【０２９５】
　この方法は、２水平走査期間のキャンセルばかりでなく、３水平走査期間以上、必要な
場合でも実施が可能である。１列分の画素に対応するソース信号線の数を必要とする水平
走査期間の数（整数）分を用意し、ゲートドライバ回路１２ａのスタートパルスのパルス
幅を必要な水平走査期間数入力する。初期化に対応するゲート信号を取り出すシフトレジ
スタの段から必要な水平走査期間数分後段のシフトレジスタから特性キャンセル及び階調
信号書き込み用のゲート信号をとりだして、同一行の画素に入力すれば実現が可能である
。
【０２９６】
　映像信号が、対応する行の画素に書き込まれるようにするため、スタートパルスは、映
像信号に対してあらかじめ入力する必要がある。少なくともキャンセルを行う水平走査期
間の長さ分だけ早く入力が必要である。図２０においても２水平走査期間早く、入力して
いる。
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【０２９７】
　ソースドライバのコスト削減のために、１出力から時系列に複数の画素に対応する電圧
を出力する選択駆動方式を採用することがある。選択駆動方式がない場合に比べて、当該
画素に対応する映像信号が入力されるタイミングが表示色によって異なるようになる。
【０２９８】
　例えば、赤緑青の３画素分を１出力で行う３選択駆動の場合においては、図２２に示す
ように、赤（Ｒ）色に対して、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）は水平走査期間の始めではなく、途
中で信号が変化していることがわかる。ゲート信号線１７ａ及び１７ｃを２２１の波形に
より入力すると緑及び青色の画素については、１行前の映像信号が画素に書き込まれ、ソ
ース信号線の変化により当該行の映像信号が書き込まれるようになる。
【０２９９】
　液晶などでは、書き込み時の最終電圧（ゲート信号線がオフになる瞬間の電圧）が１フ
レーム間画素に保持され、所定輝度で表示されるため問題がない。本実施例における画素
構成を持つ有機ＥＬ表示パネルにおいては、映像信号を駆動トランジスタ１１ａに書き込
む際に駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキを補正する動作を行っている。
【０３００】
　補正に要する時間を短縮するため、書き込みを行う前に、初期化動作を行い、駆動トラ
ンジスタ１１ａのゲート端子に低い電圧（白表示時よりもさらに駆動トランジスタ１１ａ
が電流を流す電圧）にあらかじめ初期化を行っている。
【０３０１】
　初期化の電圧は低いほど特性補正が高速化される。選択駆動時に１行前の電圧が少しで
も印加されると、駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧が１行前の電圧に変化してしまい
、１行前の電圧が印加された状態で、当該行の映像信号による階調信号の書き込みとトラ
ンジスタばらつき特性補正を行うこととなり、初期化を行う効果がなくなってしまう。こ
れは３選択駆動でなくても、２選択以上の信号線選択駆動を実施する際に共通の課題であ
る。
【０３０２】
　本実施例では、選択駆動を行う際に、同一水平走査期間で書き込みを行う信号線の電圧
がすべて確定した後に特性キャンセル動作を行うようにした。
【０３０３】
　図２３、図２４及び図２６に実施例の１つを示す。ここで選択駆動は赤緑青の３つの信
号線を順に選択する３選択駆動方式としている。２選択や、４選択以上でも同様に実現で
きる。
【０３０４】
　キャンセル時間を確保するために、各列に対して２本の信号線を用意し、偶数行と奇数
行で異なるソース信号線を利用している。図２３ではゲートドライバ回路１２ａをシフト
レジスタ回路１系統で実施する構成を示している。図２３のゲートドライバ回路１２ａを
用いた場合の信号入力と、信号線選択回路２３２の動作を図２６に示す。１水平走査期間
内で赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）に信号線を切り替えている。また１水平走査期間ごと
に奇数行用のソース線１８ｂ、偶数行用のソース線１８ａを切り替えて選択を行っている
。
【０３０５】
　この方式では、初期化のタイミングと当該行の映像信号線の書き込みが同一で、画素内
部への映像信号の書き込みは、次の水平走査期間にて実施されている。したがって、駆動
トランジスタ１１ａへの信号線書き込み及び特性ばらつき補正の実施中に映像信号が変わ
ることはなく、選択駆動時でもこれまで同様の駆動が実施可能である。
【０３０６】
　１画素分に注目したタイミングチャートを図２４に示す。ここではこれまで記載してい
なかった、ゲート信号線１７ｂについても記載を行っている。ゲート信号線１７ｂについ
ては、初期化期間及び特性キャンセル、階調信号を駆動トランジスタに書き込みを行って
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いる期間では必ず、接続されるスイッチが非導通状態である必要がある。しかし、その他
の期間では、導通、非導通状態いずれであってもかまわない。これは本実施例のほかの実
施の形態でも同様である。図２４では、導通非導通を繰り返し実施している例を示してい
る。
【０３０７】
　ソース信号線１８は３選択駆動対応用に１水平走査期間の間に３画素分の信号を送って
いる。信号線選択回路により奇数行目の青画素に対応するソース信号線１８ｂＢの電圧変
化は２４１に示す波形のようになる。
【０３０８】
　１行目に対応する階調信号の変化は２４２のタイミングで変化する。このときゲート信
号線１７ｂがオフ状態となっており、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に１行前の映
像信号が書き込まれることが無いようになっている。ゲート信号線１７ａについては、図
２３のゲートドライバ回路１２の構成によればオフとなっているが、オン状態であっても
かまわない。ゲートドライバ回路１２の構成を変更してオンとしてもよい。駆動トランジ
スタ１１ａのソース端子に１行前の電圧が印加されるが、初期化されているゲート端子に
は印加されることが無いためである。
【０３０９】
　時間２ｔ以降でゲート信号線１７ｃ、１７ａが導通状態となり、駆動トランジスタ１１
ａに階調電圧及び特性キャンセル動作が行われる。このとき、ソース信号線１８ｂＢは図
２６でもあったように、信号線選択回路２３２により各ソース信号線から切り離された状
態となる。
【０３１０】
　ソース信号線の浮遊容量２３３により、ソースドライバから書き込まれた電圧が２水平
走査期間の間保持される。保持された電圧値が画素に書き込まれ、所定電圧が書き込まれ
ている。時間２ｔ～３ｔの間で、駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧は書き込まれるソ
ース電圧（Ｖｓｉｇ）からしきい値電圧（Ｖｔｈ）分低下した電位に徐々に変化し、（Ｖ
ｓｉｇ－Ｖｔｈ）となる。時間３ｔで所定電圧に書き込まれた後、ゲート信号１７ｂを導
通状態にすることで所定電流がＥＬ素子１５に流れ、発光する。
【０３１１】
　図２７はゲートドライバ回路１２ａをシフトレジスタ２系統で構成した場合の図である
。これによればスタートパルスの個別設定にて、ゲート信号線１７ｄに対してゲート信号
線１７ａ及び１７ｃのパルス幅を異ならせて設定することが可能である。
【０３１２】
　図２８にゲートドライバ回路１２ａ１及び１２ａ２の入力波形と、各ゲート信号線波形
を示す。初期化用の信号を生成するゲートドライバ回路１２ａ１について、初期化を行う
ためのパルスを生成する。初期化に要する時間はＶｒｓｔを発生する電源能力によるが１
０μ秒程度で初期化が完了する。ゲート信号線１７ｄがオン状態となるのは短い時間で実
施している。
【０３１３】
　時間がかかる特性キャンセル期間と初期化期間は同時に実施することができないため、
２水平走査期間内で初期化～特性キャンセル、階調信号書き込みを実施するためには、初
期化を短くすることが重要であるためである。
【０３１４】
　図２７、図３７の実施例では、１水平走査期間に２画素行を選択する方式であるが、本
実施例はこれに限定するものではない。３画素行以上を同時に選択してもよい。３画素行
以上を同時に選択する場合は、ソース信号線１８の本数も増加させる。基本的には、１水
平走査期間に同時に選択する画素行分の数量のソース信号線１８を形成する。
【０３１５】
　また、同時に選択する画素行は、隣接していることに限定されない。２画素行単位でも
よい。一例として、第１水平走査期間に、第１番目の画素行と第３番目の画素行を選択し
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、第２水平走査期間に、第２番目の画素行と第４番目の画素行を選択する駆動方式が例示
される。
【０３１６】
　また、同時に選択する画素行は、映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込みタイミングをずられて
もよい。例えば、第１番目の画素行と第２番目の画素行を選択する場合、第１番目の画素
行を選択した後、５μ秒後に第２番目の画素行を選択してもよい。選択タイミングを異な
らせることにより、突入電流などを抑制することができる。また、選択回路１０４１を形
成し、選択回路１０４１とタイミング調整を実施してもよい。
【０３１７】
　図２８では赤色にソース出力が選択された期間のみで実施しているが、赤と緑色の選択
期間もしくは赤色の選択期間の一部などであってもよい。最も当該行の映像信号が書き込
まれるのが遅い青色のソース信号線１８ａＢもしくは１８ｂＢにおいては青色の選択期間
になるまで当該画素に対応する電圧がソース信号線１８ａＢもしくは１８ｂＢに印加され
ていないため、特性キャンセル期間に移行することができない。
【０３１８】
　特性キャンセルができないことから、赤緑選択期間は初期化期間としても問題が無い。
特性キャンセル及び階調信号書き込みであるが、ゲートドライバ回路１２ａ２のシフトレ
ジスタ回路により２水平走査期間選択できるパルスを生成し、初期化期間もしくは映像信
号が書き込まれていない期間を除くように、奇数行偶数行別にイネーブル期間を設けるイ
ネーブル信号を有する。
【０３１９】
　１行目の特性キャンセル及び階調信号書き込み期間は２８１で示される期間となる。２
８１の期間の始めは、青画素書き込み終了後となっているが、青画素が信号線選択回路で
選択され所定電圧にソース信号線１８ａＢもしくは１８ｂＢが変化した後であれば、ゲー
ト信号線１７ａ及び１７ｃをローレベルにしてもよい。２８１の期間の終わりは、次に同
一のソース信号線に異なる行の画素に対応する電圧が印加される前に設定すればよい。信
号線選択速度が速い場合には、書き込み終了後～次の水平走査期間の最後まで特性キャン
セル期間を設定することができ、駆動トランジスタ１１ａのしきい値電圧補正能力が高い
表示が実現可能である。
【０３２０】
　なお、ゲート信号線１７ａについては、２水平走査期間すべてにおいてローレベルとし
てもよい。トランジスタ１１ｃが導通状態となっても、駆動トランジスタ１１ａのゲート
電圧には影響がないためである。この場合、ゲート信号線１７ｃ用にはイネーブル信号を
介してシフトレジスタ出力が入力され、ゲート信号線１７ａ用にはイネーブル信号を介さ
ずもしくは、別途のイネーブル信号を介してシフトレジスタ出力が入力される構成となる
。
【０３２１】
　これまでは画素回路１６に用いられるトランジスタはＰチャンネルトランジスタで説明
を行ってきたが、図２９に示すＮチャンネルトランジスタで構成してもよい。以上の事項
は本実施例の他の画素構成においても同様である。
【０３２２】
　有機ＥＬ素子１５については、アノードとカソードの向きが逆でかつ、Ｖｓｓ電位＞Ｖ
ｄｄ電位という構成であってもよい。図２９ではコンデンサ１９ｂが形成されているが、
コンデンサ１９ｂがなくても本実施例を同様に実施することが可能である。以上の事項は
本実施例の他の画素構成においても同様である。
【０３２３】
　なお、図２９と図４とを比較すると、図４は、突き抜けコンデンサ１９ｃがゲート信号
線１７ａと駆動トランジスタ１１ａのゲート端子間に配置されているのに対して、図２９
では、突き抜けコンデンサ１９ｃがゲート信号線１７ｃと駆動トランジスタ１１ａのゲー
ト端子間に配置されている。
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【０３２４】
　コンデンサ１９ｂが形成されていると、次に画素に映像信号が書き込まれるまでの１フ
レーム間電圧が保持されるため、ａ点の電位が保持される。あるいは、次にトランジスタ
１１ｃがオンし映像信号が画素１６に書き込まれる時までａ点に印加された（書き込まれ
た）電圧が保持される。
【０３２５】
　保持された電位を元にトランジスタ１１ｂを導通状態とすれば階調信号に応じた信号で
、駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキをキャンセルすることが可能である。これが図
３０に示すキャンセル期間３０２となる。
【０３２６】
　このキャンセル期間（オフセットキャンセル期間）は水平走査期間の長さによらずゲー
トドライバ回路１２の構成によって任意に設定することが可能である。映像信号の書き込
みと駆動トランジスタ１１ａの初期化は、キャンセル期間３０２の前に実施される（期間
３０１）。トランジスタ１１ｆと１１ｃのみ導通状態である。これでＶｒｓｔ電源により
駆動トランジスタ１１ａのゲート電位を初期化し、同時にソース信号線１８からコンデン
サ１９ｂに所定電圧の書き込みを行っている。
【０３２７】
　コンデンサ１９ｂに所定階調電圧を保持することから、ソース信号線１８は１本で、１
水平走査期間のみトランジスタ１１ｃをオンさせるだけでよい。ソース信号線１８を２本
用意する方法でソース信号線１８の浮遊容量とコンデンサ１９ｂの両方で階調電圧を保持
する方法をとってもよい。この場合、コンデンサ１９ｂは小さくすることができる。
【０３２８】
　オフセットキャンセルが完了したら、ＥＬ素子１５に電流を印加して所定輝度による発
光を得る。この期間が発光期間３０４である。このときトランジスタ１１ｄと１１ｅが導
通状態となりＥＬ素子１５に電流を供給する。
【０３２９】
　前後にある非発光期間３０３は、黒挿入を行い動画視認性向上等の効果を得る際に挿入
される期間である。黒挿入はｄｕｔｙ駆動であり、図１２、図１３、図８４、図９８、図
９９などを用いて説明を行っている。このときは少なくともトランジスタ１１ｄもしくは
１１ｅのいずれか一方が非導通状態になっている。また、常時点灯状態にして黒挿入を行
わない場合には、期間３０３はなくても差し支えない。
【０３３０】
　なお、本実施例における切り替え部１４１及び信号線選択回路２３２は必ずしもアレイ
基板上に形成する必要が無く、ソースドライバＩＣに内蔵される構成であってもよい。
【０３３１】
　本実施例において、同一列に形成された画素に接続されるソース信号線は２本である例
で説明をおこなったが、３本以上の複数のソース信号線であっても同様に実施が可能であ
る。一般にＮ本のソース信号線を用意し、Ｎ画素おきにソース信号線を接続すれば、Ｎ水
平走査期間の間ソース信号線は階調電圧を保持することが可能となり、特性キャンセル期
間を長く取ることができる。キャンセル期間を確保することにより、より駆動トランジス
タ１１ａの特性に近づいたゲート電圧を画素回路で保持することができるようになり、表
示ムラが改善する。また、複数の画素行を同時に選択してもよい。
【０３３２】
　Ｎ本のソース信号線について、少なくとも隣接画素間で異なるソース信号線に画素回路
を接続しておけば、２水平走査期間の間ソース信号線に階調信号が保持されることから、
同様に特性キャンセル期間を拡大することができ、表示ムラが少ないＥＬ表示装置を得る
ことができる。
【０３３３】
　図３１は、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子の電圧を初期化するための電源（リセ
ット電圧Ｖｒｓｔ）を、電圧源から電流源に変更した回路である。図３２に図３１の回路
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構成におけるゲート信号線の波形を示す。図３１の回路構成において、１画素での動作は
、１フレームの間に、書き込み期間３２１、発光期間３２４、非発光期間３２３に分けら
れる。非発光期間３２３は、黒挿入（ｄｕｔｙ駆動：間欠表示駆動）を行って動作視認性
を向上させる場合などに用いられる。本発明の実施例においては、非発光期間３２３は、
あってもなくてもよい。特性バラツキの補償能力向上を同様に実現できる。
【０３３４】
　書き込み期間３２１において、トランジスタ１１ｂ、１１ｃ、１１ｆが導通状態となる
。これによりソース信号線１８の電圧が駆動トランジスタ１１ａのソース端子に印加され
る。駆動トランジスタ１１ａのゲートとドレイン端子はトランジスタ１１ｂにより同電位
となり、電流源３１２により供給される電流が駆動トランジスタ１１ａのドレイン電流と
なるようなゲート、ドレイン電圧となる。
【０３３５】
　したがって、書き込み期間３２１において、トランジスタ１１ａのゲート電圧は、ソー
ス信号線１８の電圧が映像信号電圧Ｖｓｉｇであったとすると、（Ｖｓｉｇ－Ｖｔ１）と
なる。ここでＶｔ１は、駆動トランジスタ１１ａに電流源３１２の電流（Ｉｒｓｔ）を流
したときのソースドレイン間電圧であり、駆動トランジスタ１１ａの特性により異なる電
圧値となる。
【０３３６】
　リセット電流Ｉｒｓｔが駆動トランジスタ１１ａつまりＥＬ素子１５に流れるときには
、特性バラツキを補正した電圧が駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加され、表示
ムラのないＥＬ表示装置が実現できる。
【０３３７】
　従来の構成においては、Ｉｒｓｔ＝０つまり黒表示時に完全に特性ばらつきを補正し、
電流が増加するにつれ、補正ができない移動度ばらつきに起因する電流ばらつきが発生し
、高階調ほど表示ムラが発生しやすい状況であった。
【０３３８】
　表示ムラは輝度が低いほど視認しにくく、中間調～高階調では視認しやすい性質があり
、階調０に相当する電流で特性補正を行うよりも、視認しやすい中間～高階調での補正が
望ましい。初期化用の電流源の出力電流Ｉｒｓｔの電流値を中間～高階調に設定すれば、
視認されやすい階調での表示ムラを優先してなくせる。また、視認しにくい階調では、移
動度ばらつきがおこる構成であっても見えにくいことを利用し、全階調領域における表示
ムラレベルの向上を実現できる。本実施例は、駆動トランジスタの特性バラツキのキャン
セル動作中に電流Ｉｒｓｔを流し、特性キャンセルがもっともよく行われる電流領域を変
更させることができるようにしたことが特徴である。
【０３３９】
　図３３の回路は、図３１の構成に対して、さらに初期化用の電圧源（リセット電圧Ｖｒ
ｓｔを出力）３３１及び電圧源３３１と電流源３１２の切り替えを行う切り替え部３３３
を有することが特徴である。これは、電流源３１２によりトランジスタ１１ａの電圧を変
化させる場合に、１フレーム前に黒表示をした画素であると、駆動トランジスタ１１ａに
流れる電流がＩｒｓｔに変化するまでに時間がかかる。そのため、書き込み期間３２１内
に駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧がＶｓｉｇ－Ｖｔ１になりにくい問題を解消する
ためである。
【０３４０】
　駆動トランジスタ１１ａのドレイン電流が多いほど、書き込み期間３２１における駆動
トランジスタ１１ａのゲート電圧を変化させやすい。電流が多く流れるほど、保持用コン
デンサ１９ａの電荷の充放電速度が速くなるため、ゲート電圧が変化しやすくなる。
【０３４１】
　そこで、ゲート電圧の変化速度向上を目的として、電圧源３３１を用意し、書き込み期
間３２１の初期に、電流源３１２に変わり、低電圧（白表示ほど低電圧の図３３の回路構
成の場合）の電圧を駆動トランジスタ１１ａに供給することで、書き込み期間３２１の初
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期に駆動トランジスタ１１ａのドレイン電流が多くなるようにして、残りの期間での、リ
セット電流源３１２によるキャンセル動作を高速化するようにした。
【０３４２】
　図３４に図３３の回路構成におけるゲート信号及び切り替え手段の動作を示した。書き
込み期間３２１のうち電圧源が供給される期間３４１において、駆動トランジスタ１１ａ
のゲート電圧はＶｒｓｔとなる。
【０３４３】
　リセット電圧Ｖｒｓｔは低い電圧であるほど、切り替え手段３３３により電流源３１２
に切り替えた際のゲート電圧の変化を高速化させるが、低下くしすぎると、所定階調との
ゲート電位の差が大きくなりすぎ、所定値まで電圧が変化しきれない可能性がある。
【０３４４】
　したがって、リセット電圧Ｖｒｓｔは、（白表示時の電圧）～（白表示時の電圧－５（
Ｖ））程度が好ましい。続く３４２の期間において、電流源３１２と書き込まれるソース
信号線電圧Ｖｓｉｇに基づいてゲート電圧がＶｓｉｇ－Ｖｔ１に変化する。
【０３４５】
　この時、図３２の構成に比べて、トランジスタ１１ａのドレイン電流が多く、蓄積コン
デンサ１９の電荷の充放電速度が高速化されることから、Ｖｓｉｇ－Ｖｔ１までに変化す
る速度は、電圧印加期間３４１を含めても高速化され、より短時間での特性補正が可能と
なる。
【０３４６】
　図３５はゲート信号線をトランジスタ１１ｅと１１ｄで個別制御にした回路構成を示し
ている。１画素において、１フレームは、リセット期間３６１、映像信号書き込みと特性
キャンセル期間３６２、非発光期間３６３、発光期間３６４からなる。
【０３４７】
　駆動トランジスタ１１ａの初期化（リセット）を行う電源が、電圧源３３１、電流源３
１２の２つがあり、電圧源３３１が印加されるリセット期間を３６５、電流源３１２が印
加されるリセット期間を３６６とする。
【０３４８】
　なお、リセット期間３６１は電流源３１２から出力される電流を元に駆動トランジスタ
１１ａを初期化し、かつ同一列で同一のリセット線３１１を利用して画素にリセット電圧
及び電流を書き込むことから、１水平走査期間以内で実施する必要がある。
【０３４９】
　映像信号書き込みと特性キャンセル期間３６２は、同一列で同一のソース信号線１８か
ら映像信号に対応する電圧が供給されることから、１水平走査期間以内で実施する必要が
ある。リセット及び特性キャンセルに時間がかからない場合においては、リセット期間３
６１と映像信号書き込みと特性キャンセル期間３６２を１水平走査期間内に実施してもよ
い。
【０３５０】
　本実施例の方式においては、駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧の初期化を、電圧源
３３１ばかりでなく、電流源３１２を用いて実施することが特徴である。
【０３５１】
　図３６に示すようにリセット期間３６１のうちの期間３６５において、従来と同様に電
圧源３３１により駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧をＶｒｓｔに初期化する。このと
きゲート信号線１７ｅ及び１７ｃによりトランジスタ１１ｅ及び１１ｂについては、オン
でもオフでも構わない。しかし、Ｖｄｄ電源からＶｒｓｔ電源に駆動トランジスタ１１ａ
の特性により貫通電流が流れることを防止する観点から少なくとも一方のトランジスタに
ついてはオフにすることが好ましい。
【０３５２】
　本実施例ではリセット期間３６１の間にさらに期間３６６を設け、切り替え手段３３３
の接続を切り替え、電流源３１２により駆動トランジスタ１１ａの初期化を行う。電流源
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３１２の電流が駆動トランジスタ１１ａのドレイン電流となるように、トランジスタ１１
ｆ、１１ｂ、１１ｅをオン状態とする。
【０３５３】
　電流源３１２の電流値は、期間３６６において、駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧
が電圧源３３１のＶｒｓｔ付近になるような電圧に設定することが好ましい。駆動用トラ
ンジス１１ａの特性バラツキがあるため、ＥＬ表示装置に形成された画素の平均電圧がＶ
ｒｓｔであってもよい。期間３６６により駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧はＶｒｓ
ｔ＋ΔＶ１に変化する。ここでΔＶ１は電流源３１２の電流（Ｉｒｓｔ）を流したときの
ゲート電圧ばらつきに相当する。
【０３５４】
　映像信号書き込みと特性キャンセル期間３６２においてソース信号線１８から映像信号
が入力され、トランジスタ１１ｂがオン状態であり、トランジスタ１１ｆがオフ状態であ
ることで、駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧は映像信号電圧をＶｓｉｇとするとＶｓ
ｉｇ－Ｖｔｈ（Ｖｔｈはしきい値（閾値）電圧）となるまで変化する。Ｖｓｉｇ－Ｖｔｈ
となるのは、特性キャンセル期間が十分長い時間である場合であって、１水平走査期間で
３６２の期間を終わらせる必要があることから、特性キャンセル期間は４０μ秒程度しか
取れない。
【０３５５】
　そのためゲート電圧は期間３６６が存在しない図４１の構成であれば、（Ｖｓｉｇ－Ｖ
ｔｈ－ΔＶ２）までしか変化できない。ΔＶ２分の電位変化が不足となる。そのためΔＶ
２に相当する分だけたくさん駆動トランジスタ１１ａのドレイン電流ΔＩ２が流れる。Δ
Ｉ２は、駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキによってばらつく。この影響でＥＬ素子
１５に流れる電流にバラツキが発生し、表示ムラが発生する。
【０３５６】
　期間３６６が存在すると、期間３６１の終わりの電位がΔＶ１だけずれるため、期間３
６２の終了時のゲート電圧は（Ｖｓｉｇ－Ｖｔｈ－ΔＶ２＋ΔＶ１）となる。電流源によ
り一定電流を印加した結果トランジスタ１１ａのゲート電圧がΔＶ１だけずれていること
から、ΔＶ２に対するΔＩ２が大きい駆動トランジスタ１１ａの場合（よく電流を流すト
ランジスタ）には、ΔＶ１は大きくなり、ΔＶ２に対するΔＩ２が小さい駆動トランジス
タ１１ａの場合には、ΔＶ１は小さくなる（負の値を含む）。
【０３５７】
　表示ムラにおいてたくさん電流が流れる画素（ΔＶ２に対するΔＩ２が大きい）では、
ΔＶ１が大きくなり、ゲート電圧が上昇する。少ない電流の画素ではΔＶ１が小さくなる
ことからゲート電圧が下降する。電流が流れやすい画素では１１ａのゲート電圧が上昇し
電流が流れに食うなり、電流が流れにくい画素ではゲート電圧が低下することで電流が流
れるようになることから、画素ごとの電流量の差が小さくなる方向となり、表示ムラを改
善することが可能となる。
【０３５８】
　図４０に異なる電流－電圧特性を持つ駆動トランジスタ１１ａに対する、リセット期間
３６１を電圧源のみで実現した場合（ａ）と、電流源を用いて実現した場合（ｂ）の映像
信号書き込みと特性キャンセル期間３６２終了後の電流値の違いを示す。
【０３５９】
　図４０（ａ）では電圧源のみで駆動トランジスタ１１ａの初期化を行っているため、４
０１と４０２の特性を示す２つの画素の駆動トランジスタ１１ａにおいて、ゲート電圧が
Ｖｒｓｔとなるが、そのときの電流値はＩｒｓｔ１、Ｉｒｓｔ２と異なる値となる。
【０３６０】
　４０１の特性では点４０３ａ、４０２の特性では点４０３ｂである。次に映像信号書き
込みと特性キャンセル期間３６２において、駆動トランジスタ１１ａのソース電位に映像
信号が書き込まれ、ゲート電位はしきい値キャンセル動作によりソース電位からしきい値
電圧分下がった点まで変化しようとする。一例として変化に要する時間は１００μ秒程度
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かかる、したがって、１水平走査期間では、十分にキャンセル電圧４０６にまで変化せず
、４０５に示す点までの変化となる。
【０３６１】
　電圧変化量は流れる電流と浮遊容量により決められ、電圧変化量ΔＶ＝ｉ・Ｔ／Ｃ（こ
こで、ｉ：流れる電流、Ｔ：キャンセル期間３６２の長さ、Ｃ：浮遊容量）であらわされ
、４０３ａ点の方が、４０３ｂ点に比べて電流が多いことから、曲線４０１で示されるト
ランジスタの方は電位変化量が大きく、Ｖ２まで電圧が変化する。
【０３６２】
　曲線４０２では、点４０３ｂでの電流が少ないため変化量が少なくなり、Ｖ１までしか
電圧が変化しない。点４０５ａ及び４０５ｂでのドレイン電流がＩ２とＩ１で異なり、こ
の差が表示ムラとして視認される可能性がある。
【０３６３】
　一方で電流源を用いてリセットを実施した場合には、図４０（ｂ）に示すように、リセ
ット期間３６１の終了時には、ドレイン電流がＩｒｓｔ、ゲート電圧が曲線４０１と４０
２で異なり、Ｖｒｓｔ１、Ｖｒｓｔ２となる。（点４０４ａ、４０４ｂ）次に映像信号書
き込みと特性キャンセル期間３６２においてキャンセルを行うと、流れる電流はＩｒｓｔ
と同じで、浮遊容量にばらつきがなく、キャンセル時間は同一パネルであることから同一
に設定できるため、ΔＶは曲線４０１、４０２とも同一となり、それぞれ同一電位だけシ
フトしたＶ１及びＶ２の電圧となる。（点４０５ｃ、４０５ｄ）このときのドレイン電流
はいずれもＩ１となり、駆動トランジスタ１１ａの特性に違いがあったとしても特性キャ
ンセル期間３６２終了後の書き込まれた電流値が同一となり、表示ムラがなくなる構成を
実現できる。
【０３６４】
　リセット期間で、一定電流により駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧を個別に設定す
ることで、キャンセル期間が短いことにより駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧が完全
に特性キャンセルされた電圧とずれたとしても、電流ばらつきが小さい構成を実現するこ
とができる。
【０３６５】
　期間３６５はなく、期間３６６の電流源のみでのリセットをおこなってもよいが、電流
源３１２によりＶｒｓｔ電圧付近までゲート電圧を変化させるのに時間がかかることから
、あらかじめ電圧源３３１によりＶｒｓｔ付近まで電圧を変化させてから電流源３１２に
よるリセットを行うことが好ましい。リセット期間３６１が長く、電流源３１２のみでＶ
ｒｓｔ＋ΔＶ１まで電圧が変化できるのであれば、電圧源３３１、切り替え手段３３３、
期間３６５はなくてもよい。
【０３６６】
　図３５の画素回路構成のＥＬ表示装置は、同一列の画素に対して複数のソース信号線を
用意し、ソース信号線方向に隣接する画素で、異なるソース信号線から映像信号を書き込
むようにすることで、書き込み時間を長くする構成と組み合わせて実施することも可能で
ある。例えば、２本のソース信号線を用意した場合の回路を図３７に示す。
【０３６７】
　ソース信号線１８を２本用意すれば、図１４、図１６、図１９などで説明したように、
ソース信号線１８に印加される階調信号は２水平走査期間ごとに変化することから、映像
信号書き込みと特性キャンセル期間３６２を最大２水平走査期間まで拡大させることが可
能となる。例えば、図３８に示すような駆動波形を実現することができる。期間３６２が
拡大することで駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧を変化させる時間を長く取ることが
でき、誤差ΔＶ２の絶対値を小さくすることができ、より正確にキャンセルを行うことが
可能となる。
【０３６８】
　図３７の構成でリセット線３１１は１列分の画素に１本であるが、ソース信号線１８と
同様に複数本（例えば２本）を形成すれば、リセット期間３６１についても最大２水平走
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査期間に拡大することができ、リセット電圧もより駆動トランジスタ１１ａの特性に応じ
た電圧にすることが可能となる。
【０３６９】
　図３７の構成や、図３５の構成において、リセット線３１１に切り替え手段３３３を介
して電流源３１２、電圧源３３１が接続されているが、電圧源３１１がなくても、１水平
走査期間以内に、電流源３１２によって、所定の初期化電位になるまで、駆動トランジス
タ１１ａのゲート電圧を変化させることができれば、電流源のみでリセット期間３６１を
構成することができる。この時、図３９に示すような１フレーム期間の動作となる。
【０３７０】
　駆動トランジスタ１１ａのゲート電圧はＶｒｓｔ＋ΔＶ１に収束する。電圧源３３１を
併用した場合でも図３６、図３８に示すようにＶｒｓｔ＋ΔＶ１と同一値であり、初期化
の効果はかわらず同等であるため、電流源のみの構成でもよい。
【０３７１】
　以上のように、図４０などでも説明したように、駆動トランジスタ１１ａがＰチャンネ
ルトランジスタの場合、ゲート端子電圧が高くなるほどチャンネルを流れる電流が減少す
る。図４９ではその関係を図示している。図４９は、横軸を駆動トランジスタ１１ａのゲ
ート端子電圧を示す。右側が正である。上のグラフの縦軸は、駆動トランジスタ１１ａの
チャンネル間（ソース－ドレイン端子間）に流れる電流を示す。上が正である。下のグラ
フの縦軸は、経過時間を示す。上が正である。
【０３７２】
　上図において、リセット電圧Ｖｒａが駆動トランジスタ１１ａに印加され、トランジス
タ１１ｂがクローズしてオフセット動作が開始すると、駆動トランジスタ１１ａのドレイ
ン電流は低下していく。リセット電圧Ｖｅａが印加された最初に流れる電流は、Ｉｉａで
あるが、時間の経過と共に電流が減少し、ある設定階調（第１階調と呼ぶ）の電圧Ｖｅａ
で流れる電流はＩｅａ、他のある設定階調（第２階調と呼ぶ）の電圧Ｖｅｃで流れる電流
はＩｅｃとする。
【０３７３】
　下図は、ゲート端子電圧と、経過時間を示す。リセット電圧ＶｒａからＶｅａまでに必
要とする時間は、ｔａである。しかし、リセット電圧ＶｒａからＶｅｃまでに達するのに
必要な電圧は、一点破線で示すように非常に時間がかかる。したがって、駆動トランジス
タ１１ａのゲート端子電圧がＶｅｃになるまでには非常に長いオフセット時間を必要とす
る。
【０３７４】
　リセット電圧ＶｒｓｔがＶｒｂであれば、下図の点線のカーブでゲート電圧は変化する
。チェンネルに流れる電流はＩｒｂから時間経過と共に低下する。ゲート端子電圧が、Ｖ
ｅａに到達する時間は、ｔｂであり、Ｖｅｃに到達する時間は、ｔｃである。
【０３７５】
　リセット電圧Ｖｒｓｔ＝Ｖｒｂであれば、経過時間ｔｃで、ゲート端子電圧Ｖｅｃとな
り、電流はＩｅｃとなる。したがって、下図の実線のように、電流Ｉｅｃに達する時間は
、非常に長時間となることはなく、比較的短時間に目標値Ｉｅｃに到達する。
【０３７６】
　図４９の関係から、第１階調と第２階調で、リセット電圧Ｖｒｓｔを可変することによ
り、規定の経過時間（オフセットキャンセル時間）に、目標値の電流がＥＬ素子１５に流
れるように設定することができる。
【０３７７】
　図５０に図示するように、階調電圧（駆動トランジスタ１１ａに印加する電圧）とリセ
ット電圧Ｖｒｓｔと適正な関係がある。
【０３７８】
　図５０は、横軸は電圧（駆動トランジスタ１１ａに印加する電圧）であり、縦軸は、階
調番号である。図５０では、駆動トランジスタ１１ａとＰチャンネルトランジスタとして
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いる。したがって、階調が大きい方が、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧が低く
、階調が小さい方が、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧は高い（アノード電圧に
近い）。
【０３７９】
　図５０では、駆動電圧（階調電圧、プログラム電圧）を点線で示す。リセット電圧Ｖｒ
ｓｔは、階調電圧に対して一定値以下の電圧をリセット電圧として印加すればよい。実線
にリセット電圧１として、図示している。階調１０２３では、リセット電圧Ｖｒｓｔは－
２Ｖであり、階調５１１では、リセット電圧Ｖｒｓｔは約１．３Ｖである。
【０３８０】
　以上のリセット電圧１は、階調電圧（駆動電圧）に対して、一定電圧を下となる電圧印
加する場合であるが、これに限定するものではない。例えば、図５０の一点鎖線（リセッ
ト電圧２）のように階調に対して直線であってもよい。その他、リセット電圧は、階調に
対して非線形であってもよいし、ステップ状であってもよい。
【０３８１】
　また、図５１に図示するように、階調に対してリセット電圧（実線）を非線形の関係に
してもよい。階調が大きいほど、リセット電圧を低くし、階調が小さいほど、駆動電圧と
リセット電圧Ｖｒｓｔとの差を小さくしてもよい。
【０３８２】
　図５１にように、リセット電圧Ｖｒｓｔを設定するのは、高階調の領域では、オフセッ
ト時に駆動トランジスタ１１ａのチャンネルが大きく、リセット電圧Ｖｒｓｔと駆動電圧
との絶対電圧が大きくても、十分にオフセットキャンセルできるからである。また、オフ
セット電圧に十分収束しなくとも階調表示に問題がないからである。
【０３８３】
　一方、図５１にように、リセット電圧Ｖｒｓｔを設定するのは、高階調の領域では、オ
フセット時に駆動トランジスタ１１ａのチャンネルが大きく、リセット電圧Ｖｒｓｔと駆
動電圧との絶対電圧が大きくても、十分にオフセットキャンセルできるからである。また
、オフセット電圧に十分収束しなくとも階調表示に問題がないからである。
【０３８４】
　低階調の領域では、オフセット時に駆動トランジスタ１１ａのチャンネルが小さく、リ
セット電圧Ｖｒｓｔと駆動電圧との絶対電圧を小さくしなくては、オフセットキャンセル
が十分できないからである。
【０３８５】
　以上のように、本実施例は、階調電圧に対応させてリセット電圧Ｖｒｓｔを変化させる
のが本実施例の１つの技術的思想である。つまり、映像信号電圧に対応させてリセット電
圧Ｖｒｓｔを変化させるのが本実施例の技術的思想である。対応させてリセット電圧Ｖｒ
ｓｔを変化させるとは、少なくとも任意の第１の階調と任意の第２の階調とで、リセット
電圧Ｖｒｓｔを変化あるいは異ならせることである。図４２などで説明する駆動方式は、
以上の効果、方式を適用したものある。
【０３８６】
　以下、図４２を参照しながら、本発明の他の実施例ついて説明する。図４２の駆動トラ
ンジスタ１１ａと駆動トランジスタ１１ａのソース端子間にコンデンサ１９ｂが配置又は
形成されていることである。コンデンサ１９ｂは、リセット電圧Ｖｒｓｔが印加される配
線とソース信号線１７からの映像信号Ｖｓｉｇが印加される配線とに接続される。又は形
成される。コンデンサ１９ｂの容量は、保持用コンデンサ１９ａの容量の５０％以上１５
０％以下に形成される。
【０３８７】
　以下の説明では、理解を容易にするため、保持用コンデンサ１９ａの容量がコンデンサ
１９ｂに比較して非常に大きいとし、コンデンサ１９ｂのａ端子の電圧の変化が、ｂ端子
にそのまま変化するとして説明をする（現実の構成ではないが、理解を容易にするためで
ある）。例えば、ａ点の電位が、５Ｖから３Ｖに変化すると、ｂ点の電位が５－３＝２Ｖ
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変化するものとする。
【０３８８】
　コンデンサ１９ｂの機能は、リセット電圧Ｖｒｓｔの電位を映像信号電圧Ｖｓｉｇで変
動させる機能を有する。したがって、コンデンサ１９ｂの配置位置（形成位置）は、一端
子にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加される配線あるいはリセット電圧Ｖｒｓｔが伝達される
配線接続され、他方が、映像信号電圧Ｖｓｉｇがいんかされる配線あるいは映像信号電圧
Ｖｓｉｇが伝達される配線に接続され、かつ、コンデンサ１９ｂに前記映像信号電圧Ｖｓ
ｉｇとリセット電圧Ｖｒｓｔが印加されることにより、その相互作用により発生した電圧
を駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加あるいは保持される電圧又は電位に作用す
るものである。
【０３８９】
　図４３は、図４２の画素構成の動作を説明するための説明図である。図４２などにおい
て、電流経路は、点線で示しており、各スイッチトランジスタ１１は、スイッチで図示し
ている。スイッチがオープンの時、トランジスタ１１がオフ状態を示し、スイッチがクロ
ーズの時、トランジスタ１１がオン状態を示す。また、図４４は、図４３の動作をタイミ
ングチャートに図示したものである。但し、本明細書において、タイミングチャートは模
式的に図示している。このことは本発明の他の実施例においても同様である。
【０３９０】
　図４３（ａ）はＥＬ素子１５に電流が供給され、ＥＬ素子１５が発光（点灯）している
状態である。
【０３９１】
　図４３（ｂ）からが電圧プログラム（画素１６のＥＬ素子１５に流れる電流を書き換え
る動作あるいは期間）の動作である。まず、スイッチトランジスタ１１ｆがオンすること
により、リセット電圧Ｖｒｓｔが駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。リ
セット電圧Ｖｒｓｔは、－２Ｖ以上３Ｖ以下の電圧であることが好ましい。
【０３９２】
　スイッチトランジスタ１１ｆがオンすることにより、図４４の１ｔからａｔ期間にリセ
ット電圧Ｖｒｓｔが印加される。リセット電圧Ｖｒｓｔが印加されている期間は、スイッ
チトランジスタ１１ｂ、１１ｅ、１１ｃ、１１ｄはオフ状態である。
【０３９３】
　次に図４３（ｃ）に示すように、スイッチトランジスタ１１ｃをオンさせる。スイッチ
トランジスタ１１ｃのオンにより、図４２のａ点に映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加される。
一例として、映像信号電圧Ｖｓｉｇは、０Ｖ以上５Ｖ以下の電圧である。映像信号電圧Ｖ
ｓｉｇは、映像信号により変化する。
【０３９４】
　以上の動作より、図４２のｂ点にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加され、次に、ａ点に映像
信号電圧Ｖｓｉｇが印加される。Ｖｓｉｇ電圧は、理想的には保持用コンデンサ１９ａと
１９ｂで分圧される。分圧される割合は、保持用コンデンサ１９ａとコンデンサ１９ｂの
容量比で決まる。
【０３９５】
　説明を容易にするため、リセット電圧Ｖｒｓｔを－１Ｖとし、映像信号電圧の１Ｖ又は
４Ｖとする。また、１Ｖは、ＥＬ素子１５に最大の電流（白表示電流）を流す電圧と仮定
し、４Ｖは、ＥＬ素子１５に電流を流さない電流（黒表示電流）であると仮定する。また
、アノード電圧Ｖｄｄは、５Ｖであるとする。
【０３９６】
　今、映像信号電圧Ｖｓｉｇを１Ｖとすると、図４３（ｂ）では、ａ点に１Ｖが印加され
、ｂ点には－１Ｖが印加されている。ａ点に１Ｖが印加される以前は、図４３（ａ）の状
態であるから、ａ点には、５Ｖが印加されている。
【０３９７】
　以上の状態で、ａ点に印加される電圧が、Ｖｓｉｇ電圧により、５Ｖから１Ｖに変化す
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る。ａ点の電位が５Ｖから１Ｖに変化することにより（電圧変化５－１＝４Ｖ）、ｂ点の
電位も４Ｖ変化する（保持用コンデンサ１９ａの容量が、コンデンサ１９ｂの容量に比較
して非常に大きいとする）。したがって、ｂ点の電位は、－１Ｖから－５Ｖ（－１Ｖ＋（
－４）Ｖ）に変化する。以上の動作により、映像信号電圧Ｖｓｉｇが１Ｖの時は、駆動ト
ランジスタ１１ａのゲート端子電圧（ｂ点）の電位は、－５Ｖとなる。
【０３９８】
　映像信号電圧Ｖｓｉｇを４Ｖとすると、図４３（ｂ）では、ａ点に４Ｖが印加され、ｂ
点には－１Ｖが印加されている。ａ点に４Ｖが印加される以前は、図４３（ａ）の状態で
あるから、ａ点には、５Ｖが印加されている。
【０３９９】
　以上の状態で、ａ点に印加される電圧が、Ｖｓｉｇ電圧により、５Ｖから４Ｖに変化す
る。ａ点の電位が５Ｖから４Ｖに変化することにより（電圧変化５－４＝１Ｖ）、ｂ点の
電位も１Ｖ変化する（保持用コンデンサ１９ａの容量が、コンデンサ１９ｂの容量に比較
して非常に大きいとする）。したがって、ｂ点の電位は、－１Ｖから－２Ｖ（－１Ｖ＋（
－１）Ｖ）に変化する。以上の動作により、映像信号電圧Ｖｓｉｇが４Ｖの時は、駆動ト
ランジスタ１１ａのゲート端子電圧（ｂ点）の電位は、－２Ｖとなる。
【０４００】
　映像信号電圧Ｖｓｉｇが１Ｖの時は、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧（ｂ点
）の電位は、－５Ｖとなる。したがって、映像信号電圧Ｖｓｉｇとリセット電圧Ｖｒｓｔ
との電位差は、１－（－５）＝６Ｖである。
【０４０１】
　映像信号電圧Ｖｓｉｇが４Ｖの時は、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電圧（ｂ点
）の電位は、－２Ｖとなる。したがって、映像信号電圧Ｖｓｉｇとリセット電圧Ｖｒｓｔ
との電位差は、４－（－２）＝６Ｖである。
【０４０２】
　つまり、映像信号電圧Ｖｓｉｇ＝１Ｖでは、リセット電圧Ｖｒｓｔ＝－５Ｖからオフセ
ットキャンセル動作が開始する（図４３（ｄ））。映像信号電圧Ｖｓｉｇ＝４Ｖでは、リ
セット電圧Ｖｒｓｔ＝－２Ｖからオフセットキャンセル動作が開始する（図４３（ｄ））
。
【０４０３】
　以上のことから、図４２の実施例では、映像信号に対応してリセット電圧Ｖｒｓｔが変
化する。したがって、図５０で説明した、映像信号電圧（駆動電圧）とリセット電圧１の
関係が実現できていることになる。
【０４０４】
　図４３（ｃ）が上記の映像信号電圧Ｖｓｉｇで、オフセットキャンセルを開始するリセ
ット電圧Ｖｒｓｔが決定される（設定される）。映像信号電圧Ｖｓｉｇの大きさに対応し
て初期（図４３（ｂ））に印加したリセット電圧Ｖｒｓｔが、変化するからである（図５
０）。
【０４０５】
　以上の実施例では、理解を容易にするため、あるいは説明を容易にするため、保持用コ
ンデンサ１９ａの容量がコンデンサ１９ｂの容量に比較して十分大きく、図４２のａ点に
印加された電位が、ｂ点に反映される、もしくは図４２のｂ点に印加された電位が、ａ点
に反映されることを前提として説明している。
【０４０６】
　しかし、実際には、ｂ点に反映される（変化する）電圧は、保持用コンデンサ１９ａ、
１９ｂの容量、駆動トランジスタ１１ａの寄生容量、他のスイッチング用トランジスタ１
１の寄生容量及びゲート信号線１７などの突き抜け電圧などにより変化する。
【０４０７】
　したがって、本実施例はこれらの影響を考慮してコンデンサ１９の容量、各スイッチン
グ用トランジスタ１１の動作を決定する。これらの事項などは本実施例の技術的思想を逸
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脱するものではない。なお、コンデンサ１９ｂと１９ａの容量又は容量比をｂ点に設定す
る設定電圧に対応して決定する。
【０４０８】
　例えば、コンデンサ１９には、絶縁膜の特性などにより、容量Ｃを印加電圧に対して非
線形性を持たせることができる。したがって、適正にあるいは考慮してコンデンサ１９な
どを形成することにより、図４２の構成と駆動方式であっても、図５１のように、駆動電
圧Ｖｓｉｇに対してリセット電圧Ｖｒｓｔを変化（非線形）にすることが可能である。
【０４０９】
　また、図４２（ｂ）のリセット電圧Ｖｒｓｔを印加する際、スイッチトランジスタ１１
ｅをオフした状態で、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加すれば、ａ点の電位が変化する。次の
図４２（ｃ）で、映像信号電圧Ｖｓｉｇを印加すれば、ａ点が変化した後を基準にしてｂ
点の電位が変化する。
【０４１０】
　以上のように、各トランジスタ１１の制御タイミングを各状態に設定あるいは変更する
ことにより多種多様な方式、ａ点ｂ点などの電位制御を実現できる。
【０４１１】
　図４３（ｃ）を実施している期間が、図４４のａｔ～ｂｔ期間である。リセット電圧Ｖ
ｒｓｔを映像信号電圧Ｖｓｉｇの関係で変化する。
【０４１２】
　図４３（ｄ）がオフセットキャンセル期間である。スイッチトランジスタ１１ｅ、１１
ｄ、１１ｆがオープンに制御され、スイッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂがクローズに制
御される。以上のスイッチトランジスタ１１の設定により、映像信号電圧Ｖｓｉｇが駆動
トランジスタ１１ａのチャンネル間を介して、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印
加される。映像信号電圧Ｖｓｉｇに対する電流（ドレイン電流）は、図４９に図示するよ
うに、リセット電圧Ｖｒｓｔを印加後、非線形カーブで低下する。１Ｈ以内（１水平走査
期間、図４４のｂｔ～２ｔ）の間、オフセットキャンセルされる。
【０４１３】
　図４３（ｅ）がＥＬ素子１５の発光期間である（図４４の２ｔ～４ｔ、５ｔ～）。スイ
ッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂ、１１ｆがオフ（オープン）され、スイッチトランジス
タ１１ｅ、１１ｄがオン（クローズ）される。ＥＬ素子１５には、アノード電圧源Ｖｄｄ
から、スイッチトランジスタ１１ｅ、駆動トランジスタ１１ａ、スイッチトランジスタ１
１ｄを介してＥＬ素子１５に電流が供給される。
【０４１４】
　図４３（ｆ）の表示期間の動作であるが、ＥＬ素子１５の消灯期間である（図４４の４
ｔ～５ｔ）。スイッチトランジスタ１１ｄ又は１１ｅのうち、少なくとも一方をオン／オ
フ制御することにより、図１２、図１３、図８４、図９８、図９９などで説明する画像表
示を実現できる（黒挿入駆動、ｄｕｔｙ駆動）。
【０４１５】
　表示期間は、図４３（ｅ）、図４３（ｆ）の駆動方法を実施する。スイッチトランジス
タ１１ｄ又は１１ｅのうち、表示する画像が動画あるいは静止画あるいは中間動画の種類
を自動判別し、少なくとも一方をオン／オフする期間、タイミングを制御することにより
、動画／静止画に対応する適切な画像表示を実現できる。
【０４１６】
　図４５は、図４３で説明した本実施例の駆動方法の他の実施例である。図４５の駆動方
法では、図４３（ｄ）の期間が２つの期間（図４５（ｄ１）（ｄ２））に分かれる。
【０４１７】
　図４５の駆動方法は、駆動トランジスタ１１ａのモビリティバラツキを補正するもので
ある。図４３の駆動方法は、Ｖｔバラツキのみを主として補正する駆動方法である。
【０４１８】
　図４５（ｄ）の期間では、スイッチトランジスタ１１ｅがオフ状態である（図４５（ｄ
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１）と同一）が、図４５（ｄ２）は、スイッチトランジスタ１１ｅをオン状態にしている
。したがって、図４５（ｄ２）に図示するように、点線の経路で電流が流れる。
【０４１９】
　図４３（ｅ）では、スイッチトランジスタ１１ｅはオンであるが、スイッチトランジス
タ１１ｂがオフである。つまり、図４５（ｄ２）は、図４３（ｅ）期間前に、スイッチト
ランジスタ１１ｂをオンした状態で、短期間、スイッチトランジスタ１１ｅをオンさせた
駆動方法である。もしくは、スイッチトランジスタ１１ｅをオンする際、短時間の間、ス
イッチトランジスタ１１ｂのオン状態を継続する駆動方式である。
【０４２０】
　短時間とは、０．０５μ秒以上５μ秒以下の時間である。前記短時間は、画素に印加す
る映像信号電圧Ｖｓｉｇに対応させて変化させることが好ましい。また、点灯率に対応さ
せて変化させることが好ましい。この変化は、線形、非線形に対応させることを含むほか
、ステップ状（例えば、点灯率５０％以上では、短時間とは０．１μ秒、点灯率５０％未
満では、２μ秒）に対応させてもよい。
【０４２１】
　スイッチトランジスタ１１ｂのオン抵抗を高くすることにより、図４５（ｄ２）の期間
を長くでき、モビリティ補正を安定に実施できるようになる。オン抵抗を高くするには、
オン電圧（ＶＧＬ）を高くすればよい。好ましくは、パネル個々に調整できるように構成
しておく。調整は、図６０などで説明する電源回路１２を用いることにより容易に実現で
きる。オン抵抗を調整する、あるいは設定することにより、図４５（ｄ２）の時間を一定
時間に固定できるようになる。以上の事項は、図４８の実施例においても同様である。
【０４２２】
　図７８、図７９、図９８、図９９に図示するように、点灯率に相関させて、ｄｕｔｙ比
を制御あるいは変化させてことが好ましい。ピーク電流を抑制し、消費電力を平均化する
ことができるからである。点灯率が高いときは、ｄｕｔｙ比を低下（小さく）する。した
がって、ピーク電流を抑制できる。
【０４２３】
　１水平走査期間（１Ｈ）に対するオン時間比率（％）（以下、オン比率と呼ぶ）は、図
４５（ｄ２）の期間である。オン時間とは、スイッチトランジスタ１１ｂのオン時間（ク
ローズ時間）を意味する。１Ｈが、２０μ秒とすれば、１０％とは、２μ秒となる。
【０４２４】
　オン比率が長いほど、駆動トランジスタ１１ａのモビリティの補正効果が高くなる。し
かし、コンデンサ１９の電荷が放電され、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電位が高
く（アノード電圧側）の変化し、ＥＬ素子１５に流れる電流が変化してしまう。
【０４２５】
　オン比率が短いほど、駆動トランジスタ１１ａのモビリティの補正効果が低くなる。し
かし、コンデンサ１９の電荷は保持され、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子電位もオ
フセットキャンセル後（図４５（ｄ１））の状態から変化しない。
【０４２６】
　オフセットキャンセル駆動では、黒の階調（低階調）は、オフセットキャンセルされ、
駆動トランジスタ１１ａの特性バラツキは目立ちにくい。しかし、白の階調（高階調）で
は、オフセットキャンセル点から離れているため、駆動トランジスタ１１ａの特性ばらつ
きが目立ちやすい。この特性バラツキはモビリティによるものである。モビリティの補正
は、図４５（ｄ２）を実施することにより、補正される。
【０４２７】
　以上のことから、低階調領域では、あまり図４５（ｄ２）の実施する必要はない、しか
し、高階調領域では、図４５（ｄ２）の実施することにより、駆動トランジスタ１１ａの
特性バラツキを補正できる。図４５（ｄ２）の特性ばらつきの補正効果は、オン比率を変
化させることにより変化する。オン比率が長いほど、高階調の補正効果が高い。短いほど
、高階調の補正効果は小さくなる。低階調では、図４５（ｄ２）の実施はあまり必要では
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ない。
【０４２８】
　点灯率が低い場合は、低階調表示の画素が多い。点灯率が高い場合は、高階調表示の画
素が多い。したがって、オン比率は、図７８の下図の点線で示すように実施することが好
ましい。つまり、低点灯率では、オン比率は０（図４５（ｄ２）は実施しない）とし、高
点灯率になるにしたがって、オン比率を大きくする。すまり、図４５（ｄ２）の実施期間
が長くなる。
【０４２９】
　しかし、点灯率が低い時は、低階調表示の画素が多いというのは、統計的なものであり
、実際と異なることがある。また、点灯率が高い場合は、高調表示の画素が多いというの
も統計的なものである。実際には表示パターン、映像信号の種類により異なる。したがっ
て、表示パターン、入力される映像信号の種類（ＰＣ映像、ＡＶ映像など）などにより、
オン比率を可変できるように構成しておくことが好ましい。
【０４３０】
　図７８の下図の実線はその実施例である。点灯率が２０％の時を、オン比率最大とし、
点灯率が高くとも低くともオン比率を低下させている。
【０４３１】
　なお、図７８の実施例において、オン比率と点灯率の関係で説明したがこれに限定する
ものではない。オン比率は、比率ではなく、時間（例えば、２μ秒など）の指定としても
よい。また、点灯率は、各階調のヒストグラムに置き換えてもよい。あるいは点灯率は消
費電力に置き換えても良い。また、表示領域３１に流れる電流に置き換えても良い。
【０４３２】
　図７９に図示するように、使用階調数を点灯率に相関させて変化させてもよい。図７９
において、ソースドライバＩＣ１４はＲＧＢ１０ｂｉｔ（１０２４階調）である。使用す
る階調数を点灯率に対応させて変化させている。例えば、使用階調が１０２４とは、１階
調目から１０２４階調目まで使用して画像を表示できることを意味し、使用階調２５６と
は、１階調目から２５６階調目まで使用して画像を表示できることを意味する（２５７階
調目から１０２４階調目までは使用できない。なお、図９９も参照のこと）。
【０４３３】
　使用階調数は、ＥＬ素子１５に流す電流に影響する。使用階調数が１０２４で、１０２
４階調を使用すると最大電流をＥＬ素子１５に流すことができる。使用階調が５２５階調
では、最大階調の５２５を指定しても、１０２４階調の１／２の輝度しか得られない（但
し、理解を容易にするため、ガンマカーブがリニアとしている）。
【０４３４】
　図７９の実線の実施例では、点灯率２５％以下で、１０２４階調までの階調を使用して
画像を表示することができる。点灯率１００％では、２５６階調までしか使用して画像を
表示できない。点灯率２５％以上１００％以下は１０２４階調から２５６階調までの範囲
で、かつ点灯率に比例して階調表示を実現できる。
【０４３５】
　点灯率に対応した使用階調数は、点灯率を求め、入力された映像信号を点灯率あるいは
これに類するデータで乗算して求める。
【０４３６】
　図７８において、変化点であるａ点は可変できるように構成しておくことが好ましい。
可変点は、ＥＥＰＲＯＭに格納できるように構成する。また、ｂ点についても同様である
。また、図７９のｄ点及びｅ点に関しても同様である。また、各直線及び曲線は、多数の
折れ点ポイントを設けてもよいことは言うまでもない。
【０４３７】
　以上の実施例では、説明を容易にするため映像信号のガンマカーブは直線であるとして
説明あるいは図示した。しかし、実際にはガンマカーブは、２乗あるいは２．２乗カーブ
あるいはこの近傍のカーブである。
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【０４３８】
　例えば、１０２４階調目を１．０の明るさとし、ガンマが２乗特性カーブであれば、０
．７５の明るさは８８７階調目、０．５０の明るさは７２４階調目、０．２５の明るさは
５１２階調目である。ガンマが２．２乗特性カーブであれば、０．７５の明るさは８９８
階調目、０．５０の明るさは７４７階調目、０．２５の明るさは５４５階調目である。し
たがって、実際には、以上の明るさ（輝度、照度）を基準として制御する階調あるいは設
定する階調を決定すべきである。
【０４３９】
　この短時間を調整することあるいは設定することにより、駆動トランジスタ１１ａのモ
ビリティばらつきを一定量、補償できる。短時間は、パネルの駆動トランジスタ１１ａの
特性に適合させて設定することが好ましい。
【０４４０】
　本発明の表示パネルでは、ＥＬ素子１５の電流経路に流れる電流を制御するスイッチト
ランジスタ１１ｄ、ソースドライバＩＣ１４が出力する映像信号電圧Ｖｓｉｇ、リセット
電圧Ｖｒｓｔの大きさ、図１０８、図１０９のガンマ回路、キャンセル電圧Ｖｒの大きさ
／印加時間を制御あるいは設定することにより、前述の点灯率制御、ｄｕｔｙ制御、最大
使用階調数制御を容易に実現することができる。また、その実現の際、図６１などの電源
回路による各電圧の制御あるいは可変、図９８、図９９の温度あるいは外光あるいは点灯
率に対応したカソード（アノード）電圧制御あるいは可変と組み合わせることにより更に
特徴ある効果を発揮することができる。
【０４４１】
　図４３、図４５の実施例では、オフセットキャンセル期間は、図４４のｂｔ～２ｔの１
Ｈ以下の期間としたが、本実施例はこれに限定するものではない。図４３（ｄ）において
、スイッチトランジスタ１１ｃをオフし、スイッチトランジスタ１１ｂをオン状態（他の
スイッチトランジスタ１１ｅ、１１ｆ、１１ｄはオフ）にして、１Ｈ期間以上（図４４の
２ｔ以降の期間）保持してもよい。スイッチトランジスタ１１ｃをオフしてもａ点に映像
信号電圧Ｖｓｉｇが保持されているため、オフセットキャンセル状態が持続するからであ
る。したがって、オフセットキャンセル時間が不足することはなくなる。以上の図４３（
ｄ）において、スイッチトランジスタ１１ｃをオフし、スイッチトランジスタ１１ｂをオ
ン状態（他のスイッチトランジスタ１１ｅ、１１ｆ、１１ｄはオフ）にする状態の期間は
、画素１６に印加する映像信号電圧Ｖｓｉｇの大きさに対応して変化させることが好まし
い。
【０４４２】
　他の構成は、図１などと同様であるので説明を省略する。なお、図４２の構成において
も、ソースドライバＩＣ１４の出力端に３選択回路を配置してもよいことは言うまでもな
い。
【０４４３】
　以上の事項は本発明の他の実施例においても同様である。
【０４４４】
　図４６は、図４２の変更例である。図４２との際は、図１と同様にコンデンサ１１ｃが
付加された点である。基本的には、コンデンサ１１ｃの機能は、図１の機能及び仕様と同
様である。
【０４４５】
　図４７は、図４６の画素構成の動作を説明するための説明図である。図４７などにおい
ても図４３を同様に、電流経路は、点線で示しており、各スイッチトランジスタ１１は、
スイッチで図示している。スイッチがオープンの時、トランジスタ１１がオフ状態を示し
、スイッチがクローズの時、トランジスタ１１がオン状態を示す。
【０４４６】
　図４７（ａ）はＥＬ素子１５に電流が供給され、ＥＬ素子１５が発光（点灯）している
状態である。
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【０４４７】
　図４７（ｂ）では、スイッチトランジスタ１１ｆがオンすることにより、リセット電圧
Ｖｒｓｔが駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。リセット電圧Ｖｒｓｔは
、－２Ｖ以上３Ｖ以下の電圧であることが好ましい。
【０４４８】
　スイッチトランジスタ１１ｆがオンすることにより、駆動トランジスタ１１ａのゲート
端子にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加される。リセット電圧Ｖｒｓｔが印加されている期間
は、スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｅ、１１ｃ、１１ｄはオフ状態である。
【０４４９】
　次に図４７（ｃ）に示すように、スイッチトランジスタ１１ｃをオンさせる。スイッチ
トランジスタ１１ｃのオンにより、図４２のａ点に映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加される。
【０４５０】
　以上の動作より、図４２のｂ点にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加され、次に、ａ点に映像
信号電圧Ｖｓｉｇが印加される。Ｖｓｉｇ電圧は、理想的には保持用コンデンサ１９ａと
１９ｂで分圧される。分圧される割合は、保持用コンデンサ１９ａとコンデンサ１９ｂの
容量比で決まる。
【０４５１】
　図４７（ｃ）の動作は、図４３（ｃ）の動作と同一である。また、図４７（ｄ）の動作
は、図４３（ｄ）の動作と同様である。
【０４５２】
　図４３の実施例との差異は、図４７（ｅ）の動作である。つまり、コンデンサ１９ｃの
一端子（図４６のａ点）に印加された電圧により、スイッチトランジスタ１１ｃがオフし
た後も、映像信号電圧Ｖｓｉｇが駆動トランジスタ１１ａに供給され、オフセットキャン
セル期間が持続する点である。したがって、コンデンサ１９ｃの効果によりソースドライ
バＩＣ１４からの映像信号電圧Ｖｓｉｇの供給の有無にかかわらず、オフセットキャンセ
ル期間が持続する。なお、図４７（ｆ）は、図４３（ｅ）と同一の動作である。
【０４５３】
　図４６の実施例において、実際には、ｂ点に反映される（変化する）電圧は、コンデン
サ１９ａ、１９ｂの容量、駆動トランジスタ１１ａの寄生容量、他のスイッチング用トラ
ンジスタ１１の寄生容量及びゲート信号線１７などの突き抜け電圧などにより変化する。
したがって、本実施例はこれらの影響を考慮してコンデンサ１９の容量、各スイッチング
用トランジスタ１１の動作を決定する。これらの事項などは本実施例の技術的思想を逸脱
するものではない。なお、コンデンサ１９ｂと１９ａの容量又は容量比をｂ点に設定する
設定電圧に対応して決定する。この点も図４２の実施例と同様である。また、図５１のよ
うに、駆動電圧Ｖｓｉｇに対してリセット電圧Ｖｒｓｔを変化（非線形）にすることが可
能である。
【０４５４】
　図４８は、図４６の実施例に対して、図４５で説明した本実施例の駆動方法の他の実施
例である。図４８の駆動方法では、図４７（ｅ）の期間が２つの期間（図４５（ｅ１）（
ｅ２））に分かれる。
【０４５５】
　図４８（ｅ２）は、図４８（ｆ）期間前に、スイッチトランジスタ１１ｂをオンした状
態で、短期間、スイッチトランジスタ１１ｅをオンさせた駆動方法である。もしくは、ス
イッチトランジスタ１１ｅをオンする際、短時間の間、スイッチトランジスタ１１ｂのオ
ン状態を継続する駆動方式である。この点も図４５の実施例と同様である。
【０４５６】
　他の構成は、図１などと同様であるので説明を省略する。なお、図４２の構成において
も、ソースドライバＩＣ１４の出力端に３選択回路を配置してもよいことは言うまでもな
い。以上の事項は本発明の他の実施例においても同様である。
【０４５７】
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　図４２などの実施例は、映像信号電圧Ｖｓｉｇからリセット電圧Ｖｒｓｔを発生し、あ
るいは映像信号電圧Ｖｓｉｇに相関するリセット電圧Ｖｒｓｔを発生し、駆動トランジス
タ１１ａに印加するものであった。
【０４５８】
　図５２は、本発明の他の実施例である。図５２の実施例は、映像信号から、ソースドラ
イバＩＣ１４でリセット電圧Ｖｒｓｔを発生するものである。図５２において、スイッチ
回路４３１は、ソースドライバＩＣ１４ｂで発生したリセット電圧Ｖｒｓｔと、ソースド
ライバＩＣ１４ａで発生した映像信号電圧Ｖｓｉｇを選択するスイッチ回路である。
【０４５９】
　ソースドライバＩＣ１４ａ及びソースドライバＩＣ１４ｂの両方に共通の映像信号デー
タ（階調データ）が印加される。ソースドライバＩＣ１４ａは映像信号データを映像信号
電圧Ｖｓｉｇに変換し、スイッチ回路４３１のａ端子に印加する。ソースドライバＩＣ１
４ｂは映像信号データをリセット電圧Ｖｒｓｔに変換し、スイッチ回路４３１のｂ端子に
印加する。ソースドライバＩＣ１４ｂが入力された映像信号データをルックアップテーブ
ルでデータ変換する。
【０４６０】
　ルックアップテーブル回路の変換データは、ＥＥＰＲＯＭ７５３に格納される。格納す
るデータは、このましくは、パネル特性を測定し（図７５、図７６、図７７を参照）、パ
ネル特性バラツキ、特性を反映した結果でＥＥＰＲＯＭ７５３データを作成する。スイッ
チＳ１～Ｓｎは、１Ｈに一回ずつａ端子とｂ端子を選択する。
【０４６１】
　図５３は、図５２の画素構成の動作を説明するための説明図である。図５２などにおい
て、電流経路は、点線で示しており、各スイッチトランジスタ１１は、スイッチで図示し
ている。スイッチがオープンの時、トランジスタ１１がオフ状態を示し、スイッチがクロ
ーズの時、トランジスタ１１がオン状態を示す。
【０４６２】
　図５３（ａ）はＥＬ素子１５に電流が供給され、ＥＬ素子１５が発光（点灯）している
状態である。アノード電極Ｖｄｄからスイッチトランジスタ１１ｅを介して駆動トランジ
スタ１１ａにアノード電圧が印加され、駆動トランジスタ１１ａに、コンデンサ１９ａ及
び１９ｂで保持されたゲート端子電位にしたがって、ＥＬ素子１５に電流を供給する。
【０４６３】
　図５３（ｂ）からが電圧プログラム（画素１６のＥＬ素子１５に流れる電流を書き換え
る動作あるいは期間）の動作である。スイッチトランジスタ１１ｆがオンすることにより
、リセット電圧Ｖｒｓｔが駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。つまり、
駆動トランジスタ１１ａのゲート端子には、映像信号電圧Ｖｓｉｇに基づいたリセット電
圧Ｖｒｓｔが書き込まれる。
【０４６４】
　リセット電圧Ｖｒｓｔは、－５Ｖ以上－１Ｖ以下の電圧であることが好ましい。リセッ
ト電圧Ｖｒｓｔ＜初期電圧Ｖｉの関係を満足させる。さらに好ましくは、リセット電圧Ｖ
ｒｓｔ＋１．５＜初期電圧Ｖｉの関係を満足させる。以上の関係を満足させるのは、駆動
トランジスタ１１ａのゲート端子に初期電圧Ｖｉを書き込めるようにするためである。つ
まり、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加したリセット電圧Ｖｒｓｔが書き込ま
れている時、駆動トランジスタ１１ａのソース端子に印加した初期電圧Ｖｉを駆動トラン
ジスタ１１ａのチャンネルを介してゲート端子に書き込めるようにするためである。
【０４６５】
　スイッチトランジスタ１１ｆがオンすることにより、リセット電圧Ｖｒｓｔが駆動トラ
ンジスタ１１ａのゲート端子に印加される。リセット電圧Ｖｒｓｔが印加されている期間
は、スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｅ、１１ｃ、１１ｄはオフ状態である。
【０４６６】
　次に図５３（ｃ）に示すように、スイッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂをオンさせる。



(58) JP 2009-276744 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

同時に、ソースドライバＩＣ１４ｂから初期電圧Ｖｉを出力する。この時の動作は、図１
の画素構成の動作と同一である。
【０４６７】
　図５３（ｃ）では、切り替え回路４３１はｂ端子を選択する。したがって、ソースドラ
イバＩＣ１４ｂから出力された初期電圧Ｖｉの印加により、電流がスイッチトランジスタ
１１ｃ、駆動トランジスタ１１ａ、スイッチトランジスタ１１ｂを介して、駆動トランジ
スタ１１ａのゲート端子に向かって流れる。
【０４６８】
　切り替え回路４３１がｂ端子を選択している期間は、１Ｈの１／２０以上１／４以下に
設定される。つまり、１Ｈ（１水平走査期間）が、２０μ秒の場合は、１μ秒～５μ秒で
ある。１Ｈの他の期間において、切り替え回路４３１はａ端子を選択される。ａ端子が選
択されている期間は、ソース信号線１８に映像信号電圧が印加される。
【０４６９】
　図５３（ｄ）に示すように、残りの１Ｈ期間では、ソース信号線１８には、映像信号電
圧Ｖｓｉｇが印加される。スイッチトランジスタ１１ｅ、１１ｄ、１１ｆがオープンに制
御され、スイッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂがクローズに制御される。以上のスイッチ
トランジスタ１１の設定により、映像信号電圧Ｖｓｉｇが駆動トランジスタ１１ａのチャ
ンネル間を介して、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。映像信号電圧Ｖ
ｓｉｇに対する電流（ドレイン電流）は、図４９に図示するように、リセット電圧Ｖｒｓ
ｔを印加後、非線形カーブで低下する。１Ｈ以内（１水平走査期間、図５４のｂｔ～２ｔ
）の間、オフセットキャンセルされる。
【０４７０】
　図５３（ｅ）では、画素１６のコンデンサ１９ｃで保持させた映像信号電圧Ｖｓｉｇで
、オフセットキャンセル期間が持続する。以上の事項は図１、図２でも説明を行っている
。
【０４７１】
　図５３（ｆ）がＥＬ素子１５の発光期間である。スイッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂ
、１１ｆがオフ（オープン）され、スイッチトランジスタ１１ｅ、１１ｄがオン（クロー
ズ）される。ＥＬ素子１５には、アノード電圧源Ｖｄｄから、スイッチトランジスタ１１
ｅ、駆動トランジスタ１１ａ、スイッチトランジスタ１１ｄを介してＥＬ素子１５に電流
が供給される。
【０４７２】
　スイッチトランジスタ１１ｄ又は１１ｅのうち、少なくとも一方をオン／オフ制御する
ことにより、図１２、図１３、図９８、図９９などの画像表示を実現できる。ｄｕｔｙ駆
動、ピーク電流抑制駆動により、高画質化、電流抑制を実現できる。なお、各スイッチト
ランジスタ１の動作に対応させて各ゲート信号線１７のオン／オフ電圧を印加する制御タ
イミングを制御する。
【０４７３】
　図４５と同様に、図５３（ｆ）の期間が２つの期間（図４５（ｄ１）（ｄ２））に分か
れさせることにより、駆動トランジスタ１１ａのモビリティバラツキを補正することがで
きる。この事項は、図４５で説明しているので説明を省略する。
【０４７４】
　なお、以上の他の動作は、基本的には、図１の動作と同様であるので説明を省略する。
【０４７５】
　図５４は、図５３の変形例である。図５４では、映像信号データからソースドライバＩ
Ｃ１４ｂでリセット電圧Ｖｒｓｔを発生させていた。
【０４７６】
　図５４は、アレイ基板のレベルシフト回路５４１は、一定の電圧をシフトする機能を有
する。例えば、レベルシフト回路５４１の電圧シフトが４Ｖであり、ソースドライバＩＣ
１４ａが出力する映像信号電圧が２Ｖであれば、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に
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印加される電圧（リセット電圧Ｖｒｓｔ）＝２－４＝－２Ｖである。ソースドライバＩＣ
１４ａが出力する映像信号電圧が５Ｖであれば、駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に
印加される電圧（リセット電圧Ｖｒｓｔ）＝５－４＝１Ｖである。
【０４７７】
　したがって、図５４の実施例では、図５３（ｂ）の動作は不要である。また、図５３（
ｃ）の動作時に、レベルシフト回路５４１の出力電圧がリセット電圧Ｖｒｓｔとして駆動
トランジスタ１１ａに印加される。リセット電圧Ｖｒｓｔは、スイッチトランジスタ１１
ｆがオンすることにより、駆動トランジスタ１１ａに印加される。
【０４７８】
　図５５は本実施例のＥＬ表示装置の他の実施例である。図５５の実施例では、ソースド
ライバＩＣ１４Ｖは映像信号として映像信号電圧を出力し、ソースドライバＩＣ１４Ｉは
映像信号として映像信号電流を出力する。なお、説明を容易にするため、ソースドライバ
ＩＣ１４ＶとソースドライバＩＣ１４Ｉには、同一の映像階調信号が入力されるものとす
る。また、同一の映像階調信号が入力された場合、ソースドライバＩＣ１４Ｖが出力し画
素１６に電圧プログラムを行い、前記画素１６のＥＬ素子１５に流す電流と、ソースドラ
イバＩＣ１４Ｉが出力し画素１６に電流プログラムを行い、前記画素１６のＥＬ素子１５
に流す電流とが、理想的には一致するものとする。
【０４７９】
　また、ソースドライバＩＣ１４Ｖが出力する電圧により、画素１６の駆動トランジスタ
１１ａがオフセットキャンセル動作はするが、電圧補正はできても、モビリティ補正はで
きないものとする。また、ソースドライバＩＣ１４Ｉは、モビリティが補正できるものと
する。
【０４８０】
　図５５の特徴は、ソースドライバＩＣ１４Ｖが出力する映像信号電圧で電圧プログラム
を行い、ソースドライバＩＣ１４Ｉが出力する映像信号電流でモビリティを補正すること
である。
【０４８１】
　映像信号電圧Ｖｓｉｇはソース信号線１８Ｖに印加され、スイッチトランジスタ１１ｃ
がオンすることにより画素１６に印加される。また、映像信号電圧Ｉｓｉｇはソース信号
線１８Ｉに印加され、スイッチトランジスタ１１ｇがオンすることにより画素１６に印加
される。
【０４８２】
　図５６は図５５の画素構成を説明する説明図である。図５６などにおいて、電流経路及
び信号経路は、点線で示しており、各スイッチトランジスタ１１は、スイッチで図示して
いる。スイッチがオープンの時、トランジスタ１１がオフ状態を示し、スイッチがクロー
ズの時、トランジスタ１１がオン状態を示す。
【０４８３】
　図５６（ａ）はＥＬ素子１５に電流が供給され、ＥＬ素子１５が発光（点灯）している
状態である。
【０４８４】
　図５６（ｂ）からが電圧プログラム（画素１６のＥＬ素子１５に流れる電流を書き換え
る動作あるいは期間）の動作である。まず、スイッチトランジスタ１１ｆがオンすること
により、リセット電圧Ｖｒｓｔが駆動トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。リ
セット電圧Ｖｒｓｔは、－２Ｖ以上３Ｖ以下の電圧であることが好ましい。
【０４８５】
　スイッチトランジスタ１１ｆがオンすることにより、駆動トランジスタ１１ａのゲート
端子にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加される。リセット電圧Ｖｒｓｔが印加されている期間
は、スイッチトランジスタ１１ｂ、１１ｅ、１１ｃ、１１ｄはオフ状態である。
【０４８６】
　次に図５６（ｃ）に示すように、スイッチトランジスタ１１ｃをオンさせる。スイッチ
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トランジスタ１１ｃのオンにより、映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加される。一例として、映
像信号電圧Ｖｓｉｇは、０Ｖ以上５Ｖ以下の電圧である。映像信号電圧Ｖｓｉｇは、映像
信号により変化する。
【０４８７】
　以上の動作より、図５６の駆動トランジスタ１１ａのゲート端子にリセット電圧Ｖｒｓ
ｔが印加され、次に、映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加される。以上の動作は、図１、図４２
、図５２などの画素構成の動作と同一である。又は、類似である。
【０４８８】
　図４３（ｄ）がソースドライバＩＣ１４Ｉからの映像信号電流Ｉｓｉｇによるモビリテ
ィの補正期間である。スイッチトランジスタ１１ｇがオンし、スイッチトランジスタ１１
ｃがオフすることによりＶｓｉｇ信号が遮断され、Ｉｓｉｇ信号が画素１６に印加される
。
【０４８９】
　Ｉｓｉｇは、アノード電圧Ｖｄｄ及び駆動トランジスタ１１ａのチャンネルを経由して
図の点線のように流れる。このＩｓｉｇにより電流プログラムが実現すると共に、モビリ
ティずれが補正される。
【０４９０】
　図５６（ｅ）がＥＬ素子１５の発光期間である。スイッチトランジスタ１１ｃ、１１ｂ
、１１ｆがオフ（オープン）され、スイッチトランジスタ１１ｅ、１１ｄがオン（クロー
ズ）される。ＥＬ素子１５には、アノード電圧源Ｖｄｄから、スイッチトランジスタ１１
ｅ、駆動トランジスタ１１ａ、スイッチトランジスタ１１ｄを介してＥＬ素子１５に電流
が供給される。
【０４９１】
　スイッチトランジスタ１１ｄ又は１１ｅのうち、少なくとも一方をオン／オフ制御する
ことにより、図１２、図１３の画像表示を実現できる（ｄｕｔｙ駆動）。ｄｕｔｙ駆動、
ピーク電流抑制駆動により、高画質化、電流抑制を実現できる。
【０４９２】
　なお、各スイッチトランジスタ１の動作に対応させて各ゲート信号線１７のオン／オフ
電圧を印加する制御タイミングを制御する。ゲートドライバ回路１２の制御は図３のよう
に、ソースドライバＩＣ１４からの信号をレベルシフト回路３２でレベルシフトさせて印
加することにより実現する。
【０４９３】
　図５５の実施例では、電圧信号Ｖｓｉｇを発生するソースドライバＩＣ１４Ｖ、電流信
号Ｉｓｉｇを発生するソースドライバＩＣ１４Ｉを具備し、また、Ｖｓｉｇ信号を伝達す
るソース信号線１８Ｖ、Ｉｓｉｇ信号を伝達するソース信号線１８Ｉを具備するものであ
った。
【０４９４】
　図５８の実施例は、ソースドライバＩＣ１４ａにソースドライバＩＣ１４Ｖとソースド
ライバＩＣ１４Ｉの両方の機能を有している。また、ソース信号線１８は１種類である。
【０４９５】
　ソースドライバＩＣ１４ａは、図５７で図示するように、１Ｈの前半の１／２Ｈ期間に
Ｖｓｉｇ信号を発生すると共に、ソース信号線１８にＶｓｉｇ信号を印加し、スイッチト
ランジスタ１１ｃをオンさせて図５６（ｃ）の動作を実現する。また、ソースドライバＩ
Ｃ１４ａは、図５７で図示するように、１Ｈの後半の１／２Ｈ期間にＶｓｉｇ信号を発生
すると共に、ソース信号線１８にＩｓｉｇ信号を印加し、スイッチトランジスタ１１ｇを
オンさせて図５６（ｄ）の動作を実現する。
【０４９６】
　図５９は、図５８の変形例である。図５９では、コンデンサ１９ｂが各画素１６に形成
されている。コンデンサ１９ｂの構成あるいは機能及び動作は、図４、図５で説明をして
いるので説明を省略する。
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【０４９７】
　本実施例のトランジスタは、ＴＦＴばかりでなく、バイポーラトランジスタでも同様に
実現が可能である。またＴＦＴについても、ポリシリコン、結晶シリコン、アモルファス
シリコンなど構成材料によらず同様に実施が可能である。
【０４９８】
　図８０は、本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバ回路２４のプログラム電流（映像
信号）の発生回路の説明図である。ソースドライバ回路１４は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青
（Ｂ）に対応する基準電流回路（定電流回路）８０３（８０３Ｒ、８０３Ｇ、８０３Ｂ）
を有している。
【０４９９】
　基準電流回路８０３は、抵抗Ｒ１（Ｒ１ｒ、Ｒ１ｇ、Ｒ１ｂ）とオペアンプ８０１ａ、
トランジスタ８０４ａから構成される。抵抗Ｒ１（Ｒ１ｒ、Ｒ１ｇ、Ｒ１ｂ）の値は、Ｒ
、Ｇ、Ｂの階調電流に対応して独立に調整できるように構成されている。抵抗Ｒ１は、ソ
ースドライバ回路１４の外部に配置された外付け抵抗である。
【０５００】
　オペアンプの＋端子には、電子ボリウム８０６により、電圧Ｖｉが印加されている。電
圧Ｖｉは、安定した基準電圧Ｖｂを抵抗Ｒで分圧することにより得られる。電子ボリウム
８０６は、信号ＩＤＡＴＡにより出力電圧Ｖｉを変化させる。基準電流Ｉｃは（Ｖｓ－Ｖ
ｉ）／Ｒ１となる。ＲＧＢの基準電流Ｉｃ（Ｉｃｒ、Ｉｃｇ、Ｉｃｂ）は、それぞれ独立
した基準電流回路８０３で可変される。
【０５０１】
　可変は、ＲＧＢ毎に形成された電子ボリウムで実施される。したがって、電子ボリウム
８０６に印加される制御信号により、電子ボリウム８０６から出力される電圧Ｖｉの値が
変化する。電圧ＶｉによりＲＧＢの基準電流の大きさが変化し、端子８０６から出力され
る階調電流（プログラム電流）Ｉｗの大きさが比例して変化する。
【０５０２】
　発生した基準電流Ｉｃ（Ｉｃｒ、Ｉｃｇ、Ｉｃｂ）は、トランジスタ８０４ａから８０
４ｂに印加される。トランジスタ８０４ｂとトランジスタ群８０５とはカレントミラー回
路を構成している。図８０において、トランジスタ８０４ｂ１は、１つのトランジスタで
構成しているように図示しているが、実際には、トランジスタ群８０５と同様に、単位ト
ランジスタ８１２の集合（トランジスタ群）として形成している。
【０５０３】
　トランジスタ群８０５からのプログラム電流Ｉｗは出力端子８０６より出力される。ト
ランジスタ群８０５の各単位トランジスタ８１２のゲート端子及びトランジスタ８０４ｂ
のゲート端子は、ゲート配線８１４で接続されている。
【０５０４】
　トランジスタ群８０５は、図８１に示すように、単位トランジスタ８１２の集合として
構成される。理解を容易にするため、映像データとプログラム電流は比例又は相関の関係
で変換されるとして説明する。映像信号によりスイッチ８１１が選択され、スイッチ８１
１の選択により、単位トランジスタ８１２の出力電流の集合（加算）としてのプログラム
電流Ｉｗが発生する。したがって、映像信号をプログラム電流Ｉｗに変換できる。本実施
例は単位トランジスタ８１２の単位電流が、映像データの１の大きさに該当するように構
成されている。
【０５０５】
　単位電流とは、基準電流Ｉｃの大きさに対応して単位トランジスタ８１２が出力する１
単位のプログラム電流の大きさである。基準電流Ｉｃが変化すると、単位トランジスタ８
１２が出力する単位電流も比例して変化する。トランジスタ８０４ｂと単位トランジスタ
８１２がカレントミラー回路を構成しているからである。
【０５０６】
　ＲＧＢの各トランジスタ群８０５は単位トランジスタ８１２の集合で構成されており、
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単位トランジスタ８１２の出力電流（単位プログラム電流）の大きさは、基準電流Ｉｃの
大きさで調整できる。基準電流Ｉｃの大きさを調整すれば、ＲＧＢ毎に各階調のプログラ
ム電流（定電流）Ｉｗの大きさを可変することができる。したがって、ＲＧＢの単位トラ
ンジスタ８１２の特性が同一であるような理想的状態では、ＲＧＢの基準電流回路８０３
の基準電流Ｉｃの大きさを変化させることにより、ＥＬ表示装置の表示画像のホワイトバ
ランスをとることができる。
【０５０７】
　基準電流を大きくすれば、ＥＬ素子１５の発光輝度を高くできる。また、基準電流を小
さくすれば、ＥＬ素子１５の発光輝度を低くできる。図８３の処理回路で映像信号（Ｙ／
ＵＶ、ＣＯＭＰ信号など）を加算、ヒストグラムなどの処理を実施し、実施結果に基づい
て基準電流を変更すれば、消費電流を平均化し、かつ高輝度表示を実現できる。
【０５０８】
　また、図９９に図示するように、映像信号の処理結果に基づいて、使用する最大階調数
を変更しても同様の効果を実現できる。特に、本実施例では、良好なオフセットキャンセ
ルを実現できるため、良好なコントラスト表示を実現でき、また、最高輝度も精度よく実
現できるため、図８３、図９９、図７８、図７９などの方法と組み合わせることにより相
乗効果を実現できる。
【０５０９】
　以下、説明を容易にするため、ソースドライバ回路（ＩＣ）１４のトランジスタ群８０
５は６ビットであるとして説明をする。図８１において、各単位トランジスタ８１２は、
定電流データ（Ｄ０～Ｄ５）毎に配置される。Ｄ０ビットには１個の単位トランジスタ８
１２が配置される。Ｄ１ビットには２個の単位トランジスタ８１２が配置される。Ｄ２ビ
ットには４個の単位トランジスタ８１２が配置され、Ｄ３ビットには８個の単位トランジ
スタ８１２が配置され、Ｄ４ビットには１６個の単位トランジスタ８１２が配置される。
同様に、Ｄ５ビットには３２個の単位トランジスタ８１２が配置されている。
【０５１０】
　各ビットの単位トランジスタ８１２の出力電流が出力端子８０６に出力されるか否かは
、アナログスイッチ８１１（８１１ａ～８１１ｆ）によるオン／オフ制御で実現される。
デコーダ回路８１５は、入力された映像データＫＤＡＴＡをデコードする。アナログスイ
ッチは映像信号データＫＤＡＴＡに対応してオン／オフ制御される。
【０５１１】
　プログラム電流Ｉｗは内部配線８１３を流れる。内部配線８１３の電位は、ソース信号
線１８の電位となる。内部配線８１３の電位はＡＶｄｄ以下ＧＮＤ電位以上である。ソー
ス信号線１８の電位は、定電流Ｉｗをソース信号線２８に印加し、定常状態した時は、画
素１６の駆動トランジスタ１１ａのゲート端子の電圧（図３の画素構成の場合）である。
【０５１２】
　以上の実施例は、ソースドライバＩＣ１４内にプログラム電流を出力する回路を具備す
る構成である。なお、ソースドライバＩＣ１４は、プログラム電圧を出力する回路を具備
してもよい。また、プログラム電流を出力する回路とプログラム電圧を出力する回路の両
方を具備してもよいことは言うまでもない。以下、説明を容易にするために、ソースドラ
イバＩＣ１４は、階調信号（映像信号電圧Ｖｓｉｇ）として、プログラム電圧を出力する
構成であるとして説明をする。
【０５１３】
　図１０２は、ソースドライバＩＣ１４（ソースドライバ回路１４）のブロック図である
。図１０２に図示するように、ソースドライバＩＣ１４は、シフトレジスタ（Ｓｈｉｆｔ
　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ）１０２２、ミニＬＶＳレシーバー回路（Ｍｉｎｉ－ＬＶＤＳ　Ｒｅ
ｃｅｉｖｅｒ）１０２１、ＲＧＢのガンマ回路（Ｒ　ＧＭＡ、Ｇ　ＧＭＡ、Ｂ　ＧＭＡ）
１０２４、ラインラッチ回路（Ｌｉｎｅ　Ｌａｔｃｈ）１０２３、ＳＥＬ信号の２ｂｉｔ
は、アウトプットバッファー（Ｏｕｔｐｕｔ　Ｂｉｆｆｅｒ）１０２６、デジタルアナロ
グコンバータ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｎａｌｏｇ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１０２５、スイッ
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チ回路（Ｓｗｉｔｃｈ）１０２７などから構成される。プログラム電流あるいはプログラ
ム電圧を出力する回路はデジタルアナログコンバータ（ＤＡＣと呼ぶ）１０２５と出力バ
ッファ回路１０２６が該当する。
【０５１４】
　ＳＥＬ信号の２ｂｉｔは、シフトレジスタ（Ｓｈｉｆｔ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ）１０２２
を制御し、アウトプットバッファー（Ｏｕｔｐｕｔ　Ｂｉｆｆｅｒ）１０２６から出力す
るチャンネル数を規定する。チャンネル数は、７２０／６８４／６４２／６１８から選択
する。
【０５１５】
　ミニＬＶＳレシーバー回路（Ｍｉｎｉ－ＬＶＤＳ　Ｒｅｃｅｉｖｅｒ）１０２１には、
ＬＶ０Ａ、ＬＶ０Ｂ、ＬＶ１Ａ、ＬＶ１Ｂ、ＬＶ２Ａ、ＬＶ２Ｂ、ＬＶ３Ａ、ＬＶ３Ｂ、
ＬＶ４Ａ、ＬＶ４Ｂ、ＬＶ５Ａ、ＬＶ５Ｂ、ＬＶ６Ａ、ＬＶ６Ｂ、ＬＶ７Ａ、ＬＶ７Ｂ、
ＣＬＫＡ、ＣＬＫＢが入力される。映像信号電圧Ｖｓｉｇデータは、ＲＧＢが各１０ｂｉ
ｔである。
【０５１６】
　ＲＧＢのガンマ回路（Ｒ　ＧＭＡ、Ｇ　ＧＭＡ、Ｂ　ＧＭＡ）１０２４は、図１０８に
図示する構成である。但し、図１０８は、ＲＧＢのうち、１つだけを図示している。つま
り、本実施例のＥＬ表示装置は、ＲＧＢの３つの独立ガンマ回路を具備する。このことは
、他のガンマ回路においても同様である。
【０５１７】
　図１０８の回路構成は６つのタップがあり、ＶＸ１～ＶＸ６の電圧が設定できる。ＶＸ
１～ＶＸ６には、それぞれＤＡコンバータが接続されている。駆動トランジスタ１１ａが
Ｐチャンネルトランジスタの場合は、ＶＸ５のタップはオープンにする。駆動トランジス
タ１１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、ＶＸ２のタップはオープンにする。６個
のタップＶＸ１～ＶＸ６は、Ｒ１の中点を中心として（ほぼ）対象に形成されている。し
たがって、駆動トランジスタ１１ａが、Ｐチャンネルトランジスタであっても、Ｎチャン
ネルトランジスタであっても、図１０８のガンマ回路で対応できる。
【０５１８】
　特に、ＶＸ２、ＶＸ５の端子が重要である。ＥＬ表示装置では、良好な黒表示が実現で
きる。駆動トランジスタ１１ａがＰチャンネルトランジスタの場合は、ＶＶ１が最も低階
調表示であり、ＶＸ２が次に黒領域の階調設定表示となる。良好な画像表示を実現するた
めには、ＶＸ２の設定が重要である。逆に、ＶＸ５は、階調がリニアに変化する領域であ
るため、設定は必要でない。ＶＸ４、ＶＸ６で設定すれば十分である。駆動トランジスタ
１１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、ＶＶ６が最も低階調表示であり、ＶＸ５が
次に黒領域の階調設定表示となる。良好な画像表示を実現するためには、ＶＸ５の設定が
重要である。逆に、ＶＸ２は、階調がリニアに変化する領域であるため、設定は必要でな
い。ＶＸ１、ＶＸ３で設定すれば十分である。
【０５１９】
　なお、図１０８のラダー抵抗１０６１には、階調出力端子を省略しているが、実際には
、ラダー抵抗間から階調出力端子が形成されている。例えば、抵抗Ｒ３には、階調０～６
３が配置され、階調１～６２の出力端子がある。抵抗Ｒ２には、階調６３～３１９が配置
され、階調６４～３１８の出力端子がある。抵抗Ｒ１には、階調３１９～７０３が配置さ
れ、階調３２０～７０２の出力端子がある。抵抗Ｒ２には、階調７０３～９５９が配置さ
れ、階調７０４～９５８の出力端子がある。抵抗Ｒ４には、階調９５９～１０２３が配置
され、階調９６０～１０２２の出力端子がある。また、Ｒ２＝Ｒ１・２／３、Ｒ３＝Ｒ２
／４、Ｒ４＝Ｒ３・６３／６４なる関係に設定されている。
【０５２０】
　なお、図１０８では、最低階調がＶ０（階調０）の場合は、最低階調のＶ０電圧は、Ｒ
ＧＢで共通にしている（同一電圧に設定する）。同様に、図１０６、図１０９においても
、Ｖ０電圧は、ＲＧＢで共通にしている。
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【０５２１】
　図１０８において、図８３の処理回路で演算した映像信号の総和あるいは加算和あるい
はヒストグラム処理（ＲＧＢの色ごとに重み付け処理を実施する）に基づいて、ＶＸ１～
ＶＸ６の少なくとも１つの設定端子を制御し、表示画面３１の表示輝度を制御する。
【０５２２】
　なお、図１０２において、ガンマ回路は、図１０８の回路構成としたが、これに限定す
るものではなく、図１０６、図１０９のガンマ回路構成を採用してもよい。
【０５２３】
　図１０６は、１つのダラー抵抗１０６１ｃの両端に、電圧設定を行うための、セレクタ
回路１０６３ｂ、アンプ１０６２ｂと、セレクタ回路１０６３ｃ、アンプ１０６２ｃとを
配置している。アンプ１０６２ｂは、階調１のＶ１電圧を設定するために使用し、アンプ
１０６２ｃは、最高階調の階調１０２３のＶ１０２３電圧を設定するために使用する。階
調０のＶ０電圧は、セレクタ回路１０６３ａ、アンプ１０６２ａで設定する。セレクタ回
路１０６３ａは、１２８接点から１つを選択するセレクタ回路である。セレクタ回路１０
６３ｂは、６４接点から１つを選択するセレクタ回路である。セレクタ回路１０６３ｃは
、２５６接点から１つを選択するセレクタ回路である。選択して可変する電圧範囲は、セ
レクタ回路１０６３ｃ＞セレクタ回路１０６３ａ＞セレクタ回路１０６３ｂとしている。
【０５２４】
ラダー抵抗１０６１ｂ、１０６１ｃは、ＲＧＢで独立して形成されている（３つある）。
Ｖ０電圧はＲＧＢで共通である。そのため、ラダー抵抗１０６１ａは、ＲＧＢで共通であ
り、１つである。１０６４Ｒ，１０６４Ｇ、１０６４Ｂはガンマブロックである。
【０５２５】
　図１０７が図１０６のガンマ回路に基づくガンマカーブの設定例である。なお、ガンマ
カーブの電圧幅は、ＡＶｄｄ－ＡＶｓｓ（ＧＮＤ）としている。一般的には、ソースドラ
イバＩＣ１４の電圧（ＡＶｄｄは電源電圧、ＡＶｓｓはＧＮＤ電圧）である。
【０５２６】
　図１０７に図示するように、多用なガンマカーブを発生できる。階調０のＶ０電圧は、
ＲＧＢで共通である。階調１のＶ１電圧はＲＧＢで独立に設定できる。階調１～最高階調
のＶ１０２３は、ＲＧＢで独立に設定でき、この間は、ガンマカーブはリニアである。し
たがって、デジタルガンマの設定が容易であり、Ｖ０を原点とする黒輝度調整も容易であ
る。但し、ビット数は、８ビットでは不足のため、本実施例では１０ビットとしている。
また、Ｖ１を設定し、Ｖ１０２３の電圧を設定するだけで、Ｖ１～Ｖ１０２３の階調電圧
を設定できる。したがって、ＲＧＢのホワイトバランス調整も容易である。
【０５２７】
　図１０９は、ラダー抵抗１０６２ｇの中間のタップＶ７、Ｖ１９、Ｖ４３、Ｖ８７、Ｖ
１７１に電圧設定を行う構成である。
【０５２８】
　タップＶ７には、ラダー抵抗１０６１ｆとセレクタ回路１０６３ｃ及びアンプ１０６２
ｂで設定する。タップＶ１９には、ラダー抵抗１０６１ｅとセレクタ回路１０６３ｇ及び
アンプ１０６２ｃで設定する。タップＶ４３には、ラダー抵抗１０６１ｄとセレクタ回路
１０６３ｆ及びアンプ１０６２ｄで設定する。タップＶ８７には、ラダー抵抗１０６１ｃ
とセレクタ回路１０６３ｅ及びアンプ１０６２ｅで設定する。タップＶ１７１には、ラダ
ー抵抗１０６１ｂとセレクタ回路１０６３ｄ及びアンプ１０６２ｆで設定する。タップＶ
２５５には、ラダー抵抗１０６１ａとセレクタ回路１０６３ｃ及びアンプ１０６２ｇで設
定する。Ｖ０はＲＧＢで共通であり、ラダー抵抗１０６１ｈとセレクタ回路１０６３ａ及
びアンプ１０６２ａで設定する。
【０５２９】
　図１１０が図１０９のガンマ回路に基づくガンマカーブの設定例である。なお、ガンマ
カーブの電圧幅は、ＡＶｄｄ－ＡＶｓｓ（ＧＮＤ）としている。ＡＶｄｄは、ソースドラ
イバＩＣ１４の電源電圧、ＡＶｓｓはソースドライバＩＣ１４のＧＮＤ電圧である。



(65) JP 2009-276744 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

【０５３０】
　図１１０に図示するように、本実施例のＲＧＢ回路は、ＲＧＢで独立のガンマブロック
１０６４（１０６４Ｒ、１０６４Ｇ、１０６４Ｂ）を具備している。また、各ガンマブロ
ック１０６４は、タップ位置（Ｖ７、Ｎ１９、Ｖ４３，Ｖ８７，Ｖ１７１）はＲＧＢで独
立に設定できる。階調１～最高階調のＶ２５５は、ＲＧＢで独立に設定できる。Ｖ０を原
点とする黒輝度調整も容易である。ビット数は、８ビットである。
【０５３１】
　なお、図１０２、図１０６、図１０８、図１０９において、階調電圧Ｖ０が最低電圧で
あり、最も暗い表示を設定する。逆に、Ｖ１０２３が最高階調であり、最も明るい表示を
設定する。また、駆動トランジスタはＰチャンネルトランジスタの場合は、Ｖ０側が高電
圧側（例えば、５Ｖ）であり、Ｖ１０２３が低電圧（例えば、０Ｖ）である。
【０５３２】
　図９９で説明する最大表示階調を操作する駆動方法（階調ピーク処理など）では、図１
０２、図１０６、図１０８、図１０９のガンマ回路を制御して実施する。
【０５３３】
　例えば、図１０６のガンマ回路において、図８３の処理回路で演算した映像信号の総和
あるいは加算和あるいはヒストグラム処理（ＲＧＢの色ごとに重み付け処理を実施する）
に基づいて、セレクタ回路１０６３ｃを制御し、アンプ１０６２ｃから出力される電圧を
変化させる。加算和が小さい場合は、１０６２ｃの出力電圧を低電圧側に変化させ、より
明るい表示ができるようにする。加算和が大きい場合は、表示領域３１で消費する電流も
大きくなり、パネルが過熱されることを防止する観点などから、１０６２ｃの出力電圧を
高電圧側に変化させ、表示輝度を低下させる。
【０５３４】
　図１０８のガンマ回路においても同様であり、図８３の処理回路で演算した映像信号の
総和あるいは加算和あるいはヒストグラム処理（ＲＧＢの色ごとに重み付け処理を実施す
る）に基づいて、ＶＸ６から入力される電圧を変化させる。加算和が小さい場合は、ＶＸ
６の入力電圧を低電圧側に変化させ、より明るい表示ができるようにする。加算和が大き
い場合は、表示領域３１で消費する電流も大きくなり、パネルが過熱されることを防止す
る観点などから、ＶＸ６の入力電圧を高電圧側に変化させ、表示輝度を低下させる。
【０５３５】
　なお、図１０８の場合は、ＶＸ６だけではなく、ＶＸ１～ＶＸ５の入力電圧も必要に応
じて変化させる。ＶＸ１～ＶＸ６には、６個のＤＡコンバータを接続し、ＤＡコンバータ
のデータを加算和などにより変化させて、ＶＸ１～ＶＸ６に入力する電圧を制御する。な
お、ＤＡコンバータは、１０２４の回路内に形成されるか、外付けで配置される。
【０５３６】
　図１０９でも同様であり、図８３の処理回路で演算した映像信号の総和あるいは加算和
あるいはヒストグラム処理（ＲＧＢの色ごとに重み付け処理を実施する）に基づいて、セ
レクタ回路１０６３ｃを制御し、アンプ１０６２ｇから出力される電圧を変化させる。加
算和が小さい場合は、１０６２ｇの出力電圧を低電圧側に変化させ、より明るい表示がで
きるようにする。加算和が大きい場合は、表示領域３１で消費する電流も大きくなり、パ
ネルが過熱されることを防止する観点などから、１０６２ｇの出力電圧を高電圧側に変化
させ、表示輝度を低下させる。
【０５３７】
　なお、図１０９の場合は、アンプ１０６２ｇだけではなく、セレクタ回路１０６３ｃ、
アンプ１０６２ｇの動作に基づいて、セレクタ回路１０６３ａ～１０６３ｆの選択位置、
アンプ１０６２ａ、１０６２ｈ、１０６２ｂ～１０６２ｆの出力電圧も変化させる。
【０５３８】
　ラインラッチ回路（Ｌｉｎｅ　Ｌａｔｃｈ）１０２３は、入力されたデータをラッチす
る。最大で、７２０チャンネル・１０ｂｉｔのバッファ回路が２段保有している。
【０５３９】
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　スイッチ回路１０２７は、ＰＲＣ電圧（キャンセル電圧Ｖｒ、リセット電圧Ｖｒｓｔな
ど）をＰＲＣＯＮ信号に入力に対応して、ソース信号線１８に出力する。
【０５４０】
　ソースドライバ回路（ＩＣ）１８とソース信号線１８間に３選択回路（選択スイッチ回
路）１０４１を形成してもよい（図３、図１０４）。なお、選択回路１０４１の選択数は
３に限定するものではなく、６選択などの他の選択数に構成してもよい。選択回路が３選
択の場合は、Ｒ端子、Ｇ端子、Ｂ端子を有し、クロックに同期していずれかの端子を選択
する。
【０５４１】
　選択回路１０４１は図１０３に図示するように配置される。選択回路は、ソースドライ
バ回路１４の信号出力端子と接続する入力端子と、ソース信号線と接続する選択出力端子
を有する。選択回路１０４１は、入力端子と、入力端子と接続できる複数の選択出力端子
とを含む組を複数有している。
【０５４２】
　また、選択回路１０４１は、選択回路１０４１の入力端子に印加されたソースドライバ
回路１４の信号を、複数の選択出力端子から１つ以上を選択して、選択された選択出力端
子に接続されたソース信号線１８に印加する。
【０５４３】
　好ましくは選択回路１０４１の組は、１つの入力端子と、少なくとも３つの選択出力端
子とを含み、３つの選択出力端子には、赤色の信号を伝達するソース信号線１８Ｒと、緑
色の信号を伝達するソース信号線１８Ｇと、青色の信号を伝達するソース信号線１８Ｂと
が、それぞれ接続する。ソースドライバ回路１４は、半導体を含むＩＣチップであり、選
択回路１０４１は、アレイ基板にポリシリコン技術で形成されている。
【０５４４】
　図１０３（ａ）は、表示パネルの画面３１が横長配置の場合（ポートレート：ｐｏｒｔ
ｒａｉｔ配置）であり、ソースドライバ回路１４が画面の上辺あるいは可変に配置した場
合（ランドスケープ：ｌａｎｄｓｃａｐｅ配置）である。図１０３（ｂ）は、表示パネル
の画面３１が横長配置の場合であり、ソースドライバ回路１４が画面の左右の一方に配置
した場合である。
【０５４５】
　ソースドライバ回路１４から出力する信号は、選択回路１０４１のよりソース信号線１
８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂに振り分けられる。選択回路１０４１はポリシリコン技術でアレイ
基板に直接形成する。また、選択回路１０４１はシリコンチップで形成し、ＣＯＧ技術で
アレイ基板に実装してもよい。また、選択回路１０４１は切り替えスイッチとしてソース
ドライバ回路１４の回路として、ソースドライバ回路１４に内蔵させてもよい。
【０５４６】
　選択回路１０４１がＲ端子を選択している時は、ソースドライバ回路１４からの出力信
号は、ソース信号線１８Ｒに印加される。選択回路１０４１がＧ端子を選択している時は
、ソースドライバ回路１４からの出力信号は、ソース信号線１８Ｇに印加される。選択回
路１０４１がＢ端子を選択している時は、ソースドライバ回路１４からの出力信号は、ソ
ース信号線１８Ｂに印加される。
【０５４７】
　選択回路１０４１がＲ端子を選択している時は、Ｇ端子及びＢ端子はオープンである。
この場合は、Ｇ端子、Ｂ端子の電位は、寄生容量１４２により保持される。選択回路１０
４１がＧ端子を選択している時は、Ｒ端子及びＢ端子はオープンである。この場合は、Ｒ
端子、Ｂ端子の電位は、寄生容量１４２により保持される。選択回路１０４１がＢ端子を
選択している時は、Ｇ端子及びＲ端子はオープンである。この場合は、Ｇ端子、Ｒ端子の
電位は、寄生容量１４２により保持される。
【０５４８】
　本実施例のＥＬ表示装置のソースドライバＩＣ１４は、１つのチップ（ＩＣ）で、図１
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０３（ａ）の場合と、図１０３（ｂ）の場合の両方に対応できるように、チップの２箇所
から選択信号線１０４３が接続できるように構成されている。また、ゲート信号線１２に
接続する出力端子も２箇所ある。
【０５４９】
　図１０５は、本実施例のソースドライバＩＣ１４（ＩＣチップ）の出力側の端子レイア
ウトの説明図である。ＩＣチップの両端には、ソース信号線のテスト用の端子が配置され
ている。テスト用端子は、映像信号電圧Ｖｓｉｇを出力する端子と構成は同一であるが、
ソース信号線とは接続されない。また、テストコマンドにより、映像信号電圧Ｖｓｉｇを
出力するかしないかを設定できる。
【０５５０】
　ソース信号線テスト端子の内側には、ゲートドライバ回路１２に供給するゲートドライ
バ制御信号を出力するゲートドライバ制御端子が配置されている。ゲートドライバ制御端
子は、ＶＧＨ１－ＶＧＬ１レベルの信号を出力するゲートドライバ制御端子（ＶＧＨ１／
ＶＧＬ１）と、ＶＧＨ２レベル－ＶＧＬ２の信号を出力するゲートドライバ制御端子（Ｖ
ＧＨ２／ＶＧＬ２）の２種類がある。ＶＧＨ１／ＶＧＬ１とＶＧＨ２／ＶＧＬ２は、スイ
ッチトランジスタ１１の特性にあわせて、あるいは表示品位にあわせて使い分ける。ＶＧ
Ｈ１／ＶＧＬ１とＶＧＨ２／ＶＧＬ２に関する事項は、図３を用いて説明を行ったので説
明を省略する。
【０５５１】
　選択回路１０４１がいずれの端子（Ｒ端子、Ｇ端子、Ｂ端子）を選択するかの選択信号
線１０４３は、信号線セレクタ端子に接続される。図１０４（ａ）の場合のポートレート
：ｐｏｒｔｒａｉｔ配置の場合は、チップの中央より端に配置された信号セレクタ端子（
ポートレート：ｐｏｒｔｒａｉｔ）に選択信号線１０４３が接続される。
【０５５２】
図１０４（ｂ）の場合のランドスケープ：ｌａｎｄｓｃａｐｅ配置の場合は、チップの中
央に配置された信号セレクタ端子（ランドスケープ：ｌａｎｄｓｃａｐｅ配置）に選択信
号線１０４３が接続される。なお、ソース信号線出力端子には、ソース信号線１８が接続
される（但し、表示画面３１間に、選択回路１０４１が配置される）。
【０５５３】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置だけではなく、
他の画素構成（図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３、図３５
、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図９０
、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４～図１２８
など）のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもない。
【０５５４】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
、図１１１、図１１２、図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示し
たあるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言う
までもない。
【０５５５】
　図８４の実施例は、パネルで最大表示できる輝度をピーク４００（ｎｔ）、白ラスター
表示（点灯率１００％とする）で２００（ｎｔ）とした実施例である。なお、ピーク輝度
（点灯率０％近傍で最大階調の画素が表示できる輝度）と最大電力時の輝度（一般的には
、点灯率１００％の白ラスター表示（最大階調）の画素が表示できる輝度）との差は、６
倍以下１．５倍以内にする。本明細書では、２倍として説明する。また、ピーク輝度は、
点灯率０％近傍の黒表示の画素の輝度であるとする。
【０５５６】
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　輝度は最大使用（表示）階調数とｄｕｔｙ比で決定される。ｄｕｔｙ比は、図１２、図
１３などで説明したものである。また、映像信号は、ＲＧＢが各１０ｂｉｔ（１０２４階
調：１階調～１０２４階調）であるとしている。一例として図８４では、点灯率２５％以
下では、階調数制御で輝度最大（Ｍａｘ）４００ｎｔ（１０２４階調の映像信号が印加さ
れた画素が表示する輝度）であり、点灯率１００％では、２００ｎｔ（１０２４階調の映
像信号が印加された画素が表示する輝度）である。図８４（ａ）の点灯率と最大使用階調
数の関係カーブは、曲線でもよいし、また、折れ曲がり点は複数形成（設定）してもよい
。
【０５５７】
　最大使用（表示）階調数制御とは、ソース信号線１８に印加する映像信号電圧Ｖｓｉｇ
又は画素１６に書き込む映像信号電圧Ｖｓｉｇを制御することによる。また、最大使用（
表示）階調数は、ＥＬ表示装置に入力される映像データ又は画素１６に書き込む映像信号
電圧Ｖｓｉｇに基づいて決定する。
【０５５８】
　以上の事項はｄｕｔｙ駆動のｄｕｔｙ比の決定に関しても適用できることは言うまでも
ない。
【０５５９】
　最大使用（表示）階調数は、表示画面３１に表示される最大使用（表示）階調数である
。表示画面３１で使用される最大使用（表示）階調数の期間に関しては、１フレーム（１
フィールド）で限定されるものではなく、複数のフレーム（フィールド）期間であっても
よいことは言うまでもない。例えば、最大使用（表示）階調数が、７６８であれば、４フ
レーム期間の間、最大使用（表示）階調数を７６８に制限し、次の５フレーム以降では、
最大使用（表示）階調数を１０２４に変化させる方法が例示される。以上の期間に関して
はｄｕｔｙ駆動のｄｕｔｙ比に関しても適用される。
【０５６０】
　なお、最大使用（表示）階調駆動とｄｕｔｙ駆動は組み合わせて実施することができる
ことは言うまでもない。例えば、第１フレームで、最大使用（表示）階調数（最大使用（
表示）階調番号）を７６８とし、ｄｕｔｙ比を１／２とし、次の第２フレームで最大使用
（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号）を１０２４とし、ｄｕｔｙ比を３／４にす
る駆動方法が例示される。
【０５６１】
　なお、最大使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号）、ｄｕｔｙ比は、フレー
ム（フィールド）周期を単位としてステップ的に変更することに限定されず、フレーム（
フィールド）中において、ゆっくりと変化させてもよい。例えば、第１フレームで、最大
使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号）を７６８とし、第３フレームでは最大
使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号）を１０２４と決定された場合、第２フ
レーム（フィールド）では、７６８から１０２４階調の中間の階調数を最大使用階調数と
して画像表示する。
【０５６２】
　もちろん、第１のフレームの途中から階調数７６８から階調数１０２３に変化させても
よいし、第３フレームの最初から、最大使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号
）７６８から最大使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号）１０２４に変化させ
てもよい。以上の変化（変更）に関してもｄｕｔｙ駆動のｄｕｔｙ比に関しても適用され
る。
【０５６３】
　また、最大使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番号）又は、ｄｕｔｙ比は、毎
フレーム（フィールド）で求める必要はない。偶数フレーム（フィールド）で求めても良
いし、複数フレーム間隔で求めても良い。また、ランダムなフレーム間隔で求めても良い
。
【０５６４】
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　例えば、静止画の表示では、長周期間隔で最大使用（表示）階調数（最大使用（表示）
階調番号）又は、ｄｕｔｙ比を求め、最大使用（表示）階調数（最大使用（表示）階調番
号）又は、ｄｕｔｙ比を求めないフレームでは、求めたフレームでの値の中間値を使用す
る（ゆっくりと変化させる）。
【０５６５】
　一方、動画の表示では、毎フレーム（フィールド）で最大使用（表示）階調数（最大使
用（表示）階調番号）又は、ｄｕｔｙ比を求める。
【０５６６】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置だけではなく、
他の画素構成（図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３、図３５
、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図９０
、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４、図１２５
、図１２６、図１２７、図１２８など）のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用
できることは言うまでもない。また、本明細書で記載した他の駆動方式、構成に適用でき
ることは言うまでもない。また、ＥＬ表示装置あるいはＥＬ表示パネルを用いた機器（例
えば、図７、図８、図９など）に適用できることは言うまでもない。
【０５６７】
　図８４は、例示としてガンマ２乗カーブで階調設定を行った実施例である。図８４（ａ
）において、縦軸は最大使用階調数である。最大使用階調数とは、ある点灯率において表
示する最大階調である。あるいは使用できる最大階調番号である。最大階調番号は、点灯
率を係数として乗算することなどにより決定される。当然のことながら、最大階調番号を
図示している。
【０５６８】
　なお、説明を容易にするため、各図面では点灯率を用いているが、点灯率とは、表示画
面３１に流れる電流とみなすこともできる（アノード、カソード電圧が一定の場合）。ア
ノード、カソード電圧を変化させる場合は、この変化を加味することが好ましい。つまり
、点灯率は表示パネルの表示領域で使用する電力に相関する値である。したがって、電力
に基づいて最大使用階調を決定してもよい。なお、前記電力、電流などは表示パネルの表
示領域３１に使用するものだけでなく、周辺回路部で使用される電力、電流を含めて求め
ても良い。
【０５６９】
　図８４（ａ）は、通常表示状態であり、ｄｕｔｙ比が１／１としている。つまり、図１
２、図１３の黒挿入表示を行っていない。この状態が、最大輝度を表示できる駆動状態で
ある。
【０５７０】
　図８４において、変化点であるａ点は可変できるように構成しておくことが好ましい。
可変点は、ＥＥＰＲＯＭに格納できるように構成する。また、ｂ点についても同様である
。また、各直線及び曲線は、多数の折れ点ポイントを設けてもよいことは言うまでもない
。
【０５７１】
　例えば、１０２４階調目を１．０の明るさとし、ガンマが２乗特性カーブであれば、０
．７５の明るさは８８７階調目、０．５０の明るさは７２４階調目、０．２５の明るさは
５１２階調目である。ガンマが２．２乗特性カーブであれば、０．７５の明るさは８９８
階調目、０．５０の明るさは７４７階調目、０．２５の明るさは５４５階調目である。し
たがって、実際には、以上の明るさ（輝度、照度）を基準として制御する階調あるいは設
定する階調を決定すべきである。
【０５７２】
　図８４（ａ）から１／４の輝度に低下させるには、図８４（ａ）と技術的思想と同様に
、表示する階調数を削減する。図８４（ｂ）において、７２４階調は、輝度２００ｎｔを
表示する階調である（図８４（ａ）の右の目盛りを参照のこと）。３６２階調は、ガンマ
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２乗カーブで１／４の５０ｎｔを表示できる階調である。同様に、５１２階調は、ガンマ
２乗カーブで１／２の１００ｎｔを表示できる階調であり、６２７階調は、ガンマ２乗カ
ーブで２００ｎｔの３／４の１５０ｎｔを表示できる階調である。但し、各階調番号は、
説明を容易にするために決定したものであり、本実施例がこの値に限定されるものではな
い。
【０５７３】
　図８４（ｂ）に図示するように、通常表示からその１／４輝度までの輝度可変は、表示
する階調数の変更により行う。図８４（ｂ）に図示するように図８４（ａ）の点灯率１０
０％から１／４の５０ｎｔに低下させる場合には、最大使用階調は３６２とする（つまり
、５０ｎｔを表示する場合に使用する階調は、１階調目から３６２階調目）。１／２の１
００ｎｔに低下させる場合には、最大使用階調は５１２とする（つまり、１００ｎｔを表
示する場合に使用する階調は、１階調目から５１２階調目）。１５０ｎｔに低下させる場
合には、最大使用階調は６２７とする（つまり、１５０ｎｔを表示する場合に使用する階
調は、１階調目から６２７階調目）。これ以上、画面輝度を変更する場合も、使用階調数
を変更すればよい。
【０５７４】
　以上のように、図８４（ｂ）は、通常輝度から輝度１／４までも、使用する階調数制御
（最大使用階調（最大表示階調）制御）で行っている。
【０５７５】
　さらに画面輝度を低下させるため、本実施例では図８４（ｃ）に図示するように、ｄｕ
ｔｙ比制御（図１２、図１３）により、画面輝度制御を実施している。輝度は、表示領域
５３又は非表示領域５２の面積を増減させることにより行う。ｄｕｔｙ比制御では、表示
する階調数は変更しないため、良好な階調表示を実現できる。
【０５７６】
　図８４（ｃ）では、２００ｎｔの輝度１／４以下から輝度１／１００（２ｎｔ）までは
、ｄｕｔｙ制御とした実施例である。最低輝度は、ピーク輝度４ｎｔ、白ラスター２ｎｔ
である。図８４（ｃ）において、最大使用階調数は、点灯率１００％の時、３６２階調で
あり、点灯率０％近傍（完全に点灯率０％は、黒ラスター表示となり点灯している画素が
ないため近傍とした）では、５１２階調である。
【０５７７】
　以上の制御（図８４（ａ）（ｂ）（ｃ））により、画面明るさは、１／１００に調整す
ることができる。
【０５７８】
　なお、図８４においても、ａ点、ｂ点位置を可変できるように設定することが好ましい
。ａ点、ｂ点の変更は、点灯率を求め、ＥＬ表示装置に入力された映像信号電圧又は映像
信号データに乗算する係数を前記点灯率の値によって変更することにより実現できる。な
お、変更は遅延時間、ヒステリシス動作を持たして行うことが好ましい。以上の事項は本
発明の他の実施例においても適用される。
【０５７９】
　以上のように、本実施例は、最大輝度（図８４（ａ）の状態）から、所定の輝度変化範
囲（図８４（ａ）（ｂ）では輝度変化１／４）までは、使用する最大階調（最大使用階調
数）を減らすことにより輝度を可変する。それ以上に、画面輝度を低下させる場合は、図
８４（ｃ）に図示するように、ｄｕｔｙ比を可変することにより行う。ｄｕｔｙ比を可変
する場合は、表示に使用する階調数は変化しない（維持される）。本発明は、最大階調数
制御により、比較的明るい表示輝度における表示画面３１の明るさ制御を実現し、低輝度
表示では、ｄｕｔｙ比制御を実現する。とくに、ｄｕｔｙ比制御は、暗室など非常に暗い
環境下で実施することにより効果を発揮する。ｄｕｔｙ比による明るさ制御は、使用する
階調数が低下しないため、良好な階調表示を実現できるからである。高輝度表示では、使
用する階調数が多いため、最大使用階調数制御により使用する階調数が減少させても画像
表示にはほとんど影響を与えない。
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【０５８０】
　以上のように、映像信号電圧Ｖｓｉｇの特徴あるいは分布を検出し、あるいは映像信号
電圧Ｖｓｉｇに基づいて特徴などを検出し、画面の最大表示輝度を可変する制御は最大使
用階調数制御で行い、外部照度などにより、表示画面３１の明るさ制御（明るさ調整）を
行う場合は、ｄｕｔｙ比制御により実現することが好ましい。　以上のように、本実施例
は、低輝度表示を行う場合（低輝度領域）には、ｄｕｔｙ比制御により表示画面３１の画
面輝度を変化させ、一定以上の高輝度表示を行う場合（高輝度領域）には、使用する階調
数を変化させて行う。この場合は、ｄｕｔｙ比は１／１など固定にする。
【０５８１】
　しかし、本実施例はこれに限定するものではなく、高輝度領域で、ｄｕｔｙ比を１／２
などとしてもよく、また、可変してもよい。また、低輝度領域においても、使用する階調
数を変化させてもよい。
【０５８２】
　また、図８４（ａ）は最大階調の輝度を４００ｎｔから２００ｎｔの１／２にするとし
たが、これに限定するものではなく、４００ｎｔから１００ｎｔの１／４などに設定して
もよい。また、図８４（ｂ）は最大輝度を２００ｎｔから５０ｎｔの１／４にするとした
が、これに限定するものではなく、２００ｎｔから２５ｎｔの１／８などに設定してもよ
い。また、図８４（ｃ）は最大輝度を５０ｎｔから２ｎｔの１／２５にするとしたが、こ
れに限定するものではなく、５０ｎｔから１ｎｔの１／５０などに設定してもよい。
【０５８３】
　以上のように目標仕様のあわせて、最大使用階調数の可変範囲、可変位置をソフト的に
変更、最大輝度の可変範囲、変更位置をソフト的できるようにする。変更などは、ソース
ドライバＩＣ１４のコントローラ部にて容易に実現できる。入力変数は、映像信号データ
、点灯率などを用いる。また、変更位置、可変位置などは、ＥＥＰＲＯＭ７５３の外部メ
モリに格納しておく。
【０５８４】
　ＥＬ表示装置に表示画面３１に発生する焼付け課題は、図１２９に図示するように、グ
ラフィックコントローラ１２９２と画素数分の容量を有するフラッシュメモリ１２９１を
採用することにより解決できる。フラッシュメモリ（フラッシュＲＯＭ）１２９１は、各
画素の点灯時間と、ＲＧＢ別のＥＬ素子の寿命曲線が記録されている。グラフィックコン
トローラ１２９２は、表示パネルの点灯時間を保持し、また、各画素の明るさ（流れる電
流の大きさ）を映像信号電圧Ｖｓｉｇから、図８３の構成で演算する。
【０５８５】
　グラフィックコントローラ１２９２は、各画素の点灯時間と流れる電流から、演算ある
いは処理により、各画素の輝度低下を求める。求めた輝度低下は、ＥＬ表示装置をオフす
るときに、フラッシュＲＯＭ１２９１に書込み、次にオンするときに、フラッシュＲＯＭ
１２９１から読み出す。グラフィックコントローラ１２９２は、求めた各画素の輝度低下
分を補うように映像信号に補正データを加算する。以上のように処理することにより、補
正データにより焼付け（画素ごとにＥＬ素子の輝度低下）は補償される。したがって、焼
付けは発生しない。
【０５８６】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置だけではなく、
他の画素構成（図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３、図３５
、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図９０
、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４～図１２８
など）のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもない。
【０５８７】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
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、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
、図１１１、図１１２、図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示し
たあるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言う
までもない。また、実施例１～２、実施例４～７などの表示パネル（表示装置）あるいは
駆動方法にも適用される。
【実施例４】
【０５８８】
　本発明の実施例４について説明する。
【０５８９】
　図６０は、実施例４のＥＬ表示装置の電源回路（電源ＩＣ）の説明図である。本実施例
の電源回路を用いることにより、検査、エージング、輝度調整などが容易に実現できるよ
うになる。
【０５９０】
　電源回路６０２のＶｉｎ端子には、バッテリーからＶｉｎ電圧（電圧２．３Ｖ以上４．
６Ｖ以下）が印加される。電源回路（電源ＩＣ）６０２は、ＥＬ表示装置に必要な電圧を
発生させる。ＥＬ素子に供給する電圧（アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ）及び
その電流は、ＤＣＤＣ回路により発生させる。
【０５９１】
　ＤＣＤＣ回路において正極性の電圧Ｖｄｄは、コイルＬｐを用いる。負極性の電圧Ｖｓ
ｓは、コイルＬｎを用いる。すなわち、コイルを用いて共振させることにより必要な電圧
値を発生させる。
【０５９２】
　アノード電圧Ｖｄｄは、ソースドライバ回路１４のアナログ電圧Ａｖｄｄと共通である
（Ｖｄｄ＝Ａｖｄｄ）。Ａｖｄｄ電圧は、ソースドライバ回路１４の電源電圧である。ア
ナログ電圧Ａｖｄｄは、映像信号の基準電圧としている。駆動トランジスタ１１ａは、Ｐ
チャンネルトランジスタであるため、アノード端子はアノード電極（電圧Ｖｄｄ）と接続
されている。すなわち、駆動トランジスタ１１ａの基準電圧位置は、アノード電圧Ｖｄｄ
である。ソースドライバ回路３９のアナログ電圧をＡｖｄｄとし、Ａｖｄｄを基準（映像
信号電圧がＡｖｄｄ電圧の時、映像信号の振幅電圧は、０Ｖである）とする。
【０５９３】
　なお、Ａｖｄｄ電圧は、アノード電圧Ｖｄｄよりも、０．２Ｖ以上１．０Ｖ以下の電圧
だけ高くしてもよい。例えば、アノード電圧が４．６Ｖであれば、Ａｖｄｄ電圧は、４．
８Ｖ滋養５．６Ｖ以下に設定する。表示コントラストを向上させることができる。
【０５９４】
　Ａｖｄｄ＝Ｖｄｄすることにより、駆動トランジスタ１１ａを映像信号でプログラム設
定することが容易になる。また、ＥＬ表示装置で使用する電源数も削減できる。
【０５９５】
　画素１６の駆動トランジスタ１１ａはＰチャンネルトランジスタである。Ｖｄｄ＝Ａｖ
ｄｄとすることにより、階調電圧の電位とアノード電位Ｖｄｄが連動して変化するので、
良好な階調表示を実現できる。電源回路（ＩＣ）６０２で発生するアノード電圧Ｖｄｄが
バラツキにより変化しても、駆動トランジスタ１１ａに印加する振幅電圧の基準位置は連
動して変化する。したがって、駆動トランジスタ１１ａを映像信号でプログラム設定する
精度が良好になる。
【０５９６】
　なお、画素１６の駆動トランジスタ１１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、映像
信号の基準電圧をグランド（ＧＮＤ）電圧にする。
【０５９７】
　また、電源回路６０２は、リニアレギュレータ回路により、ソースドライバ回路のロジ
ック電圧Ｄｖｄｄを発生する。Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖである。また、チャージポンプ回路
により、ゲートドライバ回路１２の電源（ＶＧＨ、ＶＧＬ）を発生する。チャージポンプ
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回路は、正極性の電圧ＶＧＨには、コンデンサＣｐを使用する。チャージポンプ回路は、
負極性の電圧ＶＧＬには、コンデンサＣｎを使用する。すなわち、コンデンサと発振回路
で、チャージポンプ回路を構成し、必要な電圧値を発生させる。
【０５９８】
　なお、ＶＧＨ、ＶＧＬなど、ゲートドライバ回路１２で使用する電圧は、ソースドライ
バ回路１４に形成したチャージポンプ回路で発生させてもよい。この場合は、ソースドラ
イバ回路１４のＶＧＨ、ＶＧＬ出力回路に、オフスイッチを形成する（ソースドライバ回
路１４に出力オフ機能を持たせる）。
【０５９９】
　以下の実施例では、電源回路６０２にＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｒｓｔ電圧発生回路６０１を
具備するとして説明する。ＶＧＬ、ＶＧＨ、Ｖｒｓｔ電圧発生回路６０１がソースドライ
バ回路１４に具備される場合は、ソースドライバ回路１４と電源回路６０２とを同期を取
っても本実施例を実施すればよい。
【０６００】
　Ａｖｄｄ、Ｄｖｄｄ電圧は、レギュレータ回路で発生させてもよい。バッテリー電圧Ｖ
ｉｎがレギュレータ回路に入力され、Ｄｖｄｄ電圧を発生させる。また、バッテリー電圧
Ｖｉｎがレギュレータ回路に入力され、Ａｖｄｄ電圧を発生させる。
【０６０１】
　なお、本実施例のＥＬ表示装置においては、映像信号電圧Ｖｓｉｇを画素１６に印加す
るスイッチトランジスタ１１ｃを駆動するゲートドライバ回路１２ａは、オン電圧ＶＧＨ
１、オフ電圧ＶＧＬ１とする。ＥＬ素子１５に流れる電流をオン／オフ制御するスイッチ
トランジスタ１１ｄを駆動するゲートドライバ回路１２ｂは、オン電圧ＶＧＨ２、オフ電
圧ＶＧＬ２とする。また、ＶＧＨ１＝ＶＧＨ２、｜ＶＧＬ１｜＜｜ＶＧＬ２｜にしている
。本実施例では、画素２６を選択し映像信号を書き込むゲート信号線１７の駆動電圧（Ｖ
ＧＨ２、ＶＧＬ１）と、ＥＬ素子３５に流す電流を制御するゲート信号線１７の駆動電圧
（ＶＧＨ２、ＶＧＬ２）とを異ならせている。
【０６０２】
　ソースドライバ回路２４の電源電圧をＡＶｄｄ（Ｖ）とし、アノード電圧をＶｄｄ（Ｖ
）としたとき、Ｖｄｄ－１．５（Ｖ）≦ＡＶｄｄ≦Ｖｄｄの関係を満足するように構成し
ている。
【０６０３】
　ゲートドライバ回路のオン電圧又はオフ電圧をＶＧＨ（Ｖ）とし、アノード電圧をＶｄ
ｄ（Ｖ）としたとき、Ｖｄｄ＋０．２（Ｖ）≦ＶＧＨ≦Ｖｄｄ＋２．５（Ｖ）の関係を満
足するように構成している。
【０６０４】
　一例としてカソード電圧Ｖｓｓは、－４．５Ｖ～－１．０Ｖであり、アノード電圧Ｖｄ
ｄは、３．５Ｖ～７．０Ｖである。Ｖｓｓ、Ｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬなどは電源回路から
供給され、必要に応じて各電圧の値は変更設定される。
【０６０５】
　本実施例は、エージング工程、欠陥検査、輝度調整などの調整対応するため、出力オー
プン機能を有する。
【０６０６】
　出力オープン機能はスイッチから構成する。図６０に示すように、各電圧発生回路６０
１の出力段にスイッチ（ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３、ＳＷ４、ＳＷ５、ＳＷ６、ＳＷ７）が
形成されている。
【０６０７】
　出力オープン機能とは、スイッチＳＷをオフ（ハイインピーダンス）にすることにより
、電源回路６０２の出力端子に、別電圧を印加できる。例えば、Ｖｄｄ＝５Ｖとし、Ｖｄ
ｄ出力端子のスイッチＳＷ２をオフにすることにより、Ｖｄｄ出力端子に７Ｖの電圧を印
加できるようになる。Ｖｓｓ＝－３Ｖとし、Ｖｓｓ出力端子のスイッチＳＷ１をオフにす
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ることにより、Ｖｓｓ出力端子に－５Ｖの電圧を印加できるようになる。
【０６０８】
　各端子のスイッチＳＷをオフさせることにより、各端子に外部電圧を印加したとき、オ
フリーク電流は１０μＡ以下となるように構成されている。この構成は、各スイッチＳＷ
を構成するＦＥＴのゲート端子にバッファ回路を介して電圧を印加する回路構成を採用す
ることにより実現できる。
【０６０９】
　スイッチＳＷ１は、Ｖｓｓ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有する。ス
イッチＳＷ２は、Ｖｄｄ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有し、スイッチ
ＳＷ３は、Ａｖｄｄ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有する。スイッチは
、アナログスイッチ、ＭＯＳスイッチなどで構成される。
【０６１０】
　同様に、スイッチＳＷ４は、ソースドライバ回路１４で使用するロジック電圧Ｄｖｄｄ
をオフ（ハイインピーダンス）にし、スイッチＳＷ５は、ＶＧＨ電圧をオフ（ハイインピ
ーダンス）にする。スイッチＳＷ６は、ＶＧＬ電圧をオフ（ハイインピーダンス）、スイ
ッチＳＷ７は、Ｖｒｓｔ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有する。
【０６１１】
　なお、スイッチ（ＳＷ１～ＳＷ７）は、明確にスイッチ回路を形成する必要はない。例
えば、Ｖｄｄ発生回路６０１ｂに印加する発振電圧を停止することにより、等価的に、Ｖ
ｄｄ出力がオフとなる場合は、スイッチＳＷ２の物理的形成は不要である。つまり、スイ
ッチＳＷとは、各電圧発生回路６０１の動作を停止させる機能と考えても良い。
【０６１２】
　電源電圧の出力回路にはトランジスタ（ＦＥＴ）を具備しており、このＦＥＴからなる
スイッチ、ダイオードと外付けコイル（Ｌｎ、Ｌｐ）で共振させて所定の電圧を発生させ
る。この共振させるＦＥＴのゲート端子にオフ電圧を印加する、又はオフにすることによ
りＦＥＴから電圧は出力されないようになる。結果的に、該当電源回路６０２の出力端子
はオフ（ハイインピーダンス）になる。また、電源回路６０２に内蔵のダイオードに逆バ
イアスを印加して、ダイオードをオフさせてもよい。また、図６１に示すように、電源回
路６０２の外部に、スイッチ回路６１１を外付け配置してもよい。スイッチＳＷはリレー
回路などで構成することもできる。
【０６１３】
　また、電源回路６０２の出力段のトランジスタのゲート端子にオフ電圧を印加し、前記
トランジスタのチャンネル間をハイインピーダンスにする。なお、電源回路６０２の出力
段には保護ダイオードを形成し、保護ダイオードはリークが発生しないように十分に高い
電圧に接続してオフ状態を維持する。
【０６１４】
　なお、出力オープン機能は、電源回路６０２に内蔵させることに限定されるものではな
い。例えば、図６１に示すように、ＳＷの部分をスイッチ回路６１１として別途設けても
よい。スイッチ回路６１１は、シリコンチップで形成し、フレキシブル基板７５５などに
実装する。スイッチ回路６１１はＭＯＳ－ＦＥＴなどで構成する。
【０６１５】
　すなわち、本実施例のオフ（ハイインピーダンス）にする機能とは、等価的に、電源回
路６０２の端子を外部から見たとき、ハイインピーダンス状態にする機能であれば足りる
。また、ハイインピーダンス状態にした時、又はハイインピーダンス状態になった時、電
源回路６０２の端子を外部に別の電圧を印加できる構成であれば足りる。
【０６１６】
　本実施例の電源回路は、負電源側のダイオード、ＦＥＴを内蔵している。また、ＳＭＢ
ｕｓなどの標準データバスを具備し、標準データバスに伝送するコマンドにより、出力電
圧などを設定できる。
【０６１７】



(75) JP 2009-276744 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

　コマンドにより設定できる電圧は、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧、Ｖｓｓ電圧、Ｖｒｓｔ電
圧である。これらの電圧は、０．５Ｖキザミで設定できるように構成されている。なお、
ＶＧＨはＶＧＨ１、ＶＧＨ２と２種類の電圧を発生させ、ＶＧＬはＶＧＬ１、ＶＧＬ２と
２種類の電圧を発生させてもよい。
【０６１８】
　電圧の可変は、電源回路６０２内部に、ＤＡ変換回路を設けることにより容易に実現で
きる。また、出力オープン機能もコマンドで制御することができる。例えば、標準データ
バス（ＳＭＢｕｓ、Ｉ２Ｃバスなど）を介したコマンド制御により、Ｖｓｓ電圧端子をオ
フにできる。コマンドにより、どのスイッチをオンさせるかオフさせるかを指定する。
【０６１９】
　図６２は、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧、Ｖｄｄ電圧、Ｖｓｓ電圧、Ｖｒｓｔ電圧、Ａｖｄ
ｄ電圧の設定値である。設定値は、コマンドの’値’により、０．５Ｖキザミで設定され
ている。ＶＧＨ電圧の設定値は、Ａｖｄｄ電圧の設定値よりも１．０Ｖ以上（少なくとも
０．５Ｖ以上）高く設定できるように構成する。ＶＧＬ電圧の設定値は、Ｖｓｓ電圧と同
一の値を設定できるように構成する。
【０６２０】
　なお、図６２の各電圧の値は、ＥＥＰＲＯＭ７５３（図７５）に格納しておき、使用状
態に合わせて変更できるように構成しておくことが好ましい。例えば、図６２では、ＶＧ
Ｈの値０では、５．０Ｖであるが、この値をＥＥＰＲＯＭ７５３から読み出し、４．５Ｖ
に変更する。キザミ値もＥＥＰＲＯＭ７５３に格納されたデータにより変更できるように
構成しておくことが好ましい。
【０６２１】
　ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧、Ｖｄｄ電圧、Ｖｓｓ電圧、Ｖｒｓｔ電圧、Ａｖｄｄ電圧は、
本実施例のパネルの調整工程で、可変して用いる。また、ピーク電流抑制駆動で可変して
用いる。
【０６２２】
　ＶＧＨ電圧は、５．０Ｖ以上９Ｖ以下であり、この範囲を０．５Ｖキザミで設定可能で
ある。また、必要に応じて１０ｍＶキザミで設定できるように構成することもできる。以
上の事項は他の電圧に対しても同様である。なお、本実施例では、説明を容易にするため
、基本的には電圧のキザミは０．５Ｖであるとする。しかし、これに限定するものではな
い。
【０６２３】
　一例として、ＶＧＬ電圧は、－６．０Ｖ以上－０．５Ｖ以下であり、この範囲を０．５
Ｖキザミで設定可能である。Ｖｓｓ電圧は、－６．０Ｖ以上－０．５Ｖ以下であり、この
範囲を０．５Ｖキザミで設定可能である。
【０６２４】
　なお、Ｖｓｓ電圧は、０．１Ｖキザミで可変できるように構成することが更に好ましい
。特に、ＥＬ表示パネルの温度により、Ｖｓｓ電圧を可変できるように構成することが好
ましい。
【０６２５】
　出力オープン機能は、ハード端子による制御でオン／オフしてもよい。例えば、電源回
路６０２の１番ピンはＴＥＳＴ１、２番ピンをＴＥＳＴ２とする。ＴＥＳＴ１を’Ｈ’と
することにより、Ｖｄｄ端子とＶｓｓ端子が出力オフにする。また、’Ｌ’とすることに
より、Ｖｄｄ端子とＶｓｓ端子を電圧出力状態にする。ＴＥＳＴ２を’Ｈ’とすることに
より、ＶＧＨ端子とＶＧＬ端子が出力オフにする。’Ｌ’とすることにより、ＶＧＨ端子
とＶＧＬ端子を電圧出力状態にする。
【０６２６】
　なお、出力オープン機能とは、主として電圧出力端子を外部から切り離された状態を意
味し、前記端子などに他の電源からの電圧又は電流を印加しても、前記電源ＩＣ６０２な
どに前記他の電源からの電流が、前記電源ＩＣ６０２などに流入しない、又は、前記他の
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電源からの電流が流出しない状態、又はこれと類する状態を意味する。また、これらに類
する技術的思想である。
【０６２７】
　また、複数のピンにロジック電圧設定することにより、ＶＧＨ電圧を５．０Ｖから８．
０Ｖのいずれかの電圧を設定し、端子から出力できるように構成する。なお、図６３にＴ
ＥＳＴモードの出力電圧と、放電回路（図６４）の関係を図示している。
【０６２８】
　各電源の出力には、放電回路（ディスチャージ回路）が形成されている。ディスチャー
ジ回路を図６４に示す。図６４は、一例としてＶｓｓの出力段であるが、他の出力段Ｖｄ
ｄ、Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｒｓｔにも形成されている。オフスイッチＳＷ１がオ
フの場合に、スイッチＳ１をオンさせて、抵抗Ｒと介して、Ｖｓｓ端子に充電された電荷
を放電する。抵抗Ｒの抵抗値は、ＤＣＤＣ回路に関連する出力（Ｖｓｓ、Ｖｄｄ）は、３
０～１００Ωとする。チャージポンプ回路に関連する出力（ＶＧＨ、ＶＧＬ）は、２００
～１ｋΩとする。以上のように抵抗Ｒの値は、ＤＣＤＣ回路による発生させる電圧よりも
チャージポンプ回路で発生させる電圧の方を大きくする。
【０６２９】
　ディスチャージ回路を構成するスイッチＳ１も、コマンド設定により動作するように構
成されている。すなわち、ディスチャージ動作をさせるか否かは、コマンドで設定できる
。
【０６３０】
　また、図６５のように、ＴＥＳＴ＝３の時、Ａｖｄｄは放電なしとしてもよい。放電回
路は、ディスチャージ回路とも呼ぶ。図６３では、ＭＯＤＥ０で、全電圧（Ａｖｄｄ～Ｖ
ｓｓ）の出力端子をディスチャージ状態に保持している。このことはＥＬ表示装置を外部
ノイズから保護する上でも重要である。また、ＭＯＤＥ１のＯＮ１コマンドのみが指定さ
れているときは、Ｖｄｄ端子とＶｓｓ端子とディスチャージ状態に保持しておくことも重
要である。
【０６３１】
　ＯＮ１コマンドのみの場合は、ソースドライバ回路１４及びゲートドライバ回路１２に
使用する電圧（Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｒｓｒ）の端子にはディスチャージせず、
ＥＬ素子３５に印加する電圧端子はディスチャージさせる。ＯＮ１及びＯＮ２コマンド発
生時（ＭＯＤＥ３）では、すべての電圧端子はディスチャージしない。
【０６３２】
　なお、電源回路（電源ＩＣ）６０２の起動はソフトスタート回路の動作あるいは作用に
よりラッシュ電流が流れないように制御される。ソフトスタート時間は、３ｍｓｅｃ以上
２０ｍｓｅｃ以下の時間に設定される。
【０６３３】
　また、電源回路（電源ＩＣ）６０２には、過電流防止回路及びサーマルシャットダウン
回路が形成されている。過電流防止回路が動作する時間は、５０ｍｓｅｃ以上２００ｍｓ
ｅｃ以下の時間に設定される。
【０６３４】
　以上のように、図６５のＴＥＳＴ状態でも、ディスチャージ（放電）を動作させる。Ｔ
ＥＳＴ０は、通常の動作状態である。Ａｖｄｄ，ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｒｓｔ、Ｖｄｄ、Ｖ
ｓｓの出力は、図６７のＭＯＤＥに従って放電回路が動作する（放電回路ＯＮ）。ＴＥＳ
Ｔ１、ＴＥＳＴ２、ＴＥＳＴ３では放電回路が動作しない（放電回路ＯＦＦ：非動作状態
）。なお、図６８に示すように、ＴＥＳＴ３で、放電回路を動作可能状態にしてもよい。
【０６３５】
　放電回路は、図６４に示すように、スイッチＳ１、放電抵抗Ｒから構成される。放電抵
抗Ｒは、端子又は配線（図６４では一例としてＶｓｓ端子又はＶｓｓ配線）に充電された
電荷を放電するのに使用される。スイッチＳ１は電源回路６０２の出力電圧を停止する時
、電源電圧の値を変化させる時に動作する。
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【０６３６】
　本実施例の電源回路６０２は、ＤＣＤＣ回路の発振周波数もソースドライバ回路１４か
らのコマンドで設定できる。
【０６３７】
　発振周波数は、０．６ＭＨｚ、１．２ＭＨｚ、１．８ＭＨｚの複数から１つを選択する
。発振周波数は、０．６ＭＨｚ、１．２ＭＨｚ、１．８ＭＨｚと整数倍に設定できるよう
にする。発振周波数の１つは、１．０～１．６ＭＨｚ内に設定する（本実施例では、１．
２ＭＨｚが該当する）。この範囲の周波数では、表示画面３１にビートノイズが発生せず
、好ましい。
【０６３８】
　発振周波数は、図６６に表で示す。発振周波数も電源回路に内蔵する複数の抵抗から１
つを選択することにより容易に実現できる。発振周波数は、ＦＬコマンドの設定により、
発振周波数が変更できる。発振周波数が低いと、電源回路の外付けコイル（Ｌｐ、Ｌｎ）
のサイズが大きくなる。変換効率は高くなる。電源回路の外付けコイルのサイズが大きく
なる。変換効率は高くなる。発振周波数が高いと、電源回路の外付けコイルのサイズが小
さくなる。変換効率は低くなることが多い。
【０６３９】
　本実施例の電源回路は携帯電話に用いる。本実施例は、携帯電話の通信方式により、発
振周波数を切り替えて使用する。ＣＤＭＡ方式の場合は、ＤＣＤＣの発振周波数を０．６
ＭＨｚとする。ＧＳＭ方式の場合は、１．２ＭＨｚで使用する。本実施例は、ＣＤＭＡ方
式で使用する場合と、ＧＳＭ方式で使用する場合とで、コマンドにより、発振周波数を変
更する。すなわち、携帯の受信方式に対応させて発振周波数を切り替える。
【０６４０】
　図６３は、本実施例の電源回路の動作モードであるテストモード（ＴＥＳＴ）で、ディ
スチャージ（放電）回路の動作の有無を記載している。図６３において、「○」は、対応
する電圧が出力されることを示し、「・」は、出力されていないことを示す。ＯＮは、放
電回路が動作していること（図６４でスイッチＳ１がオンしていること）を示し、ＯＦＦ
は、放電回路が非動作状態であること（図６４でスイッチＳ１がオフしていること）を示
している。
【０６４１】
　例えば、ＴＥＳＴモードの値が１（設定値１）では、Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｄ
ｄ、Ｖｒｓｔ、Ｖｓｓが出力されており、放電回路がＯＮしていることを示している。Ｔ
ＥＳＴモードの値が２（設定値２）では、Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬが出力されており、
放電回路がＯＦＦしていることを示している。
【０６４２】
　本実施例の電源回路６０２には、図６７に示すように、ＭＯＤＥがある。
【０６４３】
　ＭＯＤＥとは、電源回路６０２の立ち上げ及び立ち下げシーケンスを行うものである。
シーケンスを行うのに、ＯＮ１とＯＮ２がある。
【０６４４】
　ＭＯＤＥ＝０（ＭＯＤＥコマンドの値０、ＭＯＤＥ０）では、ＯＮ１及びＯＮ２がとも
に０（オフ）である。
【０６４５】
　ＭＯＤＥ＝１（ＭＯＤＥコマンドの値１、ＭＯＤＥ１）では、ＯＮ１＝１（オン）で、
ＯＮ２＝０（オフ）である。
【０６４６】
　ＭＯＤＥ＝２（ＭＯＤＥコマンドの値２、ＭＯＤＥ２）では、ＯＮ１＝０（オフ）であ
り、ＯＮ２が１（オン）である。ＭＯＤＥ＝３（ＭＯＤＥコマンドの値３、ＭＯＤＥ３）
では、ＯＮ１及びＯＮ２がともに１（オン）である。なお、図６７において、○は、該当
する電圧が出力されていることを、・は、該当する電圧が出力されていないことを示して
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いる。
【０６４７】
　ＯＮ１＝１は、ソースドライバ回路１４及びゲートドライバ回路１２の電源電圧（Ａｖ
ｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｒｓｔ）の立ち上げをする。ＯＮ２＝１（オン）は、アノード
電圧Ｖｄｄ、カソード電圧ＶｓｓをＥＬ表示装置に供給する。
【０６４８】
　立ち上げシーケンスでは、本実施例は、ＯＮ１を設定し、次にＯＮ２を設定する。立ち
上げシーケンスでは、まず、ゲートドライバ回路１２及びソースドライバ回路１４を動作
した後に、ＥＬ素子３５に供給するアノード電圧などを印加する。この状態が反転すると
、ＥＬ表示装置が不要な発光状態が発生する。
【０６４９】
　立ち下げシーケンスでは、本実施例は、ＯＮ２を解除し（ＯＮ２＝０）、次にＯＮ１を
解除する（ＯＮ１＝０）。立ち下げシーケンスでは、まず、アノード電圧Ｖｄｄ、カソー
ド電圧Ｖｓｓを切断してから、ゲートドライバ回路１２及びソースドライバ回路１４の電
圧をオフにしないと、アノード端子からのソースドライバ回路１４への逆流により、ソー
スドライバ回路などが破壊される場合がある。
【０６５０】
　以上により、ＭＯＤＥ＝２の状態は発生してはならない。立ち上がりシーケンスにおい
て、ノイズなどにより、ＭＯＤＥ＝３が最初にとなった場合は、まず、ＭＯＤＥ１を設定
し、ＭＯＤＥ３を実行する。また、立ち上がりシーケンスにおいて、ノイズなどにより、
まず、最初にＭＯＤＥ＝３となった場合は、まず、ＭＯＤＥ１を設定し、ＭＯＤＥ３を実
行する。以上のように、本実施例は、各動作が異常状態から動作した場合に、自己修正す
るロジックを内蔵している。
【０６５１】
　立ち下げシーケンスの場合は、ＭＯＤＥ３の状態から、ＯＮ２＝０となる、ＭＯＤＥ１
の状態となり、最後にＭＯＤＥ０の状態となる。
【０６５２】
　ＭＯＤＥ０では、全出力電圧がオフである。ＭＯＤＥ１では、ソースドライバ回路１４
のアナログ電圧Ａｖｄｄ、ゲートドライバ回路１２の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態
、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓがオフ状態である。ＭＯＤＥ２、ＭＯＤＥ３
では、ソースドライバ回路１４のアナログ電圧Ａｖｄｄ、ゲートドライバ回路１２の電圧
（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓがオン状態で
ある。しかし、ＭＯＤＥ２は、設定禁止状態である。
【０６５３】
　図６８は、ＭＯＤＥに対するディスチャージ動作（図６４を参照のこと）の設定状態を
示している。図６８において、「○」が、ディスチャージ動作をおこなっていること（図
６４のように、対応するスイッチＳ（図６４では、スイッチＳ１）がオンしていること）
を示している。「・」は、スイッチＳがオフであること（ディスチャージ動作していない
こと）を示している。
【０６５４】
　ＭＯＤＥ０では、全出力電圧がオフであるため、全端子が、ディスチャージ状態である
。ＭＯＤＥ１では、ソースドライバ回路１４のアナログ電圧Ａｖｄｄ、ゲートドライバ回
路１２の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ
がオフ状態であるため、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓのみが、ディスチャー
ジ状態である。ＭＯＤＥ２、ＭＯＤＥ３では、ソースドライバ回路１４のアナログ電圧Ａ
ｖｄｄ、ゲートドライバ回路１２の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態、アノード電圧Ｖ
ｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓがオン状態である。したがって、全出力のディスチャージは非
動作である。ＭＯＤＥ２は、設定禁止状態である。
【０６５５】
　以上のように、電圧出力されていない端子を、ディスチャージ状態にすることにより、
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ＥＬ表示装置の不要な動作又は誤動作を防止すると共に、ＥＬ表示装置が電気的に破壊さ
れることを防止できる。
【０６５６】
　オン／オフ端子は、電源回路を起動させる端子である。オン／オフ端子にクロック信号
が印加されると、Ｄｖｄｄ電圧を出力する。クロック信号は、信号の立ち上がり又は立ち
下げを検出し、複数回のクロック信号の立ち上がり又は立ち上がりエッジを検出するとロ
ジック電圧Ｄｖｄｄを出力する（図６９を参照）。
【０６５７】
　クロック信号は、本実施例のＥＬ表示装置に印加される映像信号クロック又は水平同期
信号ＨＤを用いる。映像信号は、本実施例のＥＬ表示装置が組み込まれた機器のグラフィ
ックコントローラが発生する。
【０６５８】
　図６９に示すように、クロック（ＣＬＫ）信号の立ち上がりを検出し、電源回路６０２
内のカウンタ７０１をカウントアップする（図６９、図７０、図７２を参照のこと）。ク
ロックが３クロック入るとＤｖｄｄ電圧が出力される。この電源立ち上がりまでに必要な
クロック数は、コマンドで設定できるように構成されている。
【０６５９】
　図６９では、ａ点で３クロックであるため、Ｄｖｄｄを出力する。もちろん、クロック
信号の検出は、クロックの立ち下げを検出してもよい。また、クロックの両エッジを検出
してもよい。クロック間隔が一定以上短いとカウントはしない。この設定は、電源回路６
０２に内蔵するローパスフィルタで設定する。
【０６６０】
　クロックが一定期間、遮断されると、Ｄｖｄｄ電圧の出力を停止する。図６９では、Ｔ
１期間が３０ｍｓｅｃ以上であると出力を停止する。同時に、カウンタ７０１のカウント
値はクリアされる。したがって、カウンタ７０１のカウントは０から開始する。
【０６６１】
　なお、図６９の実施例では、Ｄｖｄｄ電圧をクロックでオン／オフ（出力、停止）させ
るとしたが、これに限定するものではない。例えば、Ｖｄｄ、Ｖｓｓ電圧、ＶＧＨ、ＶＧ
Ｌ電圧をオン／オフ制御してもよい。また、３クロック目でＶＧＨ、ＶＧＬ電圧などゲー
トドライバ回路１２で必要なチャージポンプで出力する電圧を出力させ、３０クロック目
でＶｄｄ、ＶｓｓなどＥＬ素子３５に供給するＤＣＤＣ電圧を出力するように構成しても
よい。
【０６６２】
　立ち下げも同様である。３０ｍｓｅｃで、Ｖｄｄ、ＶｓｓなどＥＬ素子３５に供給する
ＤＣＤＣ電圧を停止し、同時に放電回路（図６４、図６８を参照）を動作させ、１００ｍ
ｓｅｃ後に、ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧などゲートドライバ回路１２で必要なチャージポンプで
停止（同時に放電回路を動作）するように構成してもよい。すなわち、クロックの個数又
はクロックの間隔で電圧出力を制御する。
【０６６３】
　Ｄｖｄｄ電圧は、ソースドライバ回路１４のロジック電圧である。ＤＶｄｄ電圧が立ち
上がると、Ｉ２Ｃバス（又はＳＭｂｕｓ）の電源が供給され、ソースドライバ回路１４と
電源回路６０２間のコマンド通信が可能になる。ソースドライバ回路１４は、Ｉ２Ｃバス
（又はＳＭｂｕｓ）を介して電源回路６０２にオンシーケンスコマンド（オンコマンド）
を伝送し、電源回路６０２は、他の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｓｓ、Ｖｄｄなど）を出力
する。
【０６６４】
　電源回路６０２の立ち下げ（電圧出力の停止）は、ソースドライバ回路１４から電源回
路６０２へのオフシーケンスコマンド（オフコマンド）により行われる。なお、図６９に
示すクロック信号（ＣＬＫ）が中断することによっても電源回路６０２はオフ状態になる
。
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【０６６５】
　Ｄｖｄｄ電圧は、ソースドライバ回路１４で使用されるロジック電圧である。まず、最
初にロジック電圧が入力されないと、ソースドライバ回路１４のロジック動作が開始せず
、ＥＬ表示装置の開始シーケンスが実施されない。しかし、常時（ＥＬ表示装置を使用し
ないときも）、ＤＶｄｄの電圧発生回路６０１ｃを起動しておくと、電力を使用する。図
６９、図７０のように、クロックでＤｖｄｄ発生回路を起動させるように構成すれば、不
要な電力消費はない。また、クロックが一定期間入力されないと、Ｄｖｄｄ回路を非動作
状態になるように構成すれば、不要な電力消費はない。
【０６６６】
　なお、図６９の実施例ではクロックの入力により、ＤＶｄｄ電圧が立ち上がるとしたが
、本実施例はこれに限定するものではなく、Ａｖｄｄ電圧など他の出力電圧を立ち上げる
ように構成しても良い。また、電圧が立ち上がるクロック数はコマンドなどにより設定で
きるように構成することが望ましい。立ち下げの時間Ｔ１もコマンドなどにより設定でき
るように構成することが好ましい。
【０６６７】
　また、カウンタの値は、クロックが一定時間以上ない場合はクリアされるように構成す
ることが好ましい。例えば、２のクロック信号（ＣＬＫ）が入力されても、３番目のクロ
ック信号（ＣＬＫ）までの間隔が２０ｍｓｅｃ以上あると、電源回路６０２内のカウンタ
がクリアされ、カウンタを０に戻すように構成する。また、電源回路６０２がオフシーケ
ンスを受けつけた場合も、カウンタはクリアされる。クリアされるまでの時間は、コマン
ドにより設定できるように構成されている。
【０６６８】
　クリアされるまでの時間Ｔ１は、クロックとして垂直同期信号を使用することを想定さ
れる。したがって、３０フレームの場合、３５ｍｓｅｃ以上にする必要がある。また、ノ
イズによるカウントアップの誤動作を防止するため、１００ｍｓｅｃ以下（０．１Ｈｚ）
にする必要がある。また、映像信号のメインクロックで動作するように構成する。表示装
置の画像クロックが３ＭＨｚであれば、３ＭＨｚで動作するように構成する。しかし、余
り高速なクロックで動作するように構成すると、外部ノイズで簡単に誤動作する。したが
って、１０ＭＨｚ以下にする。したがって、クロックは、０．１Ｈｚ以上１０ＭＨｚ以下
にする。クロックは、水平同期信号（ＨＤ）を使用することが好ましい。水平同期信号は
、８ＫＨｚ以上３０ＫＨｚ以下程度である。したがって、クロックは、８ＫＨｚ以上１０
ＭＨｚ以下で動作するように構成する。
【０６６９】
　また、短時間で異常なクロック（外部ノイズ）入力による誤動作を防止するため、コン
デンサなどのよるノーパスフィルタを形成しておく。
【０６７０】
　カウンタ７０１は、電源ＩＣ６０２がオフされると、クリアされる。また、ＥＬ表示装
置のソフトウェアリセット又はハードウェアリセットが入力されるとクリアされる。また
、電源ＩＣ６０２がオンされるときに、初期クリアされる。
【０６７１】
　また、Ｄｖｄｄ電圧は、３クロック信号（ＣＬＫ）で出力し、図７２に示すように、Ａ
ｖｄｄ電圧は、５クロック信号（ＣＬＫ）で出力するように構成しても良い。すなわち、
クロック信号（ＣＬＫ）数により、立ち上がる電圧を指定できるように構成する。立ち下
げ電圧においても同様に構成しても良い。カウント設定するクロック数は、２以上５以下
が好ましい。ノイズによる誤動作防止と起動時間を短くするためである。
【０６７２】
　また、一度、カウントが規定値に達した後は、ソースドライバ回路１４からリセット信
号が電源回路６０２に入力されない限り電圧出力を停止しないように構成してもよい。
【０６７３】
　Ｄｖｄｄ電圧は、レギュレータを用いて発生する。レギュレータは、動作状態であると
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、リーク電流が流れ電力を消費してしまう。図６９、図７０のように、クロックを検出し
てレギュレータを起動するように構成すれば、リーク電流の発生はない。したがって、Ｅ
Ｌ表示装置が非動作状態では、電力を消費しない。
【０６７４】
　本実施例の電源回路６０２は、クロック信号（ＣＬＫ）が入力されている時に、オンコ
マンドが入力されることにより、電圧が出力されるように構成されている。また、クロッ
ク信号（ＣＬＫ）が入力されている時に、オフコマンドが入力されることにより、電圧出
力を停止する。また、出力端子をオフにする。
【０６７５】
　但し、本実施例はこれに限定するものではない。例えば、図７３に図示しているように
、強制的に電圧を出力されるオン／オフ端子（ハードピン）を設けても良い。
【０６７６】
　次に、立ち上がりシーケンスについて図７５を用いて説明をする。
【０６７７】
　電源回路６０２に、水平同期信号（ＨＤ）又はメインクロック（ＣＬＫ）が入力される
と、Ｄｖｄｄ発生回路６０１ｃ（図７０）により、クロックをカウントし、規定のクロッ
ク数をカウントすると、Ｄｖｄｄ発生回路のレギュレータが動作する。レギュレータ回路
は、入力されたバッテリー電圧Ｖｉｎをレギュレータして１．８５Ｖ（１．８Ｖ系）を出
力する。
【０６７８】
　以上のように、電源回路６０２にコネクタ７５１から供給される信号又は電圧は、ＣＬ
Ｋ又はＨＤと、Ｖｉｎだけである。パネル３４とフレキシブル基板７５６とはＡＣＦ７５
５で電気的に接続が取られている。したがって、電源回路６０２から出力される電源電圧
数が多くてもコストが高くなることはない。なお、電源回路６０２は、プリップチップ実
装（ＣＯＦ実装）されている。
【０６７９】
　１．８５Ｖはソースドライバ回路１４などのロジック電圧である。ロジック電圧Ｄｖｄ
ｄは、ＳＭＢｕｓの電源であり、また、ＥＥＰＲＯＭ７５３、フラシュメモリ７５２の電
源電圧である。したがって、Ｄｖｄｄ電圧が発生することにより、ＥＬ表示装置のロジッ
ク系が起動状態になる。
【０６８０】
　ソースドライバ回路１４は、ロジック電圧Ｄｖｄｄが入力され、外部３線シリアルバス
から、リセット信号コマンドが入力されると、立ち上がりシーケンスを開始する。
【０６８１】
　リセット信号コマンドをソースドライバ回路１４が受信し、電源回路６０２の初期化が
完了（図６７において、ＭＯＤＥ０）すると、ソースドライバ回路１４は、ＳＭＢｕｓを
介して、電源回路６０２にオンコマンド（ＯＮ１、ＯＮ２：図６７）を送る。基本的にオ
ンシーケンスは、ＭＯＤＥ０（ＯＮ１、ＯＮ２はオフ）→ＭＯＤＥ１（ＯＮ１のみオン）
→ＭＯＤＥ３（ＯＮ１、ＯＮ２はオン）である。
【０６８２】
　ＯＮ１コマンドにより、ＡＶｄｄ電圧（ソースドライバ回路１４のアナログ電圧）、Ｖ
ＧＨ、ＶＧＬが出力される。ＡＶｄｄとアノード電圧Ｖｄｄは同一電圧である（図６１な
ども参照のこと）が、ＡＶｄｄはＯＮ１で出力されるが、アノード電圧Ｖｄｄは、ＳＷ２
がオフ状態であるため、出力されない。ＳＷ２はＯＮ２コマンドでオン状態となる。ＯＮ
１コマンドにより、ＶＧＨはＳＷ５がオンすることにより、ＶＧＬはＳＷ６がオンするこ
とにより、出力される。
【０６８３】
　ソースドライバ回路１４にＡＶｄｄ電圧が印加されることにより、階調電圧などが出力
できるようになる。ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧は、ゲートドライバ回路１２に印加される。ＶＧ
Ｈ、ＶＧＬ電圧によりゲートドライバ回路１２のゲート信号線１７の電位が設定される。
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また、ソースドライバ回路１４は、ゲートドライバ回路１２にスタート（ＳＴ）信号、ク
ロック（ＣＬＫ）信号を印加し、また、ソースドライバ回路１４は、ソース信号線１８に
黒階調の映像電圧信号などを印加し、ゲートドライバ回路１２は画素１６を黒表示状態に
制御する。
【０６８４】
　ＯＮ１コマンド（図６７のＭＯＤＥ１）からＯＮ２コマンド（図６７のＭＯＤＥ３）ま
での移行時間は、１フレーム期間以上とする。好ましくは２フレーム期間以上とする。表
示画面３１を黒表示状態にしてから、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓを印加す
るようにするためである。表示画面３１を黒表示状態にしてから、アノード電圧Ｖｄｄ、
カソード電圧Ｖｓｓを印加しないと、不要な画像表示がされることがあるためである。
【０６８５】
　次に、ソースドライバ回路１４は、入力された映像信号（ＲＧＢ）、水平同期信号（Ｈ
Ｄ）、垂直同期信号（ＶＤ）、クロック（ＣＬＫ）に対応させてソース信号線１８に映像
信号を出力する。
【０６８６】
　ソースドライバ回路１４は、電源回路６０２にＯＮ２コマンドを送出する。ＯＮ２コマ
ンドにより、ＳＷ１、ＳＷ２がオンし、表示画面３１にアノード電圧Ｖｄｄ、カソード電
圧Ｖｓｓが印加される。アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓの印加により、ＥＬ表
示装置に画像が表示される。
【０６８７】
　以降、ソースドライバ回路１４は、映像信号から、表示画面３１に流れる電流を演算な
どにより、点灯率求め、ピーク電流をオーバーしないように、ｄｕｔｙ比駆動を実施する
。また、必要に応じて、電源回路６０２にコマンドを送り、アノード電圧Ｖｄｄ、カソー
ド電圧Ｖｓｓを変化させる。
【０６８８】
　なお、図６７に示すように、誤動作により、ＭＯＤＥ２から開始される場合は、ＭＯＤ
Ｅ１を実行し、次にＭＯＤＥ３を実行させる。誤動作により、ＭＯＤＥ３から開始される
場合は、ＭＯＤＥ１を実行し、次にＭＯＤＥ３を実行させる。
【０６８９】
　オフシーケンス（立ち下げシーケンス）では、ＭＯＤＥ１が実行される。ＭＯＤＥ１の
実行前に、ソースドライバ回路１４は、表示画面３１を黒表示にする。黒表示は、ソース
信号線１８に黒の階調信号（低階調）を印加し、この信号を画素１６に書き込むことによ
り実現する。黒表示後に、ソースドライバ回路１４は電源回路６０２にコマンドを送り、
ＭＯＤＥ１（ＯＮ２をオフ）にする。
【０６９０】
　ＯＮ２コマンドのオフ指令により、ＳＷ１、ＳＷ２がオフし、表示画面３１へのアノー
ド電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓの印加が停止される。
【０６９１】
　次に、ソースドライバ回路１４は、電源回路６０２にＭＯＤＥ０にすべく、ＯＮ１をオ
フにするコマンドを送る。
【０６９２】
　図６７のＭＯＤＥ１から図６７のＭＯＤＥ０までの移行時間は、１フレーム期間以上と
する。好ましくは２フレーム期間以上とする。アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ
を完全に端子などから放電させてからゲートドライバ回路１２を停止させるためである。
ＯＮ２コマンドをオフ（０）にすることにより、ＳＷ２、ＳＷ１がオフになる。この際、
図６４、図６８に示すように放電回路を動作させる。アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧
Ｖｓｓを完全に放電させてからでないと、不要な画像表示がされることがあるためである
。
【０６９３】
　ＯＮ１コマンドをオフすることにより、ＳＷ５、ＳＷ６がオフになり、ＡＶｄｄ電圧（
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ソースドライバ回路１４のアナログ電圧）、ＶＧＨ、ＶＧＬが停止される。最後に、電源
回路６０２に印加されているＣＬＫ又はＨＤが停止し、Ｄｖｄｄが停止する。
【０６９４】
　図６１、図７３などの実施例では、シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を配置している。
ＳＨＤＮ端子は、クロック信号（ＣＬＫ）が入力されていない状態でも、オン／オフコマ
ンドが入力されると電圧を出力させる端子である（又は、電圧を出力しないようにする端
子である）。ＳＨＤＮ端子へのロジック電圧がＬレベルにときは、図６９、図７２で説明
した電源動作が実施される。
【０６９５】
　ＳＨＤＮ端子へのロジック電圧がＨレベルの時は、クロック信号（ＣＬＫ）がない状態
でも、オン／オフコマンドを受けつけるようになる。シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）は
０（ＧＮＤ）が通常状態で、外部クロックによりＤｖｄｄ出力状態に設定されており、シ
ャットダウン端子（ＳＨＤＮ）はＨで、クロックが入力されずとも、Ｄｖｄｄが出力され
ている状態である。
【０６９６】
　シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を配置したことは、本実施例の電源回路６０２を検査
工程で用いる場合に有効である。検査工程（点欠陥検出、特性評価）では、フレームレー
トを低減する。例えば、１秒間の画像表示を書き換える回数６０回を２０回にする。また
、テストトランジスタ７５４を用いて、ソース信号線１８に信号電圧を印加し、画像を表
示する。そのため、クロックとして用いる映像信号（メインクロック、水平同期信号クロ
ック）がない場合がある。また、クロックの周期が非常に長く、図６９に示すＴ１期間以
上となって、電圧出力が停止してしまう。この場合には、当然クロックを使用して電圧出
力をオン／オフさせることができない。そのため、本実施例では、シャットダウン端子（
ＳＨＤＮ）を用いて、電圧出力を強制的に制御する。
【０６９７】
　図６１、図７３などでは、Ｄｖｄｄ発生回路のみにシャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を
配置しているが、これに限定するものではなく、他の電圧発生回路６０１にシャットダウ
ン端子（ＳＨＤＮ）を配置してもよい。また、電源回路６０２全体がシャットダウン端子
（ＳＨＤＮ）により、オン／オフ制御できるように構成してもよい。
【０６９８】
　図７４に示すように、Ｖｓｓ電圧の発生回路がない構成でもよい。この場合は、ＥＬ表
示装置のカソード電圧は、ＧＮＤ電圧である。Ｄｖｄｄ電圧発生回路６０１ｃの出力には
スイッチは配置されていない。Ｄｖｄｄは、ＣＬＫ又はＳＨＤＮのロジック信号により出
力／非出力の制御ができるからである。また、各ＳＷの制御は、ソースドライバ回路１４
が行うが、Ｄｖｄｄ電圧の供給がないと、ソースドライバ回路１４のロジックが動作せず
、ＳＷの制御コマンドを発生することができないからである。
【０６９９】
　また、本実施例では、電源回路６０２は、ＩＣとして説明するが、これに限定するもの
ではない。例えば、ディスクリート部品で電源回路６０２を構成してもよい。リセット電
圧Ｖｒｓｔは、図７４の画素構成を有するＥＬ表示装置などで使用する。
【０７００】
　Ｄｖｄｄが起動すると、ソースドライバ回路１４のロジック回路部が起動すると共に、
ＳＭＢｕｓなどの標準データバスにデータを送ることが可能になる。ソースドライバ回路
１４は、標準データバス（ＳＭＢｕｓなど）を用いて、電源回路が出力する電圧（ＶＧＨ
、ＶＧＬ、Ｖｓｓ）の値を設定する。また、発振周波数を設定する。また、Ａｖｄｄ（Ｖ
ｄｄ）、ＶＧＨ、ＶＧＬを電源回路６０２から出力させる。
【０７０１】
　電源回路６０２は、図７５に示すように、フレキシブル基板（２層構成）７５６に実装
されている。
【０７０２】
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　電源回路６０２の各出力端子には、金バンプが形成されており、ＡＣＦ（異方導電フィ
ルムによる接続）によりフリップチップ実装されている。
【０７０３】
　図７５の７５４はテストトランジスタ群である。テストトランジスタ７５４が各ソース
信号線１８に形成されている。テストトランジスタ７５４は、図７６、図７７に示すよう
に、ソースドライバ回路１４が実装された反対側（Ｂ位置）に形成してもよい。なお、ソ
ースドライバ回路１４は、ＩＣに限定するものでなく、低温ポリシリコン技術などで形成
されたソースドライバ回路であってもよい。３選択回路１０４１を形成してもよい。
【０７０４】
　スイッチＳＷ３、ＳＷ４、ＳＷ６は実際には形成されていない。又は省略できる。映像
信号のクロック信号により、Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖが出力される。したがって、スイッチ
は必要でない。また、ＡＶｄｄもＤＣＤＣ回路の発振と同時に出力される。ＡＶｄｄは、
ソースドライバ回路１４のアナログ電源であると同時に、ゲートドライバ回路１２の内部
シフトレジスタの電源電圧ともなる。
【０７０５】
　ソースドライバ回路１４からＳＭＢｕｓ、Ｉ２ＣＢｕｓなどの標準データバスにより、
各電源のオン／オフ制御信号が電源回路６０２に送られる。なお、ＳＭＢｕｓ、Ｉ２ＣＢ
ｕｓの動作速度は、１０ＫＨｚ以上１０ＭＨｚ以下に構成されている。
【０７０６】
　コマンドのＯＮ１により、ＶＧＨのスイッチＳＷ５とＶＧＬのスイッチＳＷ６がオンす
る。スイッチＳＷ５、ＳＷ６、ＳＷ７がオンすることにより、ＶＧＨ、ＶＧＬ（ＶＧＬ１
）、Ｖｒｓｔが出力され、ゲートドライバ回路１２が同時する。ゲートドライバ回路１２
に印加するスタートパルス（ＳＴ１、ＳＴ２）、クロック（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）、アッ
プダウン（ＵＤ）は、ソースドライバ回路１４により制御される。特に、ゲートドライバ
回路１２ｂの内部シフトレジスタは、クリアされ、すべてのゲート信号線１７ｂは非選択
状態とされる。
【０７０７】
　次に、コマンドのＯＮ２により、ＶｄｄのスイッチＳＷ２とＶｓｓのスイッチＳＷ１が
オンする。スイッチＳＷ１、ＳＷ２がオンすることにより、アノード電圧Ｖｄｄ、カソー
ド電圧Ｖｓｓが出力される。
【０７０８】
　電源回路６０２には、本体のバッテリーからの電圧Ｖｉｎが供給される。Ｖｉｎ電圧は
、コネクタ７５１を介して電源回路６０２に供給される。電源回路６０２は、１つのＶｉ
ｎ電圧から、ＥＬ表示パネルに必要な電圧（アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ、
ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＡＶｄｄ、Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖ）を発生させる。フレキシブル基板７
５６とアレイ基板７５５はＡＣＦ（異方向性導電フィルム）接続される。すなわち、フレ
キシブル基板７５６とアレイ基板７５５は接着されるから、当然のことながら電源回路６
０２が出力する電圧をＥＬ表示パネル７５５に印加するのにコネクタは必要でない。
【０７０９】
　図７５の本実施例では、電源回路をフレキシブル基板７５６に実装し、電源回路６０２
を動作させて、輝度調整、ホワイトバランス調整などを実施する。したがって、電源回路
６０２の発生電圧が個々でバラツキが発生してもバラツキを考慮してＥＬ表示パネルの調
整を実施するから問題とならない。また、エージングなどにおいても、実際に使用する電
圧ＶＧＨ、ＶＧＬなどを使用することにより、良好にエージングを実施できる。但し、エ
ージング時は、通常表示時よりも、ＶＧＨ－とＶＧＬの絶対値（電位差）を大きくする。
【０７１０】
　本実施例のＥＬ表示装置の動作の検査には、電流リミット機能（カレント電流リミット
機能）を使用する。
【０７１１】
　電流リミット機能は、Ｖｓｓ又はＶｄｄの最大出力電流を設定する機能である。例えば
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、Ｖｓｓ電圧のリミット電流が０．５Ａであれば、Ｖｓｓの出力電流が０．５Ａを越える
と、内部の発振周波数が低下し、出力電流が０．５Ａ以上とならないように調整される。
一般にこの状態の場合は、出力電圧Ｖｓｓが低下する。Ｖｓｓ電圧のリミット電流が１．
０Ａに設定されておれば、Ｖｓｓの出力電流が１．０Ａを越えると、内部の発振周波数が
低下し、出力電流が１．０Ａ以上とならないように調整される。一般にこの状態の場合は
、出力電圧Ｖｓｓが低下する。
【０７１２】
　本実施例の電源回路６０２は、Ｖｓｓ電圧とＶｄｄ電圧とが、２段階の電流リミット設
定できるように構成されている。２段階は、一例として０．５Ａと、１．０Ａである。電
流リミットの値は、エージング工程、モジュール最終検査工程で切り替えて設定する。
【０７１３】
　コマンドＩＭＮが０の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能によるリミット電流（Ａ）
は、０．５Ａであり、コマンドＩＭＮが１の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能による
リミット電流（Ａ）は、１．０Ａである。
【０７１４】
　コマンドＩＭＰが０の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能によるリミット電流（Ａ）
は、０．５Ａであり、コマンドＩＭＰが１の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能による
リミット電流（Ａ）は、１．０Ａである。
【０７１５】
　以上のように、リミット電流は、ＶｄｄとＶｓｓとで個別に設定することができる。ま
た、実施例では、リミット電流の設定値は、０．５Ａと１．０Ａの２段階であるが、これ
に限定するものではなく、３段階以上であってもよい。
【０７１６】
　電流リミット機能は、ＥＬ表示装置を検査又は調整する工程で使用する。例えば、ＥＬ
表示装置を出荷検査において、リミット電流を０．５Ａに設定する。通常の動作の設定値
は、１．０Ａとする。リミット電流を０．５Ａに設定し、調整画像をＥＬ表示装置に表示
する。
【０７１７】
　ＥＬ表示装置は、表示画像に対応して点灯領域に流れる電流が変化する。例えば、黒ラ
スター表示では、表示画面に流れる電流は理想的には０Ａである。白ラスター表示で、か
つピーク電流抑制駆動が設定されていない場合は、最大電流が流れる。ピーク電流抑制駆
動が動作している場合は、設定電流以上の電流は流れない。
【０７１８】
　ＥＬ表示装置では、画像の種類により、表示画面に流れる電流の大きさが変化する。し
たがって、ＥＬ表示装置の検査構成において、既知の電流がわかっている画像を順次、Ｅ
Ｌ表示装置に表示することにより、電流リミット機能が動作しているかを判断できる。
【０７１９】
　リミット電流を通常より、小さい値（本実施例では、０．５Ａ）に設定すると、例えば
、画像１では、表示画面に流れる電流が０．６Ａ、画像２では、表示画面に流れる電流を
０．４Ａとする。
【０７２０】
　画像１をＥＬ表示装置に表示した時、電流リミット機能が動作しなければ、電流リミッ
ト機能が動作不良判断できる。一方、画像２をＥＬ表示装置に表示した時、電流リミット
機能が動作すれば、電流リミット機能の異常又は、他の箇所での動作不良が発生している
可能性があることを判断できる。また、ピーク電流抑制駆動が正常に動作しているかを判
断できる。電流リミットの値は、コマンドにより変更設定することができる。コマンドに
より、検査中に、電流リミットの値を可変し、ＥＬ表示装置の動作状態を検査できる。す
なわち、複数あるリミット設定値を電源ＩＣ６０２に形成し、複数のリミット値から１つ
の電流リミット値を設定し、流れる電流が既知の画像を表示して、電流リミット機能の動
作を見定める。
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【０７２１】
　ｄｕｔｙ比を大きくすれば、電源回路６０２に流れる電流が大きくなり、ｄｕｔｙ比を
小さくすれば、電源回路６０２に流れる電流が小さくなり、また変化する。
【０７２２】
　特に、本実施例は、電源回路６０２とＥＬ表示パネルを一体として動作させ（同時に動
作させ）、調整、エージングなどを行う。本実施例のＥＬ表示装置は、電源回路６０２と
ＥＬ表示パネルが一体化（接続完了）したものである。このように構成することにより、
コネクタ７５１のピン数が少なくなり低コスト化を実現できる。また、理想的に輝度バラ
ツキ、ホワイトバランス調整を実現できる。この実現のために、本実施例は電源回路６０
２の出力オープン機能を有効に利用している。
【０７２３】
　以上の実施例では、電源回路６０２に出力オープン機能を搭載するとしたが、本実施例
はこれに限定するものではない。例えば、電源回路６０２のアノード出力端子とＥＬ表示
パネルのアノード配線７６１間にアナログスイッチ、リレー回路を配置してもよい。すな
わち、電源回路６０２の外部にスイッチ回路などを配置又は形成してもよい。
【０７２４】
　ソースドライバ回路１４は、ゲートドライバ回路１２に印加するスタートパルス（ＳＴ
１、ＳＴ２）、クロック（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）、アップダウン（ＵＤ）を制御し、画像
が表示される。ゲートドライバ回路１２ａは、１フレーム期間に１つのスタート信号ＳＴ
１が印加され、ゲートドライバ回路１２ｂは、ｄｕｔｙ駆動に対応するように、スタート
パルスＳＴ２が印加される。
【０７２５】
　アレイ基板７５５（ＥＬ表示パネル）に、フレキシブル基板７５６をＡＣＦ接続するこ
とによりＥＬ表示装置は完成する（図７５も参照のこと）。フレキシブル基板７５６には
、電源回路６０２、ＥＥＰＲＯＭ７５３、フラシュメモリ７５２などが実装される。テス
トトランジスタ７５４をオフさせる電圧ＶＧＨ（テストトランジスタ７５４がＮチャンネ
ルトランジスタである場合は、電圧ＶＧＬ）は、電源回路６０２から供給される。
【０７２６】
　以上の実施例は、主として電源回路（電源ＩＣ）６０２が、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ａｖｄｄ
，Ｄｖｄｄ、Ｖｄｄ、Ｖｓｓを発生するものであった。しかし、本実施例はこれに限定す
るものではない。
【０７２７】
　図９６（ａ）は、電源回路（電源ＩＣ）６０２がＶｄｄとＶｓｓの２電圧を発生し、他
の電圧（Ｄｖｄｄ、Ａｖｄｄ、ＶＧＬ、ＶＧＨなど）をソースドライバＩＣ１４で発生す
る構成である。Ｖｄｄ、Ｖｓｓ電圧のオン／オフ制御は、ソースドライバＩＣ１４から、
Ｓ－Ｗｉｒｅ信号線を介して行う。
【０７２８】
　図９６（ｂ）は、電源回路（電源ＩＣ）６０２がＶｄｄとＶｓｓ、Ａｖｄｄの３電圧を
発生し、他の電圧（Ｄｖｄｄ、ＶＧＬ、ＶＧＨなど）をソースドライバＩＣ１４で発生す
る構成である。Ｖｄｄ、Ｖｓｓ電圧のオン／オフ制御は、ソースドライバＩＣ１４から、
Ｓ－Ｗｉｒｅ信号線を介して行う。Ａｖｄｄは、ソースドライバＩＣ１４のアナログ電圧
である。Ａｖｄｄ電圧は、ソースドライバＩＣ１４で発生することもできるし、図９６（
ｂ）に図示するように、外部の電源回路（電源ＩＣ）６０２で発生させ、ソースドライバ
ＩＣ１４に供給する構成とすることもできる。Ａｖｄｄ電圧は、Ｖｄｄ電圧よりも０．２
Ｖ以上１．０以下の範囲で高くする。また、Ａｖｄｄは、ソースドライバＩＣ１４の耐圧
５．５Ｖを越えることが内容に設定する。このように構成することにより、ソースドライ
バＩＣ１４が出力する映像信号電圧Ｖｓｉｇの振幅範囲を広くすることができ、結果的に
良好な画像表示を実現できる。
【０７２９】
　図７６、図７７は、本実施例の電源回路の出力オープン機能を用いたＥＬ表示装置の検
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査、調整方法の説明図である。以下の実施例においても、画素構成は図３を例示して説明
するが、これに限定するものではなく、電流駆動方式の画素構成、電圧駆動などのいずれ
の画素構成のいずれであってもよい。
【０７３０】
　図７６は、ＥＬ表示装置の輝度及びホワイトバランス、コントラストの調整方法である
。図７６では、電源回路６０２の出力オープン機能を用いてスイッチＳＷ１をオフにして
いる。すなわち、カソード電圧Ｖｓｓは、出力されず、出力端子はハイインピーダンス状
態となる。カソード電圧Ｖｓｓの出力端子のパッドＰ１に、プローブ７６４でプロービィ
ングしている。プローブ７６４を外部電源Ｖｓｓｔ間には、電流を測定する電流計７６３
を配置している。なお、調整時のカソード電圧Ｖｓｓｔ＝画像表示時のカソード電圧Ｖｓ
ｓとする。
【０７３１】
　画素１６の駆動トランジスタ１１ａがＰチャンネルトランジスタの場合は、カソード電
極をオフにして、カソード配線７６２の電流を測定する。画素１６の駆動トランジスタ１
１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、アノード電極をオフにして、アノード配線７
６１の電流を測定する。
【０７３２】
　ソースドライバ回路１４は、ゲートドライバ回路１２を制御し、画像表示状態にする。
基準電流Ｉｃの大きさは、通常の１倍とする。なお、基準電流の大きさに比例して、表示
画面３１の発光輝度が変化する。基準電流の大きさが１から２に変化すると、表示画面３
１の輝度は、２倍になる。表示画面３１で使用する電力も２倍となる。
【０７３３】
　ＥＬ表示装置において、表示画面３１のカソード電流Ｉｓはカソード配線７６２に流れ
る。表示画面３１のアノード電流はアノード配線７６１に流れる。
【０７３４】
　図７６の構成では、電源回路６０２のカソード電圧の出力端子は、オフであり、外部カ
ソード電圧Ｖｓｓｔが接続されているため、カソード配線７６２を流れる電流は、プロー
ブ７６４、電流計７６３を経由して外部カソード電圧Ｖｓｓｔに流れる。したがって、電
流計７６３で、表示画面３１で使用する電流を測定することができる。カソード電流Ｉｓ
を測定するのは、カソード配線７６２を流れる電流は、表示画面３１を流れる電流である
からである。アノード配線７６１を流れるアノード電流Ｉｐの一部は、ソースドライバ回
路１４にプログラム電流及び出力段回路を流れる。
【０７３５】
　なお、Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔは、検査又はエージング構成で外部から設定又は外部で発生
機器からの電圧である。Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔは、電圧値を可変する機能を有する。
【０７３６】
　ＥＬ表示装置は、カソード電流Ｉｓの大きさを発光輝度は比例の関係になる。したがっ
て、カソード電流を測定することにより、表示画面３１の発光輝度を把握することができ
る。以上のことから、カソード電流を所定の電流となるように調整することにより、表示
画面３１の発光輝度を調整することができる。
【０７３７】
　なお、カソード電流など表示画面に流れる電流は、電流が流れる配線にピックアップ抵
抗を配置して、前記ピックアップ抵抗の両端の電圧を測定できるように構成してもよい。
以上の事項は、本実施例の他の電流を測定する方式においても同様に適用できる。
【０７３８】
　図７６の実施例では、表示画面３１全体に流れるカソード電流を測定するとしたが、本
実施例はこれに限定するものではない。例えば、表示画面３１の一部又は所定面積に含ま
れる画素のカソード電流を測定するようにしてもよい。このカソード電流で表示画面３１
全体に流れるカソード電流を推定することができる。また、白ラスター表示では、画面全
体が同一輝度で表示されるため、一部であっても表示画面３１全体の推定は容易だからで
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ある。
【０７３９】
　また、表示画面３１を所定面積で分割し、各分割した領域でのカソード電流を測定する
ことにより、表示画面３１の特性分布を測定することができる。分割とは、画素列、画素
行、マトリックス状が例示される。
【０７４０】
　画素１６が電圧プログラム方式の場合について説明する。カソード電流の大きさの調整
（表示輝度の調整）は、表示画面３１に印加する映像信号の階調番号（映像信号の大きさ
）を一定値に設定し、ソースドライバＩＣ１４の振幅調整レジスタを制御させることによ
り行う。
【０７４１】
　電源（回路）ＩＣ１２はＡｖｄｄ電圧、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｒｓｔ電圧などを適正に設
定する。また、カソード電圧を測定できるように、カソード電圧Ｖｓｓ端子をオフにする
。
【０７４２】
　振幅調整レジスタの制御により、上電圧と下電圧の階調アンプを変化させる。上電圧を
設定する階調アンプを高く（Ｖｄｄ電圧に近く）すると、低階調が対応する黒レベルを調
整することができる。下電圧を設定する階調アンプを低く（ＧＮＤ電圧に近く）すると、
高階調が対応する白レベルを調整することができる。本実施例では、出力階調を最大階調
に設定し、下電圧の階調アンプを変化させる。カソード電流の値が、所望値となるように
下電圧の階調アンプの値を調整する。
【０７４３】
　下電圧を設定する階調アンプの出力電圧を低くすれば、カソード電流Ｉｓも大きくなり
、発光輝度も高くなる。したがって、カソード電流の大きさを電流計７６３で測定し、電
流が所定値となったときに、調整完了とする。以上のことを、ＲＧＢで行うことにより、
ホワイトバランスの調整が可能になる。
【０７４４】
　なお、電源回路６０２が出力する電圧ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｄｄは通常表示時の電圧にす
る。また、本実施例では、ゲートドライバ回路１２ａは、ＶＧＨ１、ＶＧＬ１電圧で動作
させ、ゲートドライバ回路１２ｂは、ＶＧＨ２、ＶＧＬ２＝ＧＮＤ電圧で動作させ、ＶＧ
Ｈ１＝ＶＧＨ２とする。
【０７４５】
　以上の調整により、ホワイトバランス調整を実現でき、また、表示画面３１の発光輝度
調整を実現できる。ＥＬ表示装置のコントラスト調整は、黒表示時に流れるカソード電流
を調整することにより実現できる。
【０７４６】
　カソード電流Ｉｓの大きさの調整（表示輝度の調整）は、表示画面３１に印加する最低
階調番号に設定し、図１０で説明した振幅調整レジスタ１０１を制御させることにより行
う。振幅調整レジスタ１０１の制御により、階調アンプ１０２Ｈを変化させる。上電圧を
設定する階調アンプの出力電圧を高く（Ｖｄｄ電圧に近く）すると、黒レベルでのカソー
ド電流Ｉｓが減少する。上電圧を設定する階調アンプの出力電流を低くすると、カソード
電流が増大する。カソード電流Ｉｓの値が、所望値となったときに、調整完了とする。
【０７４７】
　次に、画素１６が電流プログラム方式の場合について説明する。カソード電流Ｉｓの大
きさの調整（表示輝度の調整）は、表示画面３１に印加する映像信号の階調番号（映像信
号の大きさ）を一定値に設定し、基準電流の大きさを変化させることにより行う。映像信
号の階調番号（映像信号の大きさ）を一定値とは、通常最大階調番号である。基準電流の
大きさを大きくすれば、カソード電流Ｉｓも大きくなり、発光輝度も高くなる。したがっ
て、カソード電流Ｉｓの大きさを電流計７６３で測定し、電流が所定値となったときに、
調整完了とする。
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【０７４８】
　以上のことを、ＲＧＢで行うことにより、ホワイトバランスの調整が可能になる。ホワ
イトバランス調整（輝度調整）を完了した基準電流をＩｋとする。基準電流Ｉｋは、ＲＧ
Ｂで個別設定（赤（Ｒ）はＩｋｒ、緑（Ｇ）はＩｋｇ、青（Ｂ）はＩｋｂ）する。
【０７４９】
　カソード電流Ｉｓの大きさの調整（表示輝度の調整）は、表示画面３１に印加する映像
信号の階調番号（映像信号の大きさ）を一定値に設定する。
【０７５０】
　基準電流の大きさは、ホワイトバランスを調整した設定値Ｉｋ（赤（Ｒ）はＩｋｒ、緑
（Ｇ）はＩｋｇ、青（Ｂ）はＩｋｂ）を維持（保持）したまま行う。
【０７５１】
　黒レベルでの映像信号の階調番号（映像信号の大きさ）は最低階調である。電流駆動で
は、最低階調では、プログラム電流は０である。黒レベルの調整は、ソースドライバＩＣ
１４の電圧発生回路から最低階調の電圧を画素１６に印加する。最低階調の電圧は、上電
圧を発生する階調アンプが出力する電位を変化させて行う。この状態で、カソード電流の
大きさを電流計７６３で測定し、電流が所定値となったときに、調整完了とする。
【０７５２】
　以上の事項は、図１、図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３
、図３５、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６
、図９０、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４～
図１２８などのＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもな
い。
【０７５３】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
、図１１１、図１１２、図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示し
たあるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言う
までもない。
【実施例５】
【０７５４】
　本発明の実施例５について説明する。
【０７５５】
　本実施例の電源回路（電源ＩＣ）６０２は、図６２、図９７に図示するように、カソー
ド電圧Ｖｓｓをコマンドで変更することができる。図９７では、（コマンド）データ０～
３１（５ｂｉｔ）で、Ｖｓｓ電圧は、－２．０～－５．１Ｖまで可変する設定である。可
変の電圧キザミは、０．１Ｖ以下にする。０．１Ｖを越えると電圧を可変した際に、表示
画面３１の輝度が発生してしまうからである。
【０７５６】
　カソード電圧Ｖｓｓの変更は、図９６に図示して説明したように、Ｓ－Ｗｉｒｅ信号に
より実施する。
【０７５７】
　カソード電圧Ｖｓｓの変更は、少なくとも０．１Ｖ以下のステップで実施する。この実
施方法を図９８に図示している。図９８（ａ）に図示するように、パネル温度（パネルの
表示領域の温度、広義には、パネルモジュール温度である。）
　なお、温度センサ７１１は、ソースドライバＩＣ１４に内蔵させる。ソースドライバＩ
Ｃ１４は内蔵された温度センサ７１１の出力電圧などをアナログ－デジタル（ＤＡ）変換
して温度データを取得し、Ｓ－Ｗｉｒｅ信号線を介して、温度変更データ（図９７を参照
）を電源回路（電源ＩＣ）６０２に転送し、カソード電圧Ｖｓｓなどを変更あるいは可変
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する。また、温度センサ７１１は、電源回路（電源ＩＣ）６０２に内蔵してもよい。また
、パネルモジュール３４にいずれかの箇所に温度センサ７１１を配置してもよい。
【０７５８】
　また、温度センサ７１１は、温度に対する出力が線形に出力にするものに限定されるも
のではない。デジタル的に階段状に出力が変化するものであってもよい。また、所定の温
度に対して、出力が変化するものであってもよい。例えば、温度０℃までは、出力値が０
（ロジック電圧）で、温度が０℃より小さくなると、１（ロジック電圧）に変化するもの
を採用してもよい。
【０７５９】
　カソード電圧Ｖｓｓは、パネル温度（℃）が低下すると、低下させる。アノード電圧Ｖ
ｄｄは、一定値を保持している。したがって、アノード電圧Ｖｄｄとカソード電圧Ｖｓｓ
との絶対値を、パネル温度が低下すると大きくしている。これは、ＥＬ素子１５の端子間
電圧が、ＥＬ素子１５の温度が低下すると、大きくなるからである。
【０７６０】
　本実施例の駆動方法では、図９８のａ点以上の温度で、ＥＬ素子１５が発光に必要な端
子間電圧（アノード－カソード電圧）に設定している。電圧マージンはほとんどない。パ
ネル温度が低下すると、ＥＬ素子１５の端子間電圧が大きくなる。したがって、端子間電
圧の電圧マージンがないため、そのままでは、ＥＬ素子１５の発光輝度が低下する。そこ
でパネル温度に基づいて、カソード電圧Ｖｓｓを低下させるのである。
【０７６１】
　図９８の実施例では、カソード電圧Ｖｓｓは、ａ点以上の温度で一定にし、ｂ点以下の
温度で一定にしている。ａ点及びｂ点のパネル温度は、ＥＥＰＲＯＭ７５３（図７５）な
どにメモリしておき、使用する。また、ａ点、ｂ点の値は可変できるように構成する。図
９８、図９９ではカソード電圧Ｖｓｓの可変した一例として、実線及び点線で図示してい
る。もちろん、アノード電圧Ｖｄｄを温度センサ７１１の出力データ（出力値）に基づい
て可変してもよいことは言うまでもない。
【０７６２】
　また、図９８、図９９において、グラフの横軸を温度としたが、温度をホトセンサ８４
０の出力データ（出力値）と置き換えても良い。ホトセンサ８４０の出力データ（出力値
）に基づいて、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ａｖｄｄな
どを変化させる。
【０７６３】
　なお、以上の実施例は、ソースドライバＩＣ１４に温度センサ７１１を内蔵させるとし
たが、これに限定するものではなく、温度センサ７１１は、図７１に図示するように、電
源回路（電源ＩＣ）６０２（若しくはソースドライバＩＣ１４）の外部にサーミスタなど
の温度センサ７１１を配置又は形成し、温度センサ７１１の出力電圧などをアナログ－デ
ジタル（ＤＡ）変換して温度データを取得し、カソード電圧Ｖｓｓなどを変更あるいは可
変してもよい。
【０７６４】
　また、図８３に図示するように、パネルモジュール回路８３０に温度センサ７１１を内
蔵し、温度センサ７１１の出力結果により、カソード電圧Ｖｓｓを可変することを実施し
てもよい。また、ｄｕｔｙ制御、最大使用階調制御を実施してもよい。
【０７６５】
　また、本実施例において、カソード電圧Ｖｓｓとアノード電圧Ｖｄｄのうち、少なくと
も一方を変化させるとした。しかし、図９８、図９９に図示しているように、本実施例は
これに限定するものではなく、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧をカソード電圧Ｖｓｓ又はアノー
ド電圧Ｖｄｄの変化に伴って、変化させてもよい。例えば、一例としてカソード電圧Ｖｓ
ｓが－４Ｖの時で、ＶＧＬ電圧が、－４．５Ｖである場合において、カソード電圧Ｖｓｓ
を－５Ｖに変化させる場合は、ＶＧＬ電圧を－５．５Ｖに変化させてもよい。また、ＶＧ
Ｈ１電圧、ＶＧＨ２電圧、ＶＧＬ１電圧、ＶＧＬ２電圧は独立に可変することが好ましい
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ことは言うまでもない。
【０７６６】
　また、ソースドライバ回路１４のアナログ電圧Ａｖｄｄも変化させてもよい。例えば、
アノード電圧Ｖｄｄが＋５Ｖの時で、ＶＧＨ電圧が、＋６．０Ｖである場合において、ア
ノード電圧Ｖｄｄを＋５．５Ｖに変化させる場合は、ＶＧＨ電圧を＋６．５Ｖに変化させ
てもよい。
【０７６７】
　パネル温度が低下すると、カソード電圧Ｖｓｓを低くする。したがって、パネル温度が
低下すると、パネルモジュールとして電力が増大する。電力の増大は、電源回路（電源Ｉ
Ｃ）６０２の容量マージンがなくなることと意味し、また、パネルの過熱を引き起こすこ
となる。
【０７６８】
　本実施例は、これに対応するために、図９８（ｂ）に図示しているように、パネル温度
に対応して（基づいて）、ｄｕｔｙ駆動を実施している。ｄｕｔｙ駆動は、図１２、図１
３、図８３、図８４などを用いて説明をしているので、ここでは説明を省略する。
【０７６９】
　図９８（ｂ）の実線の実施例では、パネル温度が－２０℃以下で、ｄｕｔｙ比を６／８
としている。パネル温度が４０℃以上では、ｄｕｔｙ比は８／８＝１であるから、－２０
℃では、パネルの表示領域３１に流れる電流は、理論的には６／８となる。したがって、
カソード電圧Ｖｓｓを低温度で低下させても、合わせてｄｕｔｙ駆動を実施するため、パ
ネルの流れる電流は増大することがなく、パネルが過熱することもなく、また、電源回路
（電源ＩＣ）６０２の電源容量はパネル温度が、４０℃以上の場合の容量を確保すればす
む。
【０７７０】
　図９８（ｂ）の実線の実施例では、ｄｕｔｙ比は、ｃ点以上の温度でｄｕｔｙ比＝８／
８と一定にし、また、ｅ点以下のｄｕｔｙ比＝６／８と一定にしている。ｃ点及びｅ点の
パネル温度とｄｕｔｙ比は、ＥＥＰＲＯＭ７５３（図７５）などにメモリしておき、使用
する。またｃ点、ｅ点の値は可変できるように構成する。また、図９８（ｂ）の点線で示
すようなｄｕｔｙ駆動を実施してもよい。この場合も、ｄ点のパネル温度とｄｕｔｙ比は
、ＥＥＰＲＯＭ７５３（図７５）などにメモリしておき、使用する。またｄ点の値は可変
できるように構成する。
【０７７１】
　図９８の実施例は、温度（℃）に対して、ｄｕｔｙ比を変化させることにより、パネル
の表示領域３１に流れ込む電流を制御するものであった。しかし、本実施例はこれに限定
するものはない。図９９（ｂ）は、最大に使用する階調でパネルに流れる電流を制御する
ものである。最大使用階調数による制御は、図８４でも説明を行っている。
【０７７２】
　以上のように、本実施例は温度センサ７１１を具備し、温度センサ７１１に出力結果に
基づき、ｄｕｔｙ駆動（図８４、図９８）を実施する。また、温度センサ７１１に出力結
果に基づき、最大使用階調数を制御する駆動（図８４、図９９）を実施する。また、本実
施例は温度センサ７１１を具備し、温度センサ７１１に出力結果に基づき、ｄｕｔｙ駆動
（図８４、図９８）、最大使用階調数を制御する駆動（図８４、図９９）の両方を同時に
実施する駆動方式である。
【０７７３】
　図９９（ｂ）の実線の実施例では、パネル温度が４０℃以上で、最大使用階調（最大表
示階調）を１０２４としている。つまり、１０ｂｉｔのフルレンジを用いて画像表示を行
う。この場合は、表示領域３１に流れる電流は抑制されない。パネル温度が－２０℃以下
では、最大使用階調（最大表示階調）を７６８としている。したがって、ガンマカーブが
２乗特性あれば、表示領域３１に流れる電流は１／２近くに抑制できる場合がある。した
がって、カソード電圧Ｖｓｓを低温度で低下させても、合わせて最大使用階調（最大表示
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階調）制御（駆動）を実施するため、パネルの流れる電流は増大することがなく、パネル
が過熱することもなく、また、電源回路（電源ＩＣ）６０２の電源容量はパネル温度が、
４０℃以上の場合の容量を確保すればすむ。
【０７７４】
　図９９（ｂ）の実線の実施例では、ｃ点以上の温度で最大使用階調（最大表示階調）＝
１０２４と一定にし、また、ｅ点以下の最大使用階調（最大表示階調）＝７６８と一定に
している。ｃ点及びｅ点のパネル温度と最大使用階調（最大表示階調）は、ＥＥＰＲＯＭ
７５３（図７５）などにメモリしておき、使用する。またｃ点、ｅ点の値は可変できるよ
うに構成する。また、図９９（ｂ）の点線で示すような最大使用階調（最大表示階調）制
御を実施してもよい。この場合も、ｄ点のパネル温度と最大使用階調（最大表示階調）は
、ＥＥＰＲＯＭ７５３（図７５）などにメモリしておき、使用する。またｄ点の値は可変
できるように構成する。
【０７７５】
　なお、以上の実施例は、ソースドライバＩＣ１４に温度センサ７１１を内蔵させるとし
たが、これに限定するものではなく、温度センサ７１１は、図７１に図示するように、電
源回路（電源ＩＣ）６０２（若しくはソースドライバＩＣ１４）の外部にサーミスタなど
の温度センサ７１１を配置又は形成し、温度センサ７１１の出力電圧などをアナログ－デ
ジタル（ＤＡ）変換して温度データを取得し、カソード電圧Ｖｓｓなどを変更あるいは可
変してもよい。また、図８３に図示するように、パネルモジュール回路８３０に温度セン
サ７１１を内蔵し、温度センサ７１１の出力結果により、カソード電圧Ｖｓｓを可変する
ことを実施してもよい。また、ｄｕｔｙ制御、最大使用階調制御を実施してもよい（図９
８、図９９）。
【０７７６】
　また、温度センサ７１１の出力結果を画面の明るさ制御（図１００、図１０１）と連動
させてもよい。例えば、温度が－２０℃以下と低く、パネルの消費電力が大きい場合で、
周囲照度が低い（ホトセンサ８４０の出力が小さい）場合は、図９８で指定するｄｕｔｙ
比よりも小さくする（例えば、ｄｕｔｙ比６／８を５／８とする）。また、図９９で指定
する最大表示（使用）階調を小さくする（例えば、最大表示階調７６８を６５０）ことが
例示される。
【０７７７】
　以上の事項は、図１、図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３
、図３５、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６
、図９０、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４～
図１２８などのＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもな
い。
【０７７８】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
、図１１１、図１１２、図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示し
たあるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言う
までもない。
【実施例６】
【０７７９】
　本発明の実施例６について説明する。
【０７８０】
　図１３０にホトセンサ７１１の出力結果に基づき、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧
Ｖｓｓを可変した実施例を図示している。ホトセンサ７１１の出力値（出力データ）が１
０Ｌｘ以下と小さい場合は、表示画面３１の輝度を低下させる。したがって、ＥＬ素子１
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５に流す最大電流は低下させることができる。そのため、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード
電圧Ｖｓｓ又は、アノード電圧Ｖｄｄ－カソード電圧Ｖｓｓの電位差を小さくすることが
できる。
【０７８１】
　一方、ホトセンサ７１１の出力値（出力データ）が５０００Ｌｘ以上と大きい場合は、
表示画面３１の輝度を高くする。したがって、ＥＬ素子１５に流す最大電流は高くなるた
め、ＥＬ素子１５の端子間電圧も高くなる。そのため、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電
圧Ｖｓｓ又は、アノード電圧Ｖｄｄ－カソード電圧Ｖｓｓの電位差を大きくする。
【０７８２】
　なお、図１３０の実施例は、最大表示階調数に対する制御の実施例であるが、図９８の
ように、ｄｕｔｙ駆動に対しても実施してもよい。また、図９８、図９９の実施例とホト
センサ７１１の出力結果に基づく制御とを組み合わせもよい。
【０７８３】
　また、ホトセンサ７１１の反応時定数は、１秒以上にすることが好ましい。
【０７８４】
　以上のように、本実施例はホトセンサ８４０を具備し、ホトセンサ８４０に出力結果に
基づき、ｄｕｔｙ駆動（図８４、図９８）を実施する。また、ホトセンサ８４０に出力結
果に基づき、最大（使用）表示階調数を制御する駆動（図８４、図９９）を実施する。ま
た、本実施例はホトセンサ８４０を具備し、ホトセンサ８４０に出力結果に基づき、ｄｕ
ｔｙ駆動（図８４、図９８）、最大使用階調数を制御する駆動（図８４、図９９）の両方
を同時に実施する駆動方式である。また、同時に、カソード電圧制御（図９７）を実施し
てもよい。
【０７８５】
　なお、図９８の実施例では、パネル温度に対応して（基づいて）、カソード電圧Ｖｓｓ
を可変するとしたが、本実施例はこれに限定されるものではない。カソード電圧Ｖｓｓを
可変するのは、駆動トランジスタ１１ａがＰチャンネルトランジスタの場合である。駆動
トランジスタ１１ａがＮチャンネルトランジスタである場合は、アノード電圧を可変する
必要がある。つまり、本実施例は、パネル温度に対応させて、アノード電圧Ｖｄｄとカソ
ード電圧Ｖｓｓのうち、少なくとも温度に対応させて可変するものである。また、アノー
ド電圧Ｖｄｄとカソード電圧Ｖｓｓの電位差を温度に対応させて可変（調整あるいは設定
）するものである。
【０７８６】
　本実施例の駆動方法では、パネル温度が低下すると、ＥＬ素子１５の端子間電圧が大き
くなり、ＥＬ素子１５の端子間電圧の電圧マージンがないため、ＥＬ素子１５の発光輝度
が低下する。そこでパネル温度に基づいて、カソード電圧Ｖｓｓを低下させるとした。し
かし、カソード電圧Ｖｓｓを低下させると、カソード電流は一定であるが、アノード電圧
Ｖｄｄ－カソード電圧Ｖｓｓの電位差が大きくなり、電力が増加する。そのため、パネル
温度が低下すると、カソード電圧Ｖｓｓを上昇させ（アノード電圧Ｖｄｄ－カソード電圧
Ｖｓｓの電位差を小さくし）、カソード電流を少なくして、ＥＬ表示装置の電力増加を抑
制する方式も考えられる。以上のように、本実施例の駆動方式は、パネル温度により、Ｅ
Ｌ表示装置（表示領域３１で使用する）の電力を制御する駆動方式である。
【０７８７】
　なお、以上の実施例では、パネル温度（ＥＬ素子１５の温度）が低下すると、ＥＬ素子
１５の端子間電圧が大きくなるとした。しかし、パネル温度（ＥＬ素子１５の温度）が低
下すると、ＥＬ素子１５の端子間電圧が小さくなる場合は、先の実施例と逆の制御を実施
すればよいことは言うまでもない。以上のように、本実施例の駆動方式は、パネル温度に
より、ＥＬ表示装置（表示領域３１で使用する）の電力を制御する駆動方式である。
【０７８８】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置だけではなく、
他の画素構成（図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３、図３５
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、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図９０
、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４～図１２８
など）のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもない。
【０７８９】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
、図１１１、図１１２図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示した
あるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言うま
でもない。
【０７９０】
　また、以上の実施例は、本明細書で記載した他の駆動方式、構成に適用できることは言
うまでもない。また、ＥＬ表示装置あるいはＥＬ表示パネルを用いた機器（例えば、図７
、図８、図９など）に適用できることは言うまでもない。
【０７９１】
　本実施例のＥＬ表示装置は、図８３にも図示しているように、外光の強弱を取得するホ
トセンサ８４０を具備している。ホトセンサ８４０の出力により外光（基本的には、表示
領域３１を照明する光の強さ、表示領域３１に入射する光）により、表示画面３１の明る
さを変化させる。図１００に示すパネルの明るさとは、パネルの表示領域３１の最大輝度
が該当する。また、パネルの表示領域３１から出射する光束量が該当する。
【０７９２】
　図１００のグラフの横軸は、ホトセンサ８４０の出力電流を電流－電圧変換を行い、ア
ナログ－デジタル変換（ＡＤ変換）を行ったものである。
【０７９３】
　図１００に図示するように、ＡＤ変換の値が、Ｌ１より小さければ、パネルの明るさは
、Ｂ１する。ＡＤ変換の値が、Ｌ２より小さければ、パネルの明るさは、Ｂ２する。ＡＤ
変換の値が、Ｌ３より小さければ、パネルの明るさは、Ｂ３する。ＡＤ変換の値が、Ｌ４
より小さければ、パネルの明るさは、Ｂ４する。ＡＤ変換の値が、Ｌ４より大きければ、
パネルの明るさは、Ｂ５する。Ｌ１～Ｌ４の個数、値及びＢ１～Ｂ５の個数、値は、ＥＥ
ＰＲＯＭ７５３（図７５）などにメモリしておき、使用する。
【０７９４】
　外光は、急変することが多い。したがって、急な変化が発生しても、パネルの明るさが
追従しないようにする必要がある。
【０７９５】
　この課題に対応するため、図１０１に図示するように、外光照度（外光の強さ）を加算
平均（実線で示す）し、加算平均した結果を移動平均（点線で示す）処理している。図１
０１の実施例での移動平均は、２つの加算平均の結果を用いて移動平均処理を行った例で
ある。移動平均処理は、２つデータの平均、３つのデータの平均、６つのデータの平均な
ど、移動平均数は可変できるようにする。移動平均した結果を用いて、パネルの明るさを
決定する。
【０７９６】
　なお、図８３に図示しているように、ホトセンサ８４０の出力に基づいて、ｄｕｔｙ駆
動、最大使用階調制御、基準電流制御、カソード（アノード）電圧制御を実施する。つま
り、図１００、図１０１の制御と図８３、図８４、図９８、図９９などの制御を組み合わ
せて実施する。
【０７９７】
　なお、ホトセンサ８４０は、図７３に図示するように、電源回路（電源ＩＣ）６０２に
作用させて、電源回路（電源ＩＣ）６０２の出力電圧（アノード電圧、カソード電圧）な
どを可変してもよい（図９７）。また、図９６に図示するように、ホトセンサ８４０の出
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力をソースドライバＩＣ１４に取り込み、ソースドライバＩＣ１４でホトセンサ８４０の
出力電流（電圧）をＡＤ変換してもよい。ソースドライバＩＣ１４は、ＡＤ変換結果に基
づき、ｄｕｔｙ駆動、最大使用階調制御、基準電流制御、ガンマカーブ制御、カソード電
圧（アノード電圧）制御を実施する（図１２、図１３、図６２、図８４、図９７、図９８
、図９９、図１００、図１０１）。
【０７９８】
　また、以上の実施例は、本明細書で記載した他の駆動方式、構成に適用できることは言
うまでもない。また、ＥＬ表示装置あるいはＥＬ表示パネルを用いた機器（例えば、図７
、図８、図９など）に適用できることは言うまでもない。
【０７９９】
　また、ホトセンサ８４０の出力結果に基づいて、ガンマカーブを変化することも有効で
ある。特にＥＬ表示パネルでは、屋内では良好な画像表示を実現できるが、屋外では低階
調部は見えない。ＥＬ表示パネルは自発光のためである。そこで、外光の強弱に対応させ
て、ガンマカーブを変化させてもよい。ガンマカーブの切り替えは、ユーザーがスイッチ
を操作することにより切り替えるようにしてもよい。ガンマカーブは、外光が強い時は、
ガンマ乗数を小さくし、画面全体を明るくする。
【０８００】
　なお、外光の強弱に対応させて、ガンマカーブを切り替えるとしたが、これに限定する
ものではない。図８３の演算回路（加算、重み付けなど）の機能を用いて、ガンマカーブ
を変更してもよいことは言うまでもない。
【０８０１】
　また、パネルの明るさは、ユーザーがボタンで切り替えできるようにしておくか、設定
モードで自動的に変更できるか、外光の明るさを検出して自動的に切り替えできるように
構成しておくことが好ましい。また、表示輝度を５０％、６０％、８０％とユーザーなど
が設定できるように構成しておくことが好ましい。また、外部のマイコンなどにより、ｄ
ｕｔｙ比カーブ、傾きなどを書き換えるように構成することが好ましい。また、メモリさ
れた複数のｄｕｔｙ比カーブ（図８４、図９８とその説明などを参照のこと）から１つを
選択できるように構成することが好ましい。
【０８０２】
　なお、ｄｕｔｙ比カーブなどの選択は、ＡＰＬレベル、最大輝度（ＭＡＸ）、最小輝度
（ＭＩＮ）、輝度の分布状態（ＳＧＭ）の１つあるいは複数を加味して行うことが好まし
いことは言うまでもない（図８２、図８３、図８４とその説明を参照のこと）。
【０８０３】
　本実施例の表示パネル（表示装置）において、ブライトネス調整は、ｄｕｔｙ比制御あ
るいは基準電流比制御、最大使用階調制御などにより実施する。また、外光の強さをホト
センサで検出し、オートマチックに調整する方式でもよい。以上の事項は、コントラスト
調整などにも適用できることは言うまでもない。また、ｄｕｔｙ比制御にも適用できるこ
とは言うまでもない。また、図９９で説明した最大表示階調の駆動方式も適用できること
は言うまでもない。
【０８０４】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置だけではなく、
他の画素構成（図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３、図３５
、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図９０
、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４～図１２８
など）のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもない。
【０８０５】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図６１、図
７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図９８、図９９、図
１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０、図８３、図９６
、図１０２、図１０３、図１０４、図１０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０
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、図１１１、図１１２、図１２９の構成あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示し
たあるいは本明細書に記載した画素構成と組み合わせて実施することができることは言う
までもない。
【０８０６】
　また、以上の実施例は、本明細書で記載した他の駆動方式、構成に適用できることは言
うまでもない。また、ＥＬ表示装置あるいはＥＬ表示パネルを用いた機器（例えば、図７
、図８、図９など）に適用できることは言うまでもない。
【実施例７】
【０８０７】
　本発明の実施例７について説明する。
【０８０８】
　次に、本実施例の駆動方式を実施するＥＬ表示装置を表示ディスプレイとして用いた実
施例７の表示機器（ＥＬ表示装置）について説明をする。
【０８０９】
　図７はＥＬ表示装置の一例である情報端末装置の携帯電話の平面図である。筐体７３に
アンテナ７１などが取り付けられている。７２ａは、表示画面の明るさを変化させる切換
キー、７２ｂは電源オン／オフキー、７２ｃがゲートドライバ回路１２ｂの動作フレーム
レートを切り替えるキーである。７５はホトセンサである。ホトセンサ７５は、外光の強
弱にしたがって、ｄｕｔｙ比などを変化させて、表示画面２２の輝度を自動調整する。
【０８１０】
　図８はビデオカメラの斜視図である。ビデオカメラは撮影（撮像）レンズ部８３とビデ
オカメラ本体７３と具備している。本実施例のＥＬ表示パネルは表示モニター７４として
も使用されている。表示画面２２は支点８１で角度を自由に調整できる。表示画面２２を
使用しない時は、格納部８３に格納される。
【０８１１】
　本実施例のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置などはビデオカメラだけでなく、図９
に示すような電子カメラにも適用することができる。本実施例のＥＬ表示装置はカメラ本
体９１に付属されたモニター２２として用いる。カメラ本体９１にはシャッタ９３の他、
スイッチ７２ａ、７２ｃが取り付けられている。
【変更例】
【０８１２】
　本発明の変更例について説明する。
【０８１３】
　なお、本明細書で説明した本実施例の技術的思想は相互に組み合わせることができる。
例えば、図１のコンデンサ１９ｂを形成する実施例と、図１６の複数のソース信号線を形
成した実施例の組み合わせが例示される。また、図１のコンデンサ１９ｂを形成する実施
例と、図３１の電流源３１２を使用する実施例との組み合わせが例示される。
【０８１４】
　また、図１のコンデンサ１９ｂを形成する実施例と、図３２のコンデンサ１９ｂを形成
する実施例との組み合わせが例示される。また、図１のコンデンサ１９ｂを形成する画素
構成の実施例、図４５、図４８の駆動方法との組み合わせが例示される。
【０８１５】
　また、図３１と図４２あるいは図４５の構成の組み合わせが例示される。また、図５に
図示して説明しているように、リセット電圧Ｖｒｓｔを前段（１つ前の画素行）の映像信
号電圧を書き込むゲート信号線１７ａが選択されたとき、リセット電圧Ｖｒｓｔが該当画
素に書き込む構成あるいは方式は、本発明の他の実施例に適用できることも言うまでもな
い。
【０８１６】
　以上、２つの組み合わせだけでなく、３つ以上の技術的思想の組み合わせが例示される
。例えば、図５と図４と図５５の組み合わせが例示される。図５と図４２と図１３の組み



(97) JP 2009-276744 A 2009.11.26

10

20

30

40

合わせも例示される。以上のように本発明は本明細書に記載された実施例と適時組み合わ
せて他の実施例を構成できる。
【０８１７】
　また、画素構成あるいは駆動方法だけでなく、例えば、図６あるいは図３にドライバ構
成なども適時、各構成あるいは駆動方法に組み合わせることができる。また、画素構成あ
るいは駆動方法だけでなく、図１２あるいは図１３に他の駆動方法なども適時、各構成あ
るいは駆動方法に組み合わせることができる。
【０８１８】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置だけではなく、
他の画素構成（図４、図５、図１０、図１１、図２５、図２９、図３１、図３３、図３５
、図３７、図４２、図４６、図５２、図５４、図５５、図５８、図５９、図８６、図９０
、図９１、図９２、図９３、図９４、図９５、図１１３、図１２３、図１２４、図１２５
、図１２６、図１２７、図１２８など）のＥＬ表示パネルあるいはＥＬ表示装置にも適用
できることは言うまでもない。
【０８１９】
　以上の事項は他の実施例においても同様である。例えば、図１２、図１３、図１４～図
４１、図６１、図７５、図７６、図７７、図７８、図７９、図８３、図８４、図８５、図
９８、図９９、図１００、図１０１などの方法あるいは方式、図７、図８、図９、図６０
、図８３、図９６、図９９、図１００、図１０１、図１０２、図１０３、図１０４、図１
０６、図１０７、図１０８、図１０９、図１１０、図１１１、図１１２、図１２９の構成
あるいは構造あるいは方法に関しても先に例示したあるいは本明細書に記載した画素構成
と組み合わせて実施することができることは言うまでもない。
【０８２０】
　なお、以上の構成あるいは駆動方法、また複数の構成あるいは駆動方法を組み合わせた
ものを図７、図８、図９などに適用したものも本発明の範疇である。
【産業上の利用可能性】
【０８２１】
　本発明に係るＥＬ表示装置は、オフセットキャンセル期間を十分に確保できるため、良
好なオフセットキャンセルを実現できる。そのため、駆動トランジスタ１１ａの特性バラ
ツキが発生しても、特性バラツキをキャンセルすることができ、良好な画像表示を実現で
きる。
【符号の説明】
【０８２２】
　１１　トランジスタ（ＴＦＴ）
　１２　ゲートドライバＩＣ（回路）
　１４　ソースドライバ回路（ＩＣ）
　１５　ＥＬ（素子）
　１６　画素
　１７　ゲート信号線
　１８　ソース信号線
　１９　蓄積容量（付加コンデンサ、付加容量）
　３１　表示画面
　３２　レベルシフト回路
　５１　インバータ回路
　７１　アンテナ
　７２　キー
　７３　筐体
　７４　表示パネル
　７５　ホトセンサ
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摘要(译)

解决的问题：提供一种EL显示装置，该EL显示装置能够确保足够的偏移
消除周期，补偿驱动晶体管的特性变化，并实现没有特性显示不均的图
像显示。 像素16由保持视频信号电压Vsig的电容器19b形成。 当开关晶
体管11c导通时，驱动晶体管11a通过视频信号电压Vsig执行偏移消除操
作，视频信号电压Vsig被写入电容器19b，像素16的选择时段结束，并且
开关晶体管11c截止。 此后，通过保持在电容器19b中的视频信号电压
Vsig继续偏移消除操作。 [选型图]图1
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